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　街路樹が赤く染まった秋の日の昼過ぎ、街の総合病院を一人の少女がおとずれた。

　歳は中学生くらい。水色のワンピースに白い肩掛け。両手には花束の入ったバスケット。うす桃色の帽子をかぶった清涼感ある姿は、遅れてきた夏の妖よう精せいのようだ。

　少女は病院の受付で手続きを済ませると、入院病棟へと向かう。

　車イスが楽々入る大きなエレベーターに乗り、十階で下りた。小さなロビーになっていて、奥にガラス扉がある。

　この先は、芸能人や社会的に高い地位にいる人が使用する、特別な病室だ。ロビーの天井では、セキュリティのための監視カメラが静かに目を光らせていた。

　少女は帽子をまぶかにかぶり、扉の脇わきにあるインターホンの前に歩いた。

　受付で教えられた部屋番号をプッシュする。プルルル……と、電話と同じような呼び出し音が鳴って、やがてスピーカーから声が聞こえた。

『はい、帝みかど野のです』

　重く、そして柔らかい男性の声が響いた。

　帝みかど野の熊くま五ご郎ろう。それが入院患者の名前だ。

　今や世界中でビジネスを展開する大企業、帝野グループの社長。彼は歳若いころ、今は亡き彼の父から小さな会社を受け継いだ。地球のあらゆる国々を飛びまわり、そこに住む人々と交流し信頼を得て、その会社を世界的な企業にまで発展させた。

　まさに稀き代たいのカリスマ社長と呼ばれる人物だ。

「わたくし、昔、熊五郎さんにお世話になったものです。今日はお見舞いに来ました」

『それはそれは、遠いところ、ご足労くださいまして誠にありがとうございます。よろしければ、お名前をお教えくださいますでしょうか』

　少女は緊張したように、しばらく無言のまま立ち尽くした。

『……どうか、なされましたか？』

「い、いえ、なんでもありません。わたくしは――」

　少女は、自分の名前を言った。

　その名を聞いて、熊五郎は思い出そうとしているのか、しばらく黙りこんだ。

　だがスピーカーの向こうに、ハッと息をのむような音が聞こえ……オートロックのガラス扉が、静かに開いた。

『……どうぞ』

　扉を抜け、白い壁の清潔な廊下を歩く。一番奥の一〇〇五室が熊五郎の病室だ。

　少女はノックして返事を待ち、静かに扉を開けた。

　中はまるで、ホテルの部屋のようだった。床は磨かれたフローリングで、入り口近くには、来客用の小さなソファとテーブルがある。

　部屋の中央に、窓からの日だまりに包まれて、大きなベッドに一人の人物が横たわっていた。

　世界的な企業家として有名な熊五郎だ。マスコミに登場することも多く、一般の人々にもファンが多い。

　ベッドのまわりには千せん羽ば鶴づるや、いくつもの花瓶にいけられた花束が飾られている。枕まくら元もとの棚には、ブタのキャラクターの、かわいらしい起き上がりこぼしが置かれていた。

　熊五郎さんに贈り物が届けられることも多いんですよ、と、さっき受付で、看護師が言っていた。ヘンなものが送られていないか、安全を確かめるのに一苦労なんだとか。少女もしっかり、身分証の提示を求められたのだ。

　ベッドの上では、一人の人物が体を起こして、唖あ然ぜんとした顔で訪問者を見つめていた。

　やせ細った腕に、肉がそげ落ちたようなほお。まだ五十歳前のはずなのに、頭は白髪に覆われている。

　熊五郎は信じられなさそうな目で、少女の顔を見つめていた。

「わたくしから、お見舞いです」

　少女は緊張をやわらげるように笑顔になって、持ってきた花束を差し出した。

「飾ってもいいですか？」

「あ、あぁ……。ありがとう。そこの窓際が空いていますよ」

　少女はバスケットに入った花瓶を、窓際の棚の上に置いた。

　その間も病床の熊くま五ご郎ろうは、おとずれた少女を、信じられないようなまなざしで見つめ続けていた。

「まさか、キミは私の……。キミは本当に……」

　声をかけられて、少女は熊五郎に振り向くと、彼の前にゆっくりと歩み寄った。

「はい。――わたくしは熊五郎お父さまの、娘です」

「まちがいない……。キミのその顔……まちがいなく、私の娘だ……。愛しい娘の顔を、見まちがえるはずがない……」

　熊五郎は、少女のほおにそっと手を伸ばした。

「こんなに大きくなって……きれいになったね。お母さんにそっくりだ」

　優しく、懐かしそうに少女を見つめていた熊五郎の目が、ふと不安そうに揺らめいた。

「――私のことを、怒ってるかな？」

「怒ってる？　どうしてですか？」

「私は、キミを育ててやれなかった。父親として、そばにいてやれなかった。何年も娘を放置していた私は……恨まれても当然だ」

「いいえ、恨んでなどいません。――だって、しかたありませんもの。わたくしは、熊五郎お父さまと一緒にいるわけにはいかなかったのですから……」

　少女の母は、熊五郎の妻・鹿か野の子ことは別の女性だ。

　遠い昔の、世間からは許されぬ愛の末に生まれた娘。

　世間に知られたら、世界的なカリスマ社長である熊五郎は、一瞬にしてスキャンダルの中に放りこまれてしまう。

「無理しなくてもいい。私のことを、どれだけでも憎んでいい。でもキミは――誰だれがなんと言おうと、まちがいなく、私の娘だ」

　熊五郎はもう一度彼女の名を呼んで……父と娘は、愛情深く抱きあった。

　それから少女はベッドの隣に腰掛け、今の自分の生活を語って聞かせた。熊五郎はじっと耳を傾け、ときに喜び、ときにほほ笑んでくれた。

「ありがとう。最期にキミの姿を見られて、本当によかった。もう私には、何も思い残すことがない」

「そんな、最期だなんて……。お父さまは、まだこれからではないですか」

「いいんだ。医者からも体のことは聞いている。――私はもう充分生きた。夢もかなえた。子供たちも、立派に育ってくれた。これ以上、何を望めばいいのか」

　だがそんな熊くま五ご郎ろうの顔が、ふいに曇った。

「どうかしたのですか？　お父さま」

「ただ……私の唯一の心配ごとは――将しよう悟ごのことなんだ」

　その名前を聞いて、少女の胸がドキッと高鳴った。

　生き別れた兄の名前。母親が違うとはいえ、彼女にとって唯一の兄の名。

「私は帝みかど野のグループの未来を、将悟にまかせようかと思っている。彼がそれをまっとうしてくれるか、それだけが心配なんだ」

「将悟お兄さまが、帝野グループの社長になるのですか!?」

「突飛なことだとはわかっている。将悟はまだ中学生だからね。もちろん彼の意志も尊重するつもりだ。だが私は――今のままでは、帝野グループの行く先が不安なんだよ」

「不安……。会社で困ったことでもあるのですか？」

「帝野グループは大きくなりすぎた。力を持ちすぎた。そんなグループの力を、私利私欲のため狙ねらっている者たちがいる。――残念なことに、帝野グループの中にすら」

　権力争い――という言葉が少女の頭に浮かんだ。会社のことなんてよくわからないけど、帝野グループの社長なら、下手な政治家よりも世の中に強い影響力がありそう。

「もし欲望に駆られた者が社長になれば、グループは多くの人々を不幸にしてしまうかもしれないのだよ」

「だからお父さまは、もっとも信頼できるお兄さまを社長にしたいのですね」

「もちろん、今の将悟のままでは無理だ。だから彼がこの話を受けるなら、相応の特訓をしてもらう。厳しい特訓になる。それを乗り越え、なおかつ社の皆に認められるようでなければ、とてもグループをまかせることなどできない」

　熊五郎は目を細めた。今まで弱々しく見えた彼の目に、厳しい光が宿る。思いがけないほどの眼力に、少女はすくみそうになった。

　病床に伏せってもなお、熊五郎は企業家としてのエネルギーが枯れていないのだ。

「大丈夫です！　将悟お兄さまなら、きっとお父さまの期待に応えます！」

「そうだね。――将悟には、中学校を卒業したら特訓に入ってもらうつもりだ。その後、深み流りゆう院いん学園に編入してもらおうと思っている」

「あの、政財界の子供たちがたくさんいるという学校ですよね？」

「私も卒業した学校だよ。将悟には、生涯の伴はん侶りよとなる女性を見つけてもらいたいんだ」

「生涯の伴侶……。婚約者を探すのですか？　どうして……？」

「こう見えても、社長というのは孤独な存在なんだよ。さっきも言ったように、社内にすら権力を狙う者がいる。どこに敵がいるかわからないんだ」

「それでは将悟お兄さまが社長になったら、敵もたくさん……」

「だから、将しよう悟ごがそんな孤独につぶされないように、彼を心の底から支えてくれる、生涯愛しあえる人と出会ってほしいのだよ。私も、鹿か野の子こに心を支えられたからこそ、今までやってこれた。――本当に愛せる人との出会いは、彼を大きく成長させるはずだ」

　聞いて、少女はドキリとした。

　お兄さまと、生涯愛しあえる人……。

「お兄さまなら必ず――心から信頼しあえる人と出会えます」

「そうだね。――このことは秘密だぞ。私たちだけのナイショ話にしておいてくれよ」

　熊くま五ご郎ろうは人差し指を口に当て、秘密を共有しあうように笑いかけた。

　もちろんです！　と、少女は大きくうなずく。

「私も、キミやキミの母に、もっともっと愛情をわけてあげるべきだった……。本当に長い間、申し訳ないことをしたね」

「……いいえ。わたくしには、その言葉だけで充分です」

　それからいろいろな話をしているうちに、面会時間が過ぎてしまった。

　少女は名残を惜しみながら別れの言葉を言い、また見舞いに来ると約束し、最後にもう一度、親子で抱きあった。

　病室を出て扉を閉め、少女は大きく息を吐いた。

　――これからお兄さまは、大変な世界に飛びこんでいくのね。

　一見華やかな、大企業の社長。しかし実際は、多くの敵に囲まれ、孤独につぶされてしまうかもしれない。

　だからこそ、心の底から支えてくれる、生涯愛しあえる人が必要……。

「もし、将悟お兄さまを支えられるのが――わたくしだったら……」

　つぶやいた瞬間、それが、将悟がもっとも幸せになれる方法だと確信した。

「そう。わたくしはお兄さまと結婚するの。そのために、今まで生きてきたんだわ」

　病室の扉を振り返り、小さな声で誓った。

「熊五郎お父さま。わたくしは必ず、一生かけて、お兄さまを守ってみせます」

　決意を秘めた目でうなずき、少女はゆっくりと廊下を歩き出す。

　今まで生きてきた自分の生涯を思い返しながら、誰だれにも聞こえない声でつぶやいた。

「だって将悟お兄さまを守れるのは――わたくししかいないのだから」



　そして翌年の二月。帝みかど野の熊五郎の魂は、惜しまれながらこの世を去った。

　それからさらに一年以上の時が流れ――帝野将悟は、父の遺書に記された特訓に耐え抜き、最後の条件である生涯の伴はん侶りよを探すべく、私立深み流りゆう院いん学園へと編入した。またたく間に四月、五月と過ぎる中、多くの女の子と出会い、交流を深めている。

　しかしあの日、熊五郎の病室に一人の少女がおとずれたことを、知るものはなかった。



    

  
    
      


１章　妹はお兄さまを逃がさない！





　五月も終わりごろの土曜日。陽も暮れて、まわりは暗くなっていた。

　そんな時間、深み流りゆう院いん学園の裏庭にあるゴミ集積場に、一人の女子生徒が立っていた。

　そよそよと夜風が吹く中、彼女は不燃ゴミの山を見まわす。

　ふと、空の雲が動いて月明かりが周囲を照らした。その瞬間、積み上がったビニール袋の上で何かが反射して、キラリと光る。

　女子生徒は気づいて目を止めた。それは一台の携帯電話だ。

　青く、流線形のボディーが特徴的な、変わったデザイン。

　手を伸ばして携帯電話を拾いあげ、ふたを開けた。

　電源ボタンを押してみると、画面に『ＫＹＯＡＳＵ』と、携帯電話会社のロゴが表示される。それからしばらくして、待ち受け画面になった。

　落ち着いた濃緑色のグラデーションがかかった、無機質な画面。

　下部に目を向けると、一つ、見慣れないボタンがあった。

『ボイスチェンジャー』と書かれている。

　女子生徒はしばらくの間、その電話を見つめていた。

　それから再び電源ボタンを長押しすると、携帯の画面が暗く沈黙する。静かに電話のふたを閉じ、制服の胸ポケットに入れた。

　そのまま女子生徒はゴミ集積場の前から歩き出し――やがて彼女の姿は、夕刻の闇やみへとまぎれていった……。



　　　§



「おっかしいなぁ……」

　帝みかど野の将しよう悟ごはつぶやきながら、両手に持った不燃ゴミのポリ袋を放り投げた。

　日曜日の昼過ぎ。よく晴れた青空の下、深流院学園の裏庭にあるゴミ集積場には、指定ゴミ袋に入ったゴミが山と積まれている。

「確かにここに捨てたって言ってたんだけどなぁ……」

　彼がさっきから探しているのは、一台の携帯電話だ。捨てられた携帯電話を拾うために、こうしてゴミの山をかき分けているのだ。

　しかしそんな努力もむなしく、携帯電話など影も形も見つからない。

「あの～、将しよう悟ごさん」

　横で見ていた少女が、遠慮がちに声をかけた。

「もう、いいですよ。無理しないでください」

　彼女は鶴つる眞ま心こ乃の枝え。将悟と同じ二年生のクラスメイトだ。

　今日は学校は休みだから、私服のシャツを着ている。もうすぐ六月のこの季節、半袖の服から伸びた細い腕が、陽射しの中でまぶしく見えた。

「だけど心乃枝。あの電話がなくなったら困るんだろ？　お父さんに怒られないか？」

　将悟がわざわざ捨てられた携帯電話を探しているのには、理由がある。その電話は心乃枝の父の会社で開発され、一般的には売られていない、特殊なものだったのだ。

「パパは、できれば返却してほしいって言ってるんですけど……。万一ほかの電話会社の人に持っていかれたら、技術を盗まれるかもしれないから困るなって」

　高精度なボイスチェンジャー機能を搭載した携帯電話。その電話のおかげで将悟は、彼の『妹』だと名のる、正体不明な少女に悩まされることとなった。

　やがて電話の持ち主は心乃枝と判明し、騒動は終わったかに見えた。

「嵯さ峨が良らセンパイ、ほんとにここに捨てたんだろうなぁ……？」

　ちっとも見つからない電話に、将悟はぶつくさと文句を言った。

　一人目の『妹』騒動が終わったあと、またも新たな『妹』が現れた。もう一台の電話を持っていたのは、将しよう悟ごより一学年上のセンパイである、嵯さ峨が良ら芽め依いだった。



    

  
    
      



    

  
    
      　芽依が特殊な携帯電話を持っていた理由は、彼女がボイスチェンジャー理論の発明者だったからだ。だが二人目の『妹』騒動ののち、自分には必要ないものとして、携帯電話を捨ててしまったらしい。

　その、芽依が捨てた電話を、今、将悟たちは捜しているのだ。

　捨てたと聞かされたのが、昨日の土曜日。将悟が心こ乃の枝えたちと、芽依が経営する『いもうとカフェ』に手伝いに行ったときのことだった。

「ここにもない……。どんだけ奥に捨てたんだ？」

「あの、もういいですよ、将悟さん。これだけ捜してもらったのに見つからないんですから、ここにはないんです。きっと嵯峨良センパイの思い違いですよ。捨てたと思ってるけど、捨て忘れてるんです」

「ゴミ箱に放りこんだつもりが、うっかり外にはみ出てた……なんて感じか？」

　イマイチ釈然としないが、世の中そんなものかもしれない。

「ま、せっかくの休みなんだし、一日中ゴミ捨て場で過ごすのもイヤだけどさ……」

「そうですよ。今日はもう、あきらめましょう」

　心乃枝にうながされて、ようやくゴミの置き場から出た。

　狭苦しいゴミの山から解放されてホッとしながら、パタパタと服やズボンについたホコリをはたき落とす。

　二人で学校のグラウンドまで戻ると、遠くのほうに数人、ランニングをしている陸上部の生徒が見えた。この学校では、休日でも活動している部活も多い。が、今日は中間試験も近づいてきたせいか、ほかに生徒の姿は見当たらなかった。

「さて、と。これからどうするかなぁ。心乃枝は何か予定あるの？」

「実は、新しい携帯電話を買おうって思ってるんです。できれば、将悟さんにもつきあってもらえるとうれしいんですけど」

「機種変更するの？　そりゃまたどうして」

　心乃枝は手提げ鞄かばんの中から携帯電話を取り出した。青い、流線形のボディーラインの電話。たった今まで、将悟が捜していたものと同型の機種である。

　この電話のボイスチェンジャー機能を使って、『妹』の声は作り出されたのだ。

「わたしが持ってるこの電話も、パパの会社に返却しようって思うんです」

「でもそれ、心乃枝が使ってるんだろ？」

「そうですけど、もしまた『妹』が現れたら……。わたしが持ってたら、また将悟さんに迷惑かけてしまうかもしれませんし……」

　言って、心乃枝は表情を暗くしながら目を伏せた。

　たぶん心乃枝は、また自分が『妹』だと疑われるのをおそれているんだ。

「今からパパの会社に電話を送りますから、将しよう悟ごさんにも確認してほしいんです」

「郵送するところを見届ければいいんだな。わかった。それならつきあうぜ」

　将悟がうなずくと、心こ乃の枝えはホッとしたように笑顔に戻った。

　そうして二人は、さっそく商店街へ向かおうとした。

　校門を出たところで、前方の道から一台の車が走ってきた。ゴツゴツした四輪のタイヤに迷彩色のボディー。森林でも木々をなぎ倒して走りそうないかついジープが、ブロロロロ……と、爆音と砂すな埃ぼこりを巻き上げながら突進してくる。

　感心しつつあきれつつ、将悟は思わず足を止めた。

「すげぇな、あの車。街中であんなの乗りまわしてる人いるんだ」

「な、なんか怖いですねぇ……」

　迫力に怯おびえるように、心乃枝は将悟の背に身を隠す。

　すると、ジープは急に速度を落として……キーッと、タイヤをきしませながら、二人のすぐ前に急停車した。

「なんだ……？」

　車高が高くて、誰だれが乗っているのか見えづらい。ジープの扉がガチャッと薄く開かれ、中の人間が降りようとしている気配がする。

「ま、まさか、俺おれたちが見てたから、怒ったのか……？」

　――ヤバい連中に目をつけられちまったのか!?

　こんなゴツい車を好んで乗り回す人間だ。しかも、ちょっと見られただけで因縁をつけたと思うような、気の短いやつらだ。

「し、将悟さん……」

「心乃枝、ヤバそうなら俺にかまわず逃げろ」

　目の前で運転席の扉が大きく開かれ、中の人物がバッと勢いよく現れて――

「って、小こ都と里り先生!?」

　目の前に、可か憐れんでかよわい中学生か小学生の美少女――に見える――女性が立った。

「お～、帝みかど野のに鶴つる眞ま。どした？　日曜なのにまちがえて学校来たか？」

　小都里まい子こ先生は、将悟や心乃枝のクラス担任だ。

　背丈といい、ちょこんと縛って動物キャラのアクセサリーで留めた髪形といい、腰に下げているファンシーポシェットといい、どこからどう見ても中学生くらいの女の子にしか見えない。しかし本当は、いい歳した大人なのである。そのはずである。

「なんだ帝野ぉ？　せんせーを、いい歳した大人のはずなのに、とか思ってそうな目は」

「思ってませんっ。――そのジープ、先生の車ですか？」

「あたぼうよ！　すげーだろ、この力強い四輪駆動サスペンション！」

　小都里先生は小学生並みの胸を張り、いかつい迷彩色ボディーの車体をポン、と叩たたいた。

「せんせーはこの愛車スーパークマきちのローン払うために、毎日汗水垂らして働いてんだからなー。お前らもありがたく授業受けろよ」

「どこに俺おれたちがありがたがる必要が」

「ていうかさー、せんせーが運転すると、毎回白バイのやつらが追っかけてくるんだよー。今日なんか三回も止められたんだからなっ。おまわりめ、マジムカツクなー」

　小こ都と里り先生は腕を組んで、プンスカと不機嫌そうに愚痴った。

「そりゃどう見ても中学生か小学生が運転してるようにしか見えませんし……」

　と、そんな話をしていると、後部座席の扉が開いた。

　中から出てきたのは、二人の、深み流りゆう院いん学園の制服を着た女子生徒だ。

「国くに立たちさんに、天てん導どう会長。一緒にいたんだ」

「ごきげんよう、センパイがた」

　生徒会副会長の国くに立たち凜りん香かと、生徒会会長の天てん導どう愛ま菜なだ。

「それじゃ、せんせーは車を置いてくるからなー」

　小都里先生は運転席に戻ると、再びジープを走らせた。車は砂すな埃ぼこりを立て、校内の駐車場へと走り去る。

　凜香は将しよう悟ごと心こ乃の枝えをじっと見つめた。

「……なんですか、休日とは言え、私服で学校に来るとは。『学園では制服を着用し、本校生徒として気分を引き締めること』と、深流院学園校則にも書かれていますわ。帝みかど野のセンパイだけならいざ知らず、鶴つる眞まセンパイまで」

　とても下級生とは思えない、堂々とした態度の凜香だ。

　それもそのはず、彼女の実家は旧華族の家系らしい。

　政財界の子息が多く通うこの学園の中でも、一等級のお嬢さまなのである。

「ごめんなさい、捜し物してて……」

　心乃枝はへこっと頭を下げた。

　それから、彼女の携帯電話を取り出して凜香に見せる。

「これと同じ携帯電話を捜してたんです。昨日、学校のゴミ集積場に捨てられたって話だったんですけど、見つからなくて……。国立さんは、知らないですよね？」

「――これ、帝野センパイの『妹』だと名のる声を作った電話ですわよね」

　凜香たちも、将悟の身にふりかかった『妹』の騒動を知っているのだ。

「はい。だから二度とそんなことが起きないよう、パパに返却するんです。それで一緒に、嵯さ峨が良らセンパイのもって思ってたんですけど」

「わたしは見てませんわよ。昨日からずっと出かけてましたし」

「小都里先生と、どこか行ってたの？　生徒会の用事とか？」

　将悟は聞いてみた。小都里先生は生徒会の顧問もしているのだ。

「土曜の早朝から泊まりがけで、生徒会の研修に行っておりましたの。各界の著名人もお見えになった、実に有意義な研修でしたわ」

「三人だけで？」

「もちろんほかの生徒会メンバーも一緒でしたわよ。もう一人引率していただいた先生と一緒に、一足先に解散しております。わたしと天てん導どう会長だけ、用事が残ってるので学校まで戻ってきたんです」

「しかし泊まりがけで研修って、休みなのに生徒会も大変だな。どんな内容だったの？」

「今回は、規律ある組織運営の方法について、がテーマでした。生徒会として、いかに生徒たちが規律正しく学園生活を送れるよう環境整備を進めていくか。考えさせられることは、大変多かったです。大変中身のある内容でしたわよ」

　中身の重さに満足したのか、凜りん香かは重々しくうなずいた。

「そうでしたわよね、天導会長」

　凜香が同意を得るように、隣に立った愛ま菜なに話しかけると……

「お～星さ～まが～、ぐ～るぐるぅ」

　まるで中身なんかない歌を歌いながら、深み流りゆう院いん学園の生徒会長が目をぐるぐるまわし、頭をふらふらさせていた。

「天導会長っ!?　またですのっ？」



    

  
    
      



    

  
    
      　凜りん香かがあわてて、愛ま菜なの両肩を揺すった。

「はぅ～っ、凜香ちゃん、らめぇっ、出ちゃう、出ちゃう～っ」

　愛菜はすっかり青ざめた顔で、額に脂汗を浮かべていた。いつもは柔らかそうな長い髪も、汗でべっとりしている。

「ど、どうしたんだよ、天てん導どう会長！」

「酔ったみたいなのぅ～」

　愛菜は、突然ピタッと棒立ちになったかと思うと、おえっぷと両手を口に当てた。

「く、車で食べたキャラメルカステラ三箱、出ちゃう～っ……」

「わたし、小こ都と里り先生呼んできます！」

「鶴つる眞まセンパイ、ご心配いりませんわ。さっきから、何度もこんな調子でしたので。しばらく寝ていれば、回復しますから。――ほら天導会長、しっかりしてくださいませ」

　そう言って、凜香はふらついている愛菜に肩を貸した。

「俺おれ、鞄かばん持とうか？」

「大丈夫です。保健室へ連れていくだけですから」

　凜香は愛菜を支えながら、校舎のほうへ歩いていく。

　将しよう悟ごと心こ乃の枝えは生徒会の二人を見送った。

「国くに立たちさんってさ、口は悪かったりするけど、けっこう面倒見いいよなぁ」

「そうですね。今や深み流りゆう院いん学園生徒会の、期待の星なんですよ」

　まだ一年生にもかかわらず、早くも生徒会を引っぱりつつある凜香。それに対し、二年生の生徒会長である愛菜は、ちょっと頼りないけど……。

「でも、天導会長もあれはあれで、学園のマスコットみたいなところがあるよな」

「そうですよね。わたしたちクラス委員会で集まったときも、天導会長が司会をしてると雰囲気がほんわかするんですよね」

　正反対の二人に見えて、案外いい感じに支えあってるのかもなぁ、と思う将悟だった。

　けど、やっぱり愛菜の体調が心配である。

「なぁ、国立さん！　やっぱり俺たちも手伝おうか？」

　将悟が駆け出そうとすると、小都里先生が駐車場のほうから走ってきた。

「おー、天導、どした。平気か？」

「えぇ、また乗物酔いですから、保健室で休めば治りますわ」

「それじゃせんせーが天導を保健室に連れてくから、国立はこの議事録持って、生徒会室に行っててくれ」

　小都里先生は凜香に代わって愛菜に肩を貸した。それから凜香に、生徒会の資料か何かが入ってるらしい紙袋を手渡す。

　それから凜香は、駆け寄ろうとしていた将悟たちを振り返って、軽く一礼する。

「お気づかいありがとうございます。ではわたしは、生徒会の仕事がありますので」

　そうして小こ都と里り先生と生徒会の二人は、校舎のほうへと歩いていった。



　それから将しよう悟ごと心こ乃の枝えは、携帯電話返却のため、近所のコンビニへやってきた。

　心乃枝は店の隅で、用意しておいた小箱に携帯電話を入れて荷造りした。配送伝票に書きこむと、両手で広げて将悟に見せた。

「ほら、どうですか、将悟さん。よ～く確認してくださいね」

　伝票に書かれた送り先は、心乃枝の父がつとめる会社『共きよう明あ日すカンパニー』の開発部だ。

「うん。大丈夫。確認したよ」

　大企業の一部門に返却してしまえば、いくら重役の娘であろうと、もう簡単に入手することもできないだろう。

　心乃枝は、さっき携帯を入れた小箱に、ペタリと伝票を貼はりつけた。

　それからレジで料金を払い、店員のお兄さんに手渡す。店員は事務的な手つきで伝票に必要事項を記入し、荷物を店の奥へ運んでいった。

「……なんか、あっけない気分だな」

　将悟は心乃枝の手を離れる小箱を見つめながら思った。

　あれだけ戸惑わせられた携帯電話も、遠くへ行ってしまうのだ。

　そうすればもう、『妹』からの電話がかかることもないだろう。

　しかし、それは解決じゃない。

　心乃枝も芽め依いも本当の妹ではない。少なくとも彼女たちは、そう言っている。

　じゃあ、将悟の本当の妹は誰だれ？

　父の熊くま五ご郎ろうの葬儀に現れた、将悟の妹だと名のる少女の声。あのとき彼女が言った言葉は、今も将悟の頭にこびりついている。

『わたくしはお兄さまと、結婚しに来たのです』

　……しかし言葉のインパクトが強すぎて、どんな声質だったかは思い出せない。

　そして今も、彼女の正体は謎なぞのままだ。

　将悟の本当の妹の手がかりは、何一つ見つかっていないのだ。
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「どうしようかなぁ……」

　もう三十分も、心乃枝は腕を組んで額にシワを寄せている。

　ここは街の商店街にある家電用品店の、携帯電話売り場だ。

「どう、心乃枝？　新しい電話、よさそうなのあった？」

「候補としてはですね、これか――それともこの機種がいいかなって思うんです。こっちの機種は画面も大きいし、写真がきれいに撮れるんです。こっちの機種はＣＤから音楽をたくさん取り込めて、ミュージックプレイヤーとしても使えるんだそうです」

　心こ乃の枝えは両機種のモックアップを手に取り、「どう思います？」って顔で将しよう悟ごを見た。

「う～ん、そりゃもう、心乃枝がどの機能をよく使いたいかによるなぁ……」

「お客さま、何かお探しですか？」

　考え続けている心乃枝に、売り場の女性店員が話しかけてくる。

「あの、この電話なんですけど……」

　心乃枝はさっそく、迷っている二機種についていろいろと質問し始めた。

　――まだ時間かかりそうだなぁ。

　将悟は手持ちぶさたになって、なんとなくそのへんをウロウロしながら、並んだ色とりどりの電話のボディーを眺めていた。

　各社から発売されている携帯電話の中には、心乃枝の父の会社から発売されているものもある。そして、帝みかど野のグループの携帯電話事業部が販売しているものもある。

　二人の実家は、言わば商売上のライバルなのだ。

　しかし将悟が帝野グループの社長候補であることは、今はまだ、帝野グループ内の一部の人々だけが知る極秘事項だ。だから心乃枝にも話すことはできない。

　――でも俺おれは、社長になるために、生涯の伴はん侶りよを見つけないといけないんだ。

「まさか、心乃枝が……俺の生涯の伴侶になったりして……」

『将悟さん……。会社はライバル同士ですけど、夜はずっと抱きしめてくださいね』

　将悟の隣でよりそう心乃枝を想像して、将悟は思わず顔が熱くなった。

「な、なんてな……心乃枝に言われたらどうしようかな……」

　と、将悟が売り場でそんな妄想に浸っていると……

「きゃあ～、こっち向いて～っ!!」

　店の奥から歓声が聞こえてきた。

「ん？　やけに騒がしいな」

　奥に向かうと、レジの隣に広めのスペースがあった。

　大型モニターに新型携帯電話のデモンストレーション映像が流れ、壁際には発売予定機種のモックアップがいくつも展示されている。

　小さなステージが作られていて、まわりを大勢の客が取り囲んでいた。

「なんかのイベントか？　――って『ミカドノモバイル』って書いてあるじゃねぇか」

　将悟は興味を引かれて、人垣の後ろから首を伸ばして見た。

　ステージには、黒革のジャンパーにジーンズ姿の美少年が立っている。

　片手に携帯機種を持って、高々とかかげていた。普通の携帯電話とは違い、本体一面に大きな画面がついている。最近話題の、スマートフォンと呼ばれるものだ。

　集まった女の子たちは、美少年に夢中らしい。彼が左右に行き来しながら振り返るたび、黄色い歓声が上がっている。

「芸能人使って新機種の宣伝かぁ。にしてもあの芸能人、どこかで見たような……」

　あれは誰だれだっけと、何人かの男性アイドルを思い浮かべて……

　ハッと思いついて、将しよう悟ごはステージ上の人物をジトッと見つめた。

「衣い楠くすじゃねぇか。あいつ、何やってんだよ？」

　メイクをしているせいか、パッと見でわからなかったらしい。しかしそこに立つ美少年……に見える美少女は、間違いなく水みず谷たに衣楠だ。

「よく見たまえ。これが来月『ミカドノモバイル』より発売される次世代型スマートフォン『ｍミカドノＩｌｌｕｓｉｏｎイリュージョン』だ。高度な視線認識センサーを搭載し、アイコンタクトだけであらゆる操作を可能にした画期的デバイスなのさ」

　――さすが衣楠だぜ。あんなエラソーな口調なのに、みんなキャーキャー喜んでるぞ。

　もし衣楠が本当に男性だったら、全世界の男の敵になるだろうなぁ……。

　衣楠は立ち止まり、正面近くに立っていた女子高生を見た。

「さぁ、そこにいる子猫ちゃん。ボクからのメッセージを受け取ってくれたまえ」

　スマートフォンの画面に向かって、パチッとキザったらしくウインクした。

　直後、女の子の携帯が鳴る。メールが届いたらしい。彼女がメールを確認すると……

「や～ん、は、恥ずかしい～っ」

　顔が真まっ赤かになって、うれしそうなくすぐったそうに体中をクネクネさせながら、腰砕けになってしゃがみ込んだ。

「と、ウインク一つでこんな愛のラブメールを送ることも可能なのだ。もう、せっかく買ったスマートフォンの画面を指紋でベタベタ汚して台無しにする生活とはおさらばだね。これこそが真のスマートと言えるだろう」

　次世代型スマートフォンをかざし、観客に向かってニコッと笑う。

　――ていうか、どんなラブメール送ったんだよ。

　画期的デバイスより、そっちのほうが気になってしかたない将悟である。

　ステージにピンクのハッピを着た店員たちが立って、新型スマートフォンの予約整理券を配り始めた。

「では皆さま、『ｍＩｌｌｕｓｉｏｎ』のご予約受付はこちらでーす」

　観客の流れが予約受付へと向かうのを見届けると、衣楠はステージから下りた。

「おい、衣楠！　何してるんだよ」

　将悟は予約に並ぶ人の列をかき分けながら、衣楠に近づいた。

「やぁ将悟くん。さては、ボクの活動を視察に来たんだね。黙って来るとは人が悪いな。けれど、将しよう悟ごくんがボクの懸命な姿を気にかけてくれるとは、実にうれしいよ」

　そう言って、感激した顔で将悟の両手を握りしめる。

　……とても『ただ心こ乃の枝えの買い物につきあってただけ』とは言えない将悟だった。

「けど、どうしたんだ？　衣い楠くすは帝みかど野のグループのトラブル解決が仕事だろ？　それが表舞台でスマートフォンを売り出してるって……バイトでもしてるのか？」

「将悟くんは気づいてないのかい？　今この店は、猛烈なトラブルに見舞われてるんだ」

「え、何がトラブってるんだよ？」

　衣楠は厳しい表情になって、売り場の一角に目を向けた。白と黒を基調としたデコレーションの売り場がある。天井から、リンゴの形の看板がかけられていた。

「見たまえ。あそこは現在世界中を席巻しているｉＰｈ○ｎｅの売り場だ。我々がこの店に『ｍミカドノＩｌｌｕｓｉｏｎイリュージョン』の体験コーナー設置を計画したところ、先手を打つように売り場を拡張してきた。これは重大な挑戦と見ていいだろう」

　衣楠はさらに、反対側の一角を目で示した。様々なスマートフォン機種が並んだ売り場だ。看板には、パソコンの検索画面でよく見かけるロゴが書かれている。

「こっちはＧ○○ｇｌｅのＯＳを搭載したスマートフォンの売り場だ。新興勢力として台頭しつつある彼らは、我々の体験コーナー開始にぶつけるように、商店街でスマートフォン百台を無料で配るなどという大胆不敵な発表をした」

「タダかよ！　……俺おれももらいに行こうかな」

「将悟くんっ！　――いいかい。今この店の周囲では、各スマートフォン業者が、血で血を洗う激しい争いを繰り広げている。この商店街はまさに世界市場の縮図なんだ。これは世界の命運を占う戦いだ。この商店街を制する者が、世界の覇者となるのだよ！」

「そんなすごいことになってたのか……」

「これからの時代、人類はスマートフォンの小さな窓から世界の情報へアクセスするようになるだろう。そのとき、人類と世界とをつなぐ入り口を制するのは誰だれか？　人類の行く末はこの戦いに委ねられている、ボクは今、世界の民を導いているのだよ!!」

　衣楠が大きく手をかざすと、握られたスマートフォンがキラリと力強く輝いた。

「申し訳ありませーん。『ｍＩｌｌｕｓｉｏｎ』の本日分のご予約はここまででーす」

　売り場のほうで店員の声が上がる。

　フッと、衣楠は満足げな笑みを浮かべた。

「ボクの活動のかいあって、『ｍＩｌｌｕｓｉｏｎ』の予約は絶好調のようだ。世界の勢力図が塗り替えられる日も近いだろう」

「ま、まぁ、衣楠もいろいろがんばってくれてるんだな。ごくろうさまだよ」

　将悟がねぎらったとき、衣楠のおなかがきゅる～と、妙にかわいらしく鳴った。

　ハッとして、今まで勇ましかった顔から一転、ほおを赤く染めながら、おしとやかな女の子っぽい表情になる。

「世界を相手に戦っていたら、エネルギーを消費してしまったようだ」

「腹が減ったんだろ。――そうだ、なんか食いにいくか？　昼メシおごってやるぜ」

　というわけで、将しよう悟ごと衣い楠くすは軽く食事にすることにした。

　心こ乃の枝えも呼ぼうと彼女のところに戻ってみると、ますます電話選びに悩んでいるらしく、さっきの女性店員の前で眉み間けんにシワを寄せている。

　まだまだ時間がかかりそうだったので、心乃枝に一声かけてから、将悟は衣楠を連れて店の外に出た。



　それから二人で、近くにあるハンバーガーショップにやって来た。日曜日で、店内は混雑している。二人はそれぞれバーガーセットを注文して、窓際の席に腰掛けた。

　衣楠は席に着いたとたん、三段重ねの大きなハンバーガーをペロリと食べてしまった。

「よく食うなぁ。衣楠、よっぽど腹減ってたのかよ」

「何しろ朝からずっとステージに立っていたからね。普段の活動内容とは違うだけに、エネルギーの消費もひとしおだよ」

「休日だってのにがんばるなぁ」

「これというのも、帝みかど野のグループのため、そして期待すべき、将悟くんの将来のためさ」

　将悟くんの将来のため――言うまでもなく、将来の社長という意味だ。

「それでどうなんだい。試練は、順調にクリアできそうかな？」

「あ、あぁ……。たぶんな」

「たぶん？　ずいぶん弱気じゃないか」

「俺おれの最後の試練は、生涯の伴はん侶りよ探しだ。そのために深み流りゆう院いん学園にやってきた。おかげで、たくさん女の子たちに出会えたよ。心乃枝とか……雅みやびだってかわいいやつだし。嵯さ峨が良らセンパイも魅力的だし、生徒会の天てん導どう会長や国くに立たちさんも、魅力的な人たちだ」

「では、その中から伴侶を見つけ出すつもりかい？」

「まだそんな仲じゃないけど……、考えてみたい子はいるかな。ただ……」

「ただ？」

「ただ問題なのは、衣楠も知ってるだろ？　誰だれかわからない『妹』のことだよ」

　まわりに聞こえないよう、声をひそめた。

「もし俺の出会った女の子たちの一人が、血のつながった妹だったら……。俺は、俺はまちがっても結婚してはいけない相手と、結婚しちまうかもしれないんだぞ！」

　言葉の最後の部分は、つい熱が入ってしまったらしい。

　叫び声に、近くにいた茶髪の女子中学生の一同が、ウザそうな目を向けた。

　将悟はあわててヒソヒソ声に戻って、話を続けた。

「そう考えると……女の子との仲が進展するのも怖いんだよ。心こ乃の枝えは妹だと疑われないために、わざわざ携帯の機種変更までしてくれたんだ。けどそれだって心乃枝が、本物の妹じゃないって証拠には、なってくれない」

　衣い楠くすはしばらく、黙って将しよう悟ごを見つめていた。

　ずずず……とアイスコーヒーを飲み干すと、静かにテーブルに置く。

「やれやれ。やっぱり将悟くんは、ボクと結婚すれば一件落着なのに」

「俺おれはマジメに悩んでるんだぞ」

「ボクだってマジメに言ってるんだよ」

　衣楠は肩をすくめた。マジメなのかどうなんだか。

「ま、ボクもことの重大さを低く見ているわけではないさ。これは、将悟くんだけでなく、帝みかど野のグループ全体の未来に関かかわりかねない問題だ」

「けど、母さんも俺の妹が誰だれか、知らないって言うしなぁ……」

　将悟の母、鹿か野の子こはかつて、夫の熊くま五ご郎ろうにはほかの女性との間にできた娘がいる、という事実を証言したことがある。だが、その相手の女性や娘の名前までは知らないらしい。

「将悟くんは、まちがって妹と結婚してしまうのをおそれているわけだ。逆に言えば、好きになった相手が妹でないと判明すれば、安心して結婚できる」

「ん、まぁ……そういうことだな。結婚はまだわからないけど、好きになった相手と血のつながりがないってわかれば、安心してつきあえるもんな」

「なるほど。――ならばめぼしい相手と、ＤＮＡ鑑定をしてみるのはどうかな？」

「ＤＮＡ鑑定？」

「そうさ。将悟くんと相手の女子生徒とでＤＮＡ鑑定をするんだ。結果、二人の間に血のつながりはないと判明すれば、万事解決じゃないか」

「それ、以前にも提案してもらったけど……。もし俺が鑑定なんてしたら、その事実が外部に漏れるかもしれないぞ。前にも、マスコミに妹のことがバレそうになったんだ」

　以前、ゴシップ雑誌の記者が、将悟に妹がいるという疑惑に関して、突撃取材してきたことがあった。それは最終的に、衣楠の活躍によって暴露をまぬがれたのだが。

「俺がＤＮＡ鑑定をしたって事実だけで、憶測を呼ぶかもしれないんだ」

「わかってるさ。だからボクは、匿名でのＤＮＡ鑑定を提案する。『帝野将悟』という名を変えて、鑑定を依頼するんだ。今の世の中、ＤＮＡ鑑定をする人間など珍しくない。なんでもアメリカでは、ドラッグストアでＤＮＡ鑑定キットが売られているほどだそうだ。そうした多数の人々にまぎれればいいのさ」

「匿名、か……」

　確かにその方法なら、妹疑惑が漏れるのをおそれる必要もない。

「ただ気をつけてくれたまえ。できるかぎり、相手に詳細を知らせずに鑑定するべきだ。もし鑑定の相手が本当に妹だったら、ごまかすため工作されてしまうおそれがある」

「つまり秘密のままで鑑定しろ、ってことかよ」

　なんか騙だますみたいで、将来、伴はん侶りよとなるかもしれない女性に対する行為とは思えない。

　けど衣い楠くすの言うことも一理ある。鑑定しても、結果が信じられなけりゃ無意味だ。

　将しよう悟ごは椅い子すに大きくもたれかかり、どうしたもんかなぁ……と考えこんだ。

「将悟さ～ん、水みず谷たにさんも、お待たせしました～」

　そのとき心こ乃の枝えの声がして、ようやく電話選びを終えたらしい彼女が歩いてきた。

「お、心乃枝。どれ買ったんだ？」

　椅子に座った心乃枝は、持っていた新機種を見せた。さっき迷っていたうちの一台だ。

「結局この、ミュージックプレイヤーにも使えるほうに決めました。プレイヤーもほしいって思ってたから、一緒に使えれば安くすみますし」

「しかし心乃枝って音楽好きだったんだな。どんな曲聞くんだ？」

「いえ、わたし、特に音楽好きってほどでも……。そりゃあ、少しは聞きますけど」

「だってミュージックプレイヤーつきの買ったんだろ？」

「英語のヒアリングＣＤを録音しておけば、いつでも勉強できるかなって」

　照れたような笑いを浮かべる心乃枝を見ながら、つくづく優等生なんだなぁと思ってしまう将悟である。

　それから心乃枝は、新しい携帯電話がうれしいのか、「こんなかわいい壁紙があるんですよ」と、将悟にいろいろ見せてくれた。

　――こんなふうに、心乃枝がずっと笑っていてくれたらなぁ。

　将悟は、さっきの衣楠の言葉を思い浮かべた。

　ＤＮＡ鑑定。

　心乃枝が、俺おれと血のつながりなんかないって、証明できれば……。

　そうすれば、もう彼女のことを『兄との結婚を望み、正体を隠している妹』だなんて疑う必要もなくなる。

　そうすれば、今よりもっと……仲を深めることだって、できるかもしれない。

　でももし、心乃枝が本物の妹だって判明したら……。

　考え、将悟は思わずビクリと背筋を伸ばした。

　こんな、いかにも清せい楚そで優等生な心乃枝が、今もずっと、将悟と結婚しようと狙ねらっている、血のつながった妹だったら……。

「将悟さん？　どうしたんですか？　考えごとしてるみたいな顔して」

「な、なんでもないよ。ははは」

　笑ってごまかしながら、でも……と将悟は考え直した。

　それならそれで、生き別れの妹との再会を喜べばいい。

　心こ乃の枝えとは恋人になれないけど、家族として抱き止めてやればいいんだ。

「そうだ。そうだよな、うん。何もおそれることはないんだ」

　――どこにいるかもわからない妹の影に怯おびえるのは、もうたくさんだ。

　俺おれはもっと、学園生活を楽しみたい。女の子とだって、心の底から仲良くなってみたい。

　それに疑ったまま一緒にいるなんて、相手の女の子にも失礼じゃないか！

　将しよう悟ごは心の中でひそかに、ＤＮＡ鑑定を決意した。
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　季節は六月に入り、いよいよ中間試験の日も間近になった。

　その日の夕方、将悟が家で試験勉強をしていると、宅配便の荷物が届いた。

　送り主の名前は瀬せ利り吏り沙さ。母の秘書をしている女性だ。

「おっ、ようやく来たな」

　将悟はさっそく梱こん包ぽうをほどいて、小箱の中を見た。白い箱には、ある会社のマークが印刷されている。ＤＮＡの鑑定を専門にしている業者らしい。

　この荷物は、ＤＮＡ鑑定のために使用する、遺伝子サンプルの採集キットなのだ。

　将悟は鑑定を決意した日のあと、瀬利秘書に協力を頼んだ。

『帝みかど野の将悟がＤＮＡ鑑定をした』という事実は、世間から隠さねばならない。だから慎重に行動するため、鑑定会社への依頼も別人がおこなったほうがいい。

　衣い楠くすに協力を求めてもいいけど……実のところ彼女だって、将悟の妹でないという確証はない。彼女は将悟に近い年齢のはずだ。可能性がゼロとは言いきれない。

　その点、将悟より十歳は年上の瀬利秘書なら、絶対に妹であるはずがない。それに彼女なら、母の秘書なだけに、秘密を漏らされる心配もない。

　とりあえず礼を言うため、瀬利秘書に電話をかけた。

『はい、瀬利でございます。――将悟さまでいらっしゃいますか？』

　いつもながらの冷静な声が聞こえてきた。

　瀬利秘書は美人だけどどこか冷たくも思える、いかにもやり手なキャリアウーマンという雰囲気の女性なのだ。

「頼んでおいた鑑定キット、今届きました。ありがとうございます」

『礼には及びません。これも将悟さまが熊くま五ご郎ろうさまの試練を無事乗り越えるために必要なことですから』

「準備が整ったら、また瀬利さんに送り返しますから」

『わたくしのほうで受け取りしだい、鑑定会社へ送付いたします。手続きはすべて匿名でおこなっておりますので、ご安心ください。プライバシーの管理を徹底していると評判の会社を選びましたので、将しよう悟ごさまがＤＮＡ鑑定したという事実が漏れることなど、百パーセントありえません』

　冷静でいながら、どこか自信に満ちた声である。

　さすが、こういった事務手続きのプロなんだろう。

『それで将悟さま。鑑定キットの使用方法はおわかりですか？』

　将悟は片手に携帯電話を持ったまま、小箱の中身をまさぐった。

　鑑定キットといっても簡単なもので、中身は綿棒とそれを入れるビニール袋、小さなプラスチック製の容器などだ。それが何セットか入ってる。

「案外単純なんですね。――この綿棒に唾だ液えきをつければいいのかな」

『唾液というより、正確にはほおの裏側の粘膜だそうです。そこに含まれている細胞から遺伝子を抽出して、鑑定をおこなうとのことです』

「この容器は？」

『粘膜のほか、血液、尿などの体液をサンプルとすることでも、鑑定が可能だそうです』

「に、尿って……」

『どうかなさいましたか？』

「い、いえ。じゃあ、どれを送ればいいんだろ」

『あくまで細胞が抽出できることが重要だそうですので、口内粘膜のついた綿棒と体液の入った容器、両方送れば精度も上がるのではないでしょうか』

　将悟は「近いうちに送り返します」と言って、電話を切った。

　――粘膜やら体液やら、なんか生々しいよなぁ。

　遺伝子なんていう体の根幹に関かかわるものを調べるのだから、当然だろうけど……。

　……が。これですべてはっきりすれば、もうおそれるものはなくなるんだ。

　もし心こ乃の枝えが……あるいは雅みやびが……血のつながりがないって証明されれば、彼女たちと恋人にだってなれるかもしれない。そして、生涯の伴はん侶りよとなるかもしれないんだ！



　翌日、将悟が教室に入ると、心乃枝も雅もまだ登校していなかった。

　将悟の席は、教室の一番後ろだ。席に着くと鞄かばんから遺伝子採集キットを取り出して、じっと見つめる。

　ビニール袋に入った、ごく普通の綿棒と小さな容器。これだけ見ても、ＤＮＡサンプルの採集キットだなんて、わからないだろう。

　――しかしＤＮＡ鑑定なんて、どう言って頼もうかなぁ。

　将悟は頭の中で、心乃枝や雅にサンプル採取を頼む場面をシミュレートしてみた。

「心乃枝、頼みがある。この容器に血液を入れてほしいんだ」

　――なんか猟奇的なヤバい人間だって思われそうだな。

「雅みやび、頼みがある。この容器に、に、尿を入れてほしいんだ」

　――その場で引っぱたかれたうえ、二度と口きいてもらえなくなるな。

　でもまぁ、唾だ液えきくらいなら……。

「心こ乃の枝えに雅、頼みがある。この綿棒に、つばつけてほしいんだ」

「くらえっ！　クロスチョーップ!!」

　突然ベシッと背中を叩たたかれ、将しよう悟ごは机に額を打った。

「いてっ!!　なっ、心乃枝、い、いやこれは、ほんのシミュレーションで……」

　あたふたと言い訳しながら振り返ると、そこに立っていたのは心乃枝ではなく……

　ジトーッと白い目で見つめる、クラスメイトの神かん凪なぎ雅だった。

　小柄な彼女が小学生のように平らな胸を反らして、将悟を見下ろしている。

「将悟ぉ～、いつから取り返しのつかないヘンタイになっちゃったわけ～？」

「は？　ヘンタ……？」

「さっきからさぁ、『心乃枝の血液がほしいー』とか『雅の尿がほしいー』とか、気持ち悪いったらありゃしない」

「こ、声が出てた……？」

「あ～ぁ、将悟が救いようのないヘンタイだったなんて。触っちゃったわ、ヤダヤダ」

　雅はうわぁ～キモッって目で、さっき将悟にチョップした両手をペッペッと振った。

「そんなつもりじゃなくてだな、これにはちゃんとした理由があって……」

「何よー、理由って」

「実は、Ｄ……」

　鑑定のことを話そうとして、将悟は口ごもった。

　――そうだ、衣い楠くすに「なるべく秘密にするように」って念を押されてたっけ。

　仮に、雅が本物の妹だったら……鑑定結果をごまかす工作をされる可能性がある。もちろん疑うわけじゃなく、あくまで可能性だけど……。

「あーっ、ナニコレーっ」

　口ごもっている隙すきに、雅は目ざとく鑑定キットを見つけて引ったくった。

「さては、コレにおしっこ入れさせるつもりなんでしょーっ」

「女の子がおしっことか言うなっ。返してくれよっ」

　将悟が伸ばした手を、雅はヒョイと避ける。

「何言ってもいいじゃないのよっ。男女差別はんた～いっ！　証拠押収～っ」

　雅はあかんべーをして、将悟から逃げるように駆け出した。

「ま、待てってば、雅！」

　将悟が追いかけようと立ち上がったとき、教室の後ろの入り口から心乃枝が入ってきた。

「おはようございます。――何かあったんですか？」

「ほら鶴つる眞まさん！　逃げて逃げて！　ヘンタイ将しよう悟ごに狙ねらわれてるわよっ」

「だから違うってば！　返してくれよ！」

　将悟は、雅みやびの手首をつかもうとした。

　避けようとして雅はバランスを崩し、心こ乃の枝えに向かって倒れこむ。

「きゃあっ！」

　二人はぶつかり、心乃枝が床に尻しりもちをついた。

　雅の持っていた採集キットが投げ出され、プラスチック容器がカラカラと乾いた音を立てながら転がっていく。

「あ、危ねぇっ」

　将悟は勢いあまったまま、倒れている二人に覆い被かぶさった。ボフッと、顔面を雅の背中に打ちつける。

　三人は教室の入り口で団子状態になって、ようやくあたりは静かになった。

「い、いてて……。大丈夫か、二人とも」

　将悟が腰をさすりながら顔を上げると……入り口に立つ女の子の足が見えた。

「……元気ですわね、センパイがた……」

　怒りを押し殺したような声が聞こえる。

　見上げると、生徒会副会長の凜りん香かが、ピクピクとこめかみに血管を浮かべていた。

「何をしてるんですかっ！　朝から騒々しいですわよっ！」

「だって！　将悟がつば飲みたいって言うから！」

「言ってねぇっ！」

「『授業前は心を落ち着け勉学にのぞむ準備をすること』と、深み流りゆう院いん学園校則にも書いてあります！　忘れましたの!?　忘れたなら、生徒手帳を百回読み返してくださいませ！」

「んなムチャな……」

「そもそも校則以前に、今はテスト期間中ですのよ。まわりが見えませんの？」

　言われて教室内を見まわすと、クラスメイトたちが将悟たちのほうを見て、ちょっと迷惑そうな目をしていた。

　試験勉強のため、教科書やノートを広げて自習していた生徒も多い。

「わ、悪い。静かにするよ。ほら、雅もそうしようぜ」

　怒られたのが不満らしく、雅はブーたれた顔で立ち上がった。

　横目で将悟を見て、「ヘンタイ」とつぶやきながら自分の席に戻る。

　それから心乃枝も立ち上がり、制服のほこりをはたきながら席に向かった。

「それとセンパイ。落とし物ですわよ」

　将悟が立つと、凜香はさっき投げ出された採集キットを渡してくれた。

「ありがとう」

「帝みかど野のセンパイは、帝野グループ前社長、帝野熊くま五ご郎ろう氏の息子として、学園内でもひときわ注目されている存在なんですよ。もっと生徒たちの規範となるよう心がけるべきです」

「うん……。――ところで国くに立たちさん、二年生の教室に何か用だったの？」

「センパイのように校内の風紀を乱している生徒がいないか、見まわっていたのです。生徒会は、学園の風紀を監視する役目もあるんですのよ」

　凜りん香かはピッと人差し指を突き立てた。

「いいですか。中間試験の後日、理事会の方々が視察に来られる予定になっています」

「理事会の方々？　そういや、そんなイベントがあるって聞いたような」

「ご存じと思いますが、理事会には日本有数の政界人、財界人も多く名を連ねられておりますのよ。――きっと帝野センパイの話も聞き及んでいるでしょうから、見られても恥ずかしくないよう、きちんと襟を正しておいてくださいませ」

　視察の直前だから、生徒会副会長として校内の見まわりなんてしてたのだろう。

　襟を正しておけ、という凜香の忠告はもっともだった。

　理事会の人間には、有名な企業の社長や重役も多い。もし会の人々が視察に来たとき、さっきのように雅みやびたちと騒いでいたら……『帝野グループ社長の息子は、こんな落ち着きのない人間なのか』と、軽けい蔑べつされてしまうかもしれない。

　そんなイメージが、帝野グループ全体の社会的イメージにつながるかもしれないのだ。

「わ、わかった。これからは毎日、きちんとするよ」

　ゴーン、ゴーンと、校内放送を通じておごそかな鐘の音が周囲に鳴り響いた。朝のホームルーム前の予鈴だ。

「それではわたしは戻りますので」

　――もし国立さんが生涯の伴はん侶りよになったら……一生、首根っこ押さえられそうだなぁ。

　立ち去る凜香の背中を見送りながら、将しよう悟ごは思わずにはいられなかった。

　それから自分の席へ戻ると、心こ乃の枝えと雅は先に座っていた。

「あっ、真性のヘンタイが戻ってきたーっ」

　さっそく雅がトゲのある言葉を投げつける。

「……挑発には乗らないぞ。俺おれは生まれ変わったんだ。きちんとした人間として、襟を正して生きるんだ」

「何よー。女の子のつば飲もうとしてたくせにー」

　グッと震える拳こぶしを握り、将悟はじっと耐えた。

　――お、俺は動じないぞ。挑発に乗るもんか。俺は襟を正した人間なんだ。そんなヘンタイとは違うんだからな！

　が、それはそれとして……。

　――やっぱり正直に話すべきだよなぁ。

　ＤＮＡ鑑定に関して、将しよう悟ごは少し考え直していた。

　これはナイーブな問題だ。黙って鑑定するなんて、マナーに反している。正直に事情を打ち明けて、協力してもらうようにするべきだ。

　綿棒でほおの裏側をこすってもらうだけで、鑑定用のサンプルは採取できる。それならさほど抵抗もないだろう。

　――心こ乃の枝えに正直に話して……雅みやびにも話さないとな。

　しょっちゅうイタズラっぽくからかう雅だけど、彼女とも、お互いにどこか気にかかっている。雅のことだって、本当に妹でないのかはっきりさせたい。

　でも、話すのはあと少し待ってからだ。

　彼はもう一つ、配慮が足りないことがあったと反省していた。

　今は中間試験前の重要な時期だ。心乃枝や雅だって試験勉強で大変なはず。

　そんなときにＤＮＡ鑑定なんて話を持ち出されたら、動揺して勉強に身が入らなくなるかもしれない。だから二人に鑑定の協力を頼むのは、試験期間が終わってからにしよう。



　そして数日が過ぎ、中間試験は無事に終わった。

　試験休み明けの朝、登校した将悟はさっそく心乃枝と雅に声をかけ、教室から連れ出した。人目のない場所を探して、三人で屋上にやって来た。

　理由はもちろん、二人にＤＮＡ鑑定のことを打ち明けるためだ。

「……というわけなんだ。だからなんとか、サンプル採取に協力してもらえないかな」

　事情を説明された心乃枝と雅は、しばらく戸惑った目で将悟を見ていた。

「わたしたちが将悟さんの妹じゃないことを、証明したいんですよね」

「ふ～ん。将悟、やっぱりあたしたちが妹かもって疑ってるんだ」

　さすがに二人とも、うれしそうな顔はしない。

「いや、疑ってるってわけじゃないんだ。でも、俺おれの妹がどこの誰だれだかわからないのも事実だ。しかも彼女は、正体を隠しているかもしれない。――だから俺は、誰が妹で誰が妹でないのか、はっきりさせたいんだよ」

　もしも、二人が鑑定を断ったら――無理強いはしないつもりだ。彼女たちの信頼を裏切っては、元も子もない。

　しかし考えこんでいた心乃枝は、将悟の顔を見てうなずいた。

「わかりました。わたし、ＤＮＡ鑑定に協力します！」

「ほんとか!?」

　雅は目を丸くして、詰め寄るように身を乗り出した。

「鶴つる眞まさん、本気!?　ＤＮＡ鑑定ってどんなんだか、わかってるの!?　知らないで適当に返事してるんじゃないの？」

「むっ。もちろん知ってますよ！」

「へ～。じゃあＤＮＡってなんの略よ？　言ってみなさいよ」

　言いあいをはじめる二人を前に、将しよう悟ごはため息をついた。

「雅みやびも子供っぽいイジワル言うなよ。そんなの辞書引かなきゃわかんないだろ」

「デオキシリボ・ヌクレイック・アシッドです！」

　ところが心こ乃の枝えは余裕の表情で言ってのけ、「ふふん」と胸を張った。

「そんな知識まであるのかよ。優等生にもほどがあるぞ！」

「ってより、なんかオタクっぽい気がするわ……」

「どうですか、神かん凪なぎさん？　神凪さんよりよく知ってるでしょ？」

「う……。よ、よく聞こえなかったな～。もう一度言ってみなさいよ～」

「何度でも言ってあげますよ。デオキシリボ・ヌクレイック・アシッドです！」

「もう一回！」

「デオキシリボ・ヌキュレイッキュ……っ!!」

　……舌を噛かんだらしい。

　涙目でァゥァゥ言う心乃枝を、雅が指さして「あはははーっ」って笑ってる。

「雅もいいかげんにしとけってば。――しかし心乃枝、よくそんな言葉、暗記してるな」

　すると心乃枝は、ポケットからこないだ買った携帯電話を取り出した。

「実はさっそくこの電話で、英会話のヒアリングテープを聴いてたんです。そしたら中に出てきて、それで覚えてたんですよ」

「……どんな英会話だよ」

　なんとなく、心乃枝の聴いてる英会話教材が不安になる将悟だった。

「とにかく将悟さん、神凪さんなんてほっといて、二人きりでＤＮＡ鑑定しましょう！」

「いや二人きりって、ロマンチックに言われても……。だけど本当に、ＤＮＡ鑑定に協力してもらっていいのか？」

「わたしだって不安ですけど……。鑑定なんて、したことないですし。でも、これで将悟さんが少しでも苦しまずにすむのでしたら、協力します！」

「あ、ありがとう、心乃枝……」

「ったく、しょうがないなぁ。だったらあたしも協力するわよ」

「雅もか!?」

「ここであたしだけ拒否したら、妹かもって思われそうじゃん」

「無理しなくていいんだぞ。俺おれだってムチャな頼みだって思ってる。拒否したって、それで妹だなんて疑ったりしないから」

「まぁ、いいわよ。これでスッキリするんなら、そのほうがいいかもしんないし」

「二人とも、ありがとうな……」

　将しよう悟ごはジーンと胸のうちが熱くなる思いで、心こ乃の枝えと雅みやびを見まわした。

　そしてポケットから鑑定キットを取り出し、二人にそれぞれ綿棒とビニール袋を渡す。

「口に入れて、ほおの裏側をこするんだ。それで細胞のサンプルが採れるんだってさ」

　女の子二人は、手に持った綿棒の先をじーっと見つめている。

「けっこう簡単なんですね」

「そういえば昨日ニュースでやってたけど、タバコの吸い殻から犯人のＤＮＡが検出されて逮捕されたとかって。そんなもんなんじゃない？」

　心乃枝と雅はそれぞれ、恥ずかしいのか将悟に背を向けた。ごにょごにょと口元で手を動かしている。そして振り返ると、ビニール袋に入れた綿棒を手渡してくれた。

　受け取って、誰だれのものかわかるようラベルを貼はった。赤が心乃枝で、緑が雅……と。

「ちょっと将悟！　ジロジロ見ないでよねっ！」

「み、見ないよ。ほら」

　将悟は封筒を取り出し、その中に二つのビニール袋を入れる。そして封筒を、制服のポケットに大切にしまった。家に帰るまで、なくさないよう気をつけないと。

「結果が出たら、すぐに知らせるよ」

「――ま、あたしは聞かなくても、結果なんてわかってるけどさ」

　確かに雅も心乃枝も、自分が将悟の妹なのかどうか、事実を知ってるだろうけど。

「それじゃあ将悟さん、わたし、生徒会に呼ばれてるから、もう行きますね」

「うん。……けど朝から用事なんて、心乃枝も忙しいな」

「今日は理事会の視察があるじゃないですか。お出迎えの準備を手伝うんです」

「そういや国くに立たちさんが言ってたよな。俺おれ、襟を正せてるかな」

「ふふ、ネクタイ曲がってますよ。――それじゃあ」

　心乃枝は駆けて、屋内へと戻っていった。

「あたしもこうしてらんないわ。部活に顔出さないと」

「なんだ、雅もかよ。水泳部でなんかあるのか？」

「理事会の中には、学生スポーツ連盟の偉い人もいるんだって。だから部活の視察に来たときに、活動してるとこ印象づけなきゃ。目に止まれば、部活の予算も増えるかも！」

　イシシシ、と計算高い笑いを浮かべ、「んじゃねー」と手を振って走っていく。

　ともかく心乃枝も雅も、ＤＮＡ鑑定で特別悪い感情は抱かなかったようだ。

　将悟はホッとしながら、一人になった屋上で空を見上げた。

「あとは家に帰って、俺のサンプルを採って瀬せ利りさんに送れば……」

　これを鑑定にかければ、なんらかの結果が出るはずだ。

　その結果は、心乃枝が、あるいは雅が、将悟の妹なのかそうでないのか――。

　もちろん二人が妹でなくても、それで将来の伴はん侶りよが決まるわけじゃない。

　でも二人とも魅力的な女の子だ。もし彼女たちが妹でなかったら、将しよう悟ごはついに『生涯の伴はん侶りよ探し』という試練の第一歩を踏み出せる。

　妹という影に怯おびえることなく、女の子との心の交流を持つことができる。

　そうすれば、どこかにいる妹だって、隠れている理由がなくなってしまうはず。

「は、はははは……。これで、終わるんだ……」

　将悟の口から、高揚した高笑いが漏れた。

「俺おれの妹よ……。もう、隠れててもムダになるんだぞ。お前は結婚相手なんかじゃなく、俺の家族として、まっとうな妹として、俺との家族愛を育まなければならないんだ」

　将悟は天に向かい、勝利のガッツポーズをかかげる。

「勝ったぞ！　俺は、妹との戦いに勝ったんだ!!」

　それは将悟にとって、約二ヶ月……いや、熊くま五ご郎ろうの葬儀の日から一年以上にもわたって繰り広げられた、妹との戦いに終止符が打たれた瞬間だった。
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　その日は学校中の雰囲気がいつもと違っていた。ピリリとした空気に包まれていた。

　それもそのはずで、理事会の人々が視察におとずれる予定なのだ。

　会のメンバーの多くは、かつての深み流りゆう院いん学園の卒業生だ。今では政界や財界で成功し、社会を代表する大物となった人物も多い。そんな人たちが理事となって、学園の運営資金を出したり、運営方針を決めたりしている。

　そんな理事会の人々が視察に来たのは、昼の少し前、四限目のときだ。

　将悟のクラスではちょうど小こ都と里り先生の歴史の授業中だった。

　校長先生に案内された十数人の男女が歩いてきて、廊下の窓から教室をのぞきこんだ。

　全員、五十歳以上のおじさんおばさんばかりだ。が、皆どことなく貫かん禄ろくがあり、風格を感じさせた。なんというか、一般庶民とは違うセレブなオーラが出ている。

　その中には、場違いにも思える少女の姿もあった。学校の制服を着た、まだ中学生くらいの女の子だ。たぶん理事の子供か孫など、そんな関係なんだろう。

「……ここは中間試験に出るからな。しっかり覚えとけよ」

　理事たちの視線を浴びながら、教壇に立つ小都里先生が緊張した顔で黒板を叩たたく。

「あの、先生」

　一人の男子生徒が、マジメな雰囲気の中、おずおずと手を挙げた。

「どーした、山やま田だ。実にいい質問だな」

「……まだ質問してません」

「そ、そーか。ではさっそく質問してみろ」

「先生、中間試験はもう終わりましたけど……」

「せ、せんせーは中間試験で難問出して生徒イジめるのが大好物なんだよっ！」

　……あの小こ都と里り先生が、すっかりキョドッた目になっている。自分でも何を言ってるのかわからないらしい。

　学校で働く教職員にしてみれば、理事会の人々というのは、社長にも匹敵するほど偉い人たちなのだ。

　もっとも、理事たちはすぐ次の教室へ移動してしまい、授業は何事もなく終わった。

　授業後になって、小都里先生はようやく自分の発言に気づいたらしい。ガックリと背中を丸めながら教室を出ていった。

「スーパークマきちのローン、三年残ってるのに……」

　とか聞こえた気がする。

　昼休みになって緊張感から解放されると、将しよう悟ごは大きく背伸びをした。

「あれが理事会の人たちか。小都里先生があんなに緊張するなんて、怖い人なのかな」

「どうなんでしょうね。怖いかはわかりませんけど、みなさん威厳がありましたよね」

　隣の席で、心こ乃の枝えが教科書を机にしまいながら言う。

「さすが、政財界の成功者、って感じだよな。何人か知ってる顔もあったな」

「電鉄会社の社長さんですとか、以前、文科省の事務次官をつとめた、すごい人もいましたよ。テレビで見たことあります」

　そんな話をしていると、パタパタと走ってくる足音がした。

「将悟くん！　将悟くんいる～？」

　生徒会長の愛ま菜なだ。長い髪を揺らしながら、あわてた顔で駆け寄ってくる。

「理事会の人たちが、ぜひ将悟くんに会いたいって言ってるの！」

「お、俺おれに!?　どうして？」

「今、昼食中なんだけど、理事の人が『帝みかど野の熊くま五ご郎ろうさんの息子さんが在籍しているのなら、ぜひ話がしたい』って……」

「へぇ～、将悟、ちょー有名人じゃん！　すご～い！」

　雅みやびが、今回ばかりは本当に感心したような声で言った。

　帝野グループ社長の一人息子となれば、理事たちの関心をひいてもおかしくない。

「いや、そんな大したことじゃ……。とにかく、そういうことなら顔を出してみるよ」

　将悟はクラス中の憧あこがれと羨せん望ぼうを浴びながら、愛菜について教室を出た。

　渡り廊下を歩いて、別校舎にある会議室へ向かう。

　扉の窓から中を見ると、普通教室ほどの広さの部屋に、長机が四角く並べられていた。十数人の理事たちが座り、昼食をとりながら校長先生や教頭先生と歓談している。

「あそこで話をするのか。なんか緊張するな」

「平気、平気～！　ほら放送部も取材してるよ～」

　愛ま菜なが会議室の後方を指さした。そこには数名の生徒がいて、一人の男子学生が重そうなビデオカメラを肩に担いでいる。

「将しよう悟ごくんのお話も、しっかり学園記録に残してもらうからね～」

「そりゃ、よけい緊張しそうだぞ……」

　ふと見ると、理事に交じって、さっきの中学生くらいの女の子がいた。

　切りそろえた前髪とおかっぱの髪形。ちょこんと座ってごはんを食べている姿は、お人形のようだ。

「そういや授業中も気になったんだけどさ、あの女の子は誰だれ？」

「理事のどなたかのお孫さんなんだって。深み流りゆう院いん学園に進学を希望してるから、見学に来たそうよ～」

「へぇ。見るからに、どこかのお嬢さまって感じだよな。気品あるっていうか……」

　言いながら、将悟はなんとなく隣の愛菜を見て……

「む～んっ、愛菜だって気品あるもんっ!!」

「まだなんにも言ってないって！」

　それからもう一度会議室を見まわして、凜りん香かの姿がないのに気づいた。

「国くに立たちさんはいないんだな」

「凜香ちゃんと一緒に将悟くんを捜しに行ったんだけど、まだ戻ってないみたい」

　なら、凜香は今も将悟を呼びに、あちこちの教室を駆けまわってるんだろうか。

　ともかく、立ち止まっててもしょうがない。

　将悟はもう一度息を整え、愛菜に続いて会議室へ入った。

「失礼しま～す。帝みかど野の将悟くんをお連れしました～」

　理事たちの談笑がやみ、みんな一斉に将悟のほうを向く。

「ほほぅ、キミが帝野熊くま五ご郎ろう氏の息子さんかね」

　中ほどの席に座っていた男性が言った。片手に杖つえを持った、恰かつ幅ぷくのいい初老の男性だ。

「あの人が厳げん田ださん。厳田商会っていう会社の会長さんなの。最初に、将悟くんに会いたいって言ったのよ～」

　愛菜が将悟に顔を寄せて耳打ちする。

　将悟は厳田理事に向かっておじぎをした。

「本日はこのような場にお招きいただいて、光栄に存じます」

「そう堅苦しくしなさんな。私たち企業人の間でも、熊五郎氏は皆から尊敬されていてねぇ。――彼がこの世を去ったのは、誠に残念であるが……しかし熊五郎氏には、大変立派な息子がいると噂うわさになっていてね。私も一度、お会いしたいと思っていたのだよ」

「いえそんな……。俺おれ……いや僕はまだまだ若輩者にすぎません。立派などというお言葉をいただけるような立場には、ほど遠い存在です」

「キミの歳で謙けん遜そんしてみせられるとは。評判に違たがわず、よくできた息子さんですなぁ」

　厳げん田だ理事は上機嫌に笑い、それからまっすぐ将しよう悟ごを見た。

　――俺おれを見抜こうとしてる……？

　理事の鋭い目に、直感的に察した。表向きはフランクに笑いかけているが……心の中では、将悟がどれほどの人物か、推し量ろうとしているのだ。

　そうか、これが企業の世界なんだな。もし将悟が帝みかど野のグループの社長になったら、厳田理事も企業世界のライバルってことになるのだ。

　厳田理事は上っ面の笑みを浮かべたまま、目を細めた。

「ところで帝野将悟くん。キミほどの息子さんなら、熊くま五ご郎ろう氏も、さぞ跡を継いでもらいたいと思っとっただろう。――どうだね？　本当のところは、将来帝野グループの社長に就任する予定に、なっているのではないかね」

　その瞬間、なごやかな表情だった理事たちが一転、真剣な目で将悟を見た。

　みんな、ライバルでもある帝野グループがこれからどうなるのか、知りたがっている。

　だが……将悟が父の遺志を受け社長となるべく試練を受けていることは、帝野グループ内の極秘事項だ。誰だれにも話すわけにはいかない。

　――なんて答えればいいんだ。

　社長にならないと嘘うそを言うのは簡単だ。けど、その答えはスマートじゃない気がする。将悟が社長になったとき「あいつは嘘をついていた」なんて思われるかもしれない。

　考えてみればこれは、ずいぶんイジワルな質問なんだ。

　――でも、今日の俺は違うぜ。生まれ変わったんだ。襟を正して生きるってな！

　今朝、ついに妹との戦いに勝ったことが、彼を勢いづかせていたのかもしれない。

　将悟は厳田理事の眼力に負けじと見返した。

「僕が将来、帝野グループの社長になどなれるのかどうか……。それはわかりません。帝野グループの将来は、社のみなさん全員で作るものです。もし僕が社長になれるとしたら、それは社のみなさんから認められたときでしょう。そのときが来るのかどうか、それは、今の僕に決められることではありません」

　嘘は何一つ言ってない。

　将悟は帝野グループ社長になるべく奮闘しているが、なれると決まったわけではない。父の試練を乗り越え、社の人々に認められて初めて、社長となれるのだ。

「ほほう。しかし社長とは、大勢の社員に言うことを聞かせるものじゃないかね」

「そうでしょうか。むしろ大勢の社員の言うことを、耳を傾けて聞くべき立場ではないでしょうか」

　厳田理事は将悟を見つめ――快活に笑い出した。

「はっはっ！　さすが熊くま五ご郎ろう氏の息子さんだ。私としたことが、見事に言い返されてしまいましたな」

　拍手をしながら席を立ち、将しよう悟ごの前に歩いてくる。

「キミはきっと、大物になるに違いないな。成長ぶりが楽しみだ」

「ありがとうございます！」

　将悟は両手で、差し出された手を握り返した。

　――よかった！　生意気だなんて思われるどころか、褒めてくれたんだ！

　それは、将悟が社長として世に認められる、第一歩のようだった。目の前に、大海原が開けている気がした。

　今まで悩まされていた妹との戦いが終わった以上、行く手をさえぎるものはない。

　学園の魅力的な女の子たちと出会い、厳げん田だ理事のような企業人からも認められ……将悟は一歩一歩、着実に社長への道を歩み出している。

　――やっと俺おれは、本当の意味で将来に向かって進み始めたんだ！

　今まさに将悟の運命の歯車が噛かみあい、力強くまわり始めたのだ！

　そのとき。

『お兄さま』

　ふと、どこからか声が聞こえたような気がして、将悟は固まった。

　――今、聞こえた……？

　いや空耳だよな。そもそも電話も持ってないのに、聞こえるはずないもんな。

　きっと理事たちの前で緊張して、幻聴が聞こえたんだ。

　苦笑しながら、将悟は隣の愛ま菜なの顔を見た。

　愛菜は戸惑った顔でキョロキョロ見まわしている。

「今、ヘンな声聞こえなかった～？」

　愛菜だけじゃない。席に戻りかけていた厳田理事も、ほかの理事や校長先生たちも、取材していた放送部のメンバーも、この場の全員が戸惑いの表情を浮かべている。

「空耳じゃ、ない……？」

　その瞬間、将悟の背中をイヤな予感が駆けのぼった。

『お兄さま、聞こえますか？』

　将悟は――いや、この場の全員が、おそるおそる視線を上に向けた。

　その先にあるのは、一つのスピーカー。

　校内放送用に各教室に設置されている、スピーカーだった。

『わたくしは妹です。将悟お兄さまの、妹です』

　どこか機械じみた、キーの高い声。

　ボイスチェンジャーで加工されているらしく、誰だれの声かもわからない。

　ただ一つ確実なのは……それは間違いなく、将しよう悟ごに電話をかけてきた『妹』の声だ。

　あの声が今、校内放送を通じて流れているのだ！

「妹ってなんだね？」

「将悟お兄さまって言いましたわ。帝みかど野の将悟くんのことですか？」

「彼は一人っ子だと聞いておるがのぅ？」

　理事たちが口々に困惑の言葉を発している。

『学校中をお騒がせするとは思いますが、わたくしはどうしてもお伝えしたいのです。どうか静かに聞いてくださいね』

　どこか威圧的な口調だ。怒ってるようにも聞こえた。

『いいですか？　わたくしが誰だれか、知ろうなどと思わないでください。わたくしの姿を探そうと思わないでください。ムダなことです。無益なことです。そのような努力をしたところで、空むなしい時間を費やすだけだと、あらかじめお知らせしておきます。

　わたくしの言葉を無視して、わたくしを探そうとするのであれば……黙っていることはできません。わたくしにも考えがあります。今度、わたくしのことを探ろうとしたら……全部明かしてしまいますから。わたくしが握っている秘密を、世の中にバラしちゃいます。そうなればどうなるか……わかりますよね？　全部おしまい。何もかも台無しですよ』

　それは明らかに脅迫だった。

　追い詰められたネズミが、必死でネコに噛かみつくような声。

　スピーカーの向こうに、怒りに打ち震えた謎なぞの妹を、思い浮かべずにいられなかった。

『これは忠告ではありません。警告です。はっきり言います。わたくしの正体を知ろうとすれば、必ず不幸になります。――不幸になりたくなければ、どうか忘れてください。将悟お兄さまの妹など、いないのだと思ってください。それがみんなが幸せになれる、ただ一つの道なんです』

　スピーカーからは、今も激げつ昂こうした『妹』の荒い息づかいが聞こえている。

　いつの間にか将悟は、体が震えていた。

　――どうして、知ってるんだ？　『妹』は、気づいているのか？

　俺おれが、ＤＮＡ鑑定しようとしてたことを！

『そうだ、一つ言い忘れました。――そこの、ボケた顔で突っ立ってる将悟お兄さま。いいですか？　まわりにはちゃんと気をつけなきゃダメですよ』

　――俺がボケた顔で突っ立ってるだって……？　どこだ。どこから見てるんだ！

『それでは、わたくしはこれで失礼いたします』

　そして、校内放送の声はぷっつりと消えた。

　長い警告を、『妹』は一気に話し終えた。

　時間にして二分近くだっただろう。しかし将悟には、一時間にも思える長さだった。

　――俺おれを脅迫してる……。

　将しよう悟ごは、確かに秘密を抱えていた。将来、社長になる秘密。そして、父の隠し子である妹がいる秘密。そんな秘密が世間に知られれば、騒ぎになる。

　重要な秘密を簡単にバラされてしまうようでは……もう将悟は、社長にふさわしい人間などと思われなくなってしまう！　社長への道が閉ざされるんだ!!

　どこなのか、俺のまわりに隠れている妹は、ＤＮＡ鑑定の計画を知り、実行するなら俺の秘密を世間にバラすと脅おどしてるんだ！

　終わったと思っていた。妹との戦いに、勝ったと思っていた。

　将悟は強烈なカウンターパンチをくらった気分で、沈黙するスピーカーを見続けた。

　――今度の『妹』は、過激だ……。

「何かね、今のは!?　帝みかど野の将悟くん、キミと関係があるのか!?」

　厳げん田だ理事が将悟をにらみつけた。

「い、いえ、それは、その……」

「あの～、これ、イタズラなんです～」

　助け船を出すように、愛ま菜なが将悟の前に出た。

「こんな校内放送したのが誰だれかなって、みんなで当てっこすると面白いんです～。今学校で、こういうイタズラするのが流は行やってるんです～」

「イタズラ……だって……？」

　だが逆効果だったようだ。厳田理事はますます眉み間けんにシワを寄せ、怒りに体を震わせる。

「キミたちは学校設備をイタズラに使ってるのか!?　我々が毎年、どれだけこの学園に投資してると思っとるんだ！　キミたちの将来に期待してのことなんだぞ！　そんなくだらない遊びのためじゃない！」

　拳こぶしで机をドン！と叩たたく。

　愛菜は「ひっ」と泣きそうに肩を縮こまらせた。

「まったく。――理事のみなさん、本日は視察に来て、実によかったですな。こんな学園では、我々も運営方針をあらためねばなりません。今後は予算縮小も検討しながら見直し、生徒たちの指導もいっそう厳しくするよう、先生方に申し入れして――」

　厳田理事の言葉に、何人かの理事がうなずく。校長先生と教頭先生は、なんとか場を取りなそうとおろおろしていた。

　――学校が変わってしまうのか？

　この学園に編入してからずっと、自由で楽しい学校だって思っていた。

　それが変わってしまうのか？　俺が、妹の問題を学園に持ちこんだせいで。

　こうなったらしかたない。正直に事情を話すしかない。

　俺の、正体不明の妹のことを……。

　話すことで、俺おれや、俺の妹の運命は大きく変わるかもしれない。

　けれど学園のみんなを、巻きこむわけにはいかないんだ。

「今の校内放送のことは、全部、俺の責任で……」

　言いかけたときだった。会議室の扉が、ガラッと大きく開いた。

　立っていたのは凜りん香かだ。駆けてきたらしく、はぁはぁと肩を大きく上下させている。

「帝みかど野のセンパイ！　さっきの放送は何事ですか!?」

「うう～っ、凜香ちゃ～んっ。イタズラの放送だって話したら、怒らせちゃったの～っ」

　愛ま菜なは堰せきを切ったように泣き出し、凜香に抱きつきながら事情を話した。

「ふん。最近の若いもんは実に情けない」

　吐き捨てるような厳げん田だ理事の言葉に、凜香は――

「――わたしも、本当にそのとおりだと思います」

　きっぱりと言った。

　思いがけず同意されて、厳田理事は虚をつかれたように凜香を見た。

「理事の先生方には、お見苦しいところを見せてしまい、心よりお詫わび申し上げます」

　凜香は会議室の正面に歩くと、まるで演説するような口調で話し始めた。

「わたしが深み流りゆう院いん学園に入学して、約二ヶ月。ですがこの学園は、入学前に想像していた姿とは少々違っておりました。授業中のおしゃべり、ゴミのポイ捨て、放課後の買い食い……一つ一つは取るに足らぬ小さなことではありますが、しかし、将来の紳士淑女にふさわしい行動とは思えません。学園がこうなった理由はただ一つ。――気の緩ゆるみです。生徒たち皆、心が緩んでいるのです！」

「そうよねぇ。わたしも授業を視察しながら、なんとなくそんな気がしたわ」

　理事の一人が、凜香の言葉に何度もうなずいた。

「これまで深流院学園では、生徒会が風紀の取り締まりをする役目を担っておりました。ですが、きちんと役割を果たしていなかったと、認めざるを得ません。わたしは毎日、こんな状態を嘆いていました。生徒会副会長として、由緒正しき学園を取り戻したいと考えておりました。――いいえ、取り戻さねばならないのです。わたしたち生徒の手で、誰だれの目にも恥ずかしくない学園を作りあげねばならないのです！」

「そうだ！　生徒自身が動かないとな！」

　理事たちから拍手が上がった。

　凜香は一礼して拍手がやむのを待つと、おもむろに口を開いた。

「わたしはここに宣言します。深流院学園生徒会の名において――深流院学園風紀委員会を設立することを！」



    

  
    
      


２章　消えた妹の携帯電話？





　誰だれだ。

　俺おれの妹は、誰だ。

　正体を隠しながら、俺の近くにひそんでいる妹は誰なんだ！

　午後のホームルームで、将しよう悟ごは頭を抱えていた。

「あー、それと昼休みに帝みかど野のの妹だとかって校内放送があったけどなー、イタズラしたやついたら、正直にせんせーに言うんだぞー」

　小こ都と里り先生の言葉に、クラスメイトたちが一瞬、将悟のほうを見た。

　あの校内放送の直後、先生たちは校内に何箇か所しよかある放送設備へと走ったようだ。しかしどこにも不審者はおらず、何一つ変わった点はなかったらしい。

　校内では、放送は誰かのイタズラってことになっている。

　だけど本当は、ただのイタズラなんかじゃない。

　将悟にだけわかるメッセージのこめられた脅迫なんだ！

　両隣の心こ乃の枝えと雅みやびは、チラチラと心配そうに将悟を見ている。

　前の席に座る衣い楠くすが振り返り、小声で話しかけてきた。

「まさか、あんな形で『妹』が現れるとは、思いもよらなかった」

「『妹』は、俺のＤＮＡ鑑定を阻止しようとしたんだ。俺の秘密をバラすと脅迫してな」

「ということは『妹』の正体は、計画を知っている人物ということになるね」

　将悟は考えた。俺がＤＮＡ鑑定しようとしてたことを知ってる人物……。

　心乃枝と雅……。まさかこの二人のどちらかが？

　素直に鑑定に同意してくれたのは、表向きのポーズだったのか？

「やはり……彼女たちがあの放送をしたのか？」

　衣楠は、疑う目つきで将悟の両隣に座る、心乃枝と雅を見た。

「いや待て。必ずしもそうとは限らない。俺が鑑定のことを話しているのを、どこかで聞かれたのかもしれないぞ」

「どこかって、例えばどこだい？」

　将悟は鉛筆を握りしめたまま、ここ一週間ほどの出来事を思い返した。

　心乃枝や雅以外の人物が、将悟のＤＮＡ鑑定の計画を知る可能性があるとしたら……。

「あのときだ……。持っていた鑑定キットが雅に見つかって、騒いだときだよ。あの様子を『妹』が知ったら、俺が何を考えてたか気づいたかもしれない……」

「なるほど。確かにあのときの騒ぎは、クラスでも目立っていたからね」

「それか、俺おれが心こ乃の枝えと雅みやびに鑑定協力を依頼する現場を、隠れて見られてたのかも」

　心乃枝か、雅か、それともそれ以外の誰だれかなのか。

　どこから見ているかわからない『妹』のことが、だんだん不気味にすら思えてくる。

「こら～っ、帝みかど野のっ!!」

　そのとき怒声とともにチョークが飛んできて、ビシッと将しよう悟ごの額に直撃した。

「いてっ!!」

「せんせ～い！　さっきから帝野くんがおしゃべりしてま～す」

　ここぞとばかり、雅が手を挙げてチクる。

「み、雅、裏切りものっ」

「ふんっだ。何よ、ヒソヒソ面白そうにナイショ話してさ」

　――いや別に、面白い話してるんじゃないけどな。

　ともかくこんな状況じゃ、ＤＮＡ鑑定なんかできない……。

　将悟は、ひとまず計画を断念せざるを得なかった。



『妹』がどのようにして、ＤＮＡ鑑定の計画を知ったのか、それは推測しかできない。

　真相は本人に聞かなきゃ、わからない気がする。

　だけど確実なことが一つあった。今度の『妹』は、今までの『妹』と同じ声をしている。つまり、あのボイスチェンジャーつき携帯電話を入手してるってことだ！

　将悟は放課後になると教室を飛び出し、元の携帯電話の持ち主である芽め依いを捜した。

　見つかったのは、ガランとした学生食堂の中だ。彼女は魔女っ娘こコスプレ姿でテーブルに向かっていた。

「嵯さ峨が良らセンパイ！」

　振り返った芽依は、なぜかパスタ料理が盛られた皿を持っている。

「ん？　帝野か！　さっそく『りりかる☆しすたぁず』の新メニューを嗅かぎつけてくるとは、なんといやしいやつだ」

「新メニュー？」

「視察の理事の中には、ファミレスチェーン店の会長もいてな。わたしはたった今までここで新メニューをアピールしていたのだぞ。見るがいい。これが新たに開発した『ドジっこいもうとの特製ら～めんパスタ』だ！」

「普通のミートソーススパゲッティに見えますけど……」

「ふふふ、帝野はまだ、どじっこいもうとの実力を甘く見ているな。これは、お兄ちゃんに手作りミートソースをプレゼントしようと思った妹が、パスタと麺めんをまちがえてゆでたという設定の料理なのだぞ！　しかもミートソースの代わりに味み噌そラーメンの味噌を盛ってしまったという徹底ぶりだ！」

「どじっこってレベルじゃねぇし……。絶対わざとやってるでしょ、それ」

「ちょうど一皿残ってたところだ。帝みかど野のも試食してみろ、ほれ」

　ぐいっと、あやしげなパスタだかラーメンだかの皿を押しつける。

「ほれって……。わかりましたよ、食べりゃいいんでしょ、食べりゃ」

　将しよう悟ごは皿とフォークを受け取って、テーブル席に座ってずるずると食べ始めた。

　ゆでた麺めんの上に、どっかりとひき肉入り味み噌そがかかっている。なんというか、微妙としか表現しようのない味である。

「……味噌の味しか残らねぇ……」

　げんなりした気分で食べ終わった皿を返した。

「これ、ほんとに理事に試食させたんですか？　大丈夫かなぁ」

「ファミレスチェーン店会長はな、一口食べた瞬間『見習い料理人時代の大失敗を思い出させる、実に懐かしい味だ！』と涙を流して感激していたぞ。ぜひわたしの店とコラボレーションしたいと申し出てくれた」

「……そ、そうですか。よかったですね……」

「これで『りりかる☆しすたぁず』も、いっそうの繁盛まちがいなしだ。くっくっく」

　芽め依いは丸いメガネを反射して輝かせながら、アヤしい笑いを浮かべた。

「どじっこいもうと、恐るべしだな……。って、それはいいとして」

　将悟はテーブルにあった紙ナプキンで口元の味噌をふくと、本題に入った。

「嵯さ峨が良らセンパイ。あのボイスチェンジャーつき携帯電話のこと、聞きたいんですけど」

「なんだ、やぶからぼうに。あの電話なら捨てたと言っただろ」

「ですけど！　……センパイも、聞いてましたよね。昼休みの校内放送」

「あぁ、あれか。帝野は妹にモテモテだな。なんとうらやましいやつだ」

「うらやましくありませんよ。――聞いてのとおり、また『妹』が現れたんです。今度の彼女も、間違いなくあの携帯電話を使っている。おそらく、センパイが持っていた電話を使用してるんです」

「なんでそう言いきれるのだ？　同じ機種を、鶴つる眞まも持っていただろう？」

「心こ乃の枝えは、あの電話を手放したんです。俺おれもこの目で確認したから確実ですよ。――だからこの学校内にあるとすれば、センパイが持っていた電話しかないんです！」

「……まさか帝野は、わたしがさっきの『妹』の正体だと言いたいのか？　――わたしはもう疑われたくないから、電話を捨てたんだぞ」

「センパイは、俺の妹が誰だれか知ってるんですよね」

　芽依は昔、将悟の妹の親友だったらしい。そして今も将悟の近くにいる彼女のことを知っているのだ。

「前にも話したが、今はまだ教えてやれないぞ。わたしは、彼女が帝みかど野の家に温かく迎えられると確信できるまでは、誰だれにも話すつもりはない」

　将しよう悟ごだけでなく、将悟の母や帝野グループの人々が、スキャンダルをおそれず将悟の妹を、つまり熊くま五ご郎ろうの隠し子を迎え入れること。それが、芽め依いが話す条件だと言うのだ。

　そんなことは、少なくとも今は望めない。母や帝野グループの人々は間違いなく、スキャンダルをおそれて隠し子のことなど否定するだろう。

「――わかってます。俺おれだって、妹を傷つけることを望んでるわけじゃない」

　しかし芽依が、その妹に電話を渡したってことも考えられる。

　あるいは……正確な年齢の不詳な芽依こそが、本当の妹だって可能性もあるのだ！

「センパイ、あの携帯電話、本当は誰かに渡したりとか……それでなくても、実は盗まれたんだとか、そんなことありませんか？」

「質問ばかりだぞ、帝野。まさかタダで答えさせるつもりじゃないだろうな？」

「タダでって、お金取るんですか!?」

「誰が金と言った。帝野にはもっとほかに、払えるものがあるだろう」

「払えるものって……？」

「その質問なら……さしずめ、キス一回といったところだぞ」

　芽依は顔を赤くしながら言った。

　――というか、照れて言うセリフですか？

　芽依は座っている将悟の横に立ち、ぐいっと顔を寄せてくる。

「ふふふ、帝野よ、気前よくチューするのだ」

　両手をわさわささせながら、まさしく魔性の女、略して魔女のように口を曲げて笑う。

　芽依は一気に顔を寄せて目を閉じ、鼻先が触れあいそうになった。

「ままま、待ってくださいっ、センパイってば！」

　――そ、そりゃ嵯さ峨が良らセンパイとなら、頼んででもキスしてほしいくらいですけど……。

　もしセンパイが、俺の本当の妹だったら、どうするんですかあっ!!

「だ、ダメですセンパイ！　俺は、まちがってでもこれ以上妹とキスなんかしたら……」

　すると芽依は顔を止め、じっと将悟を見つめた。

「俺は、妹とはまっとうな家族の関係でありたいんです。センパイを妹だって疑うわけじゃないけど……今のままじゃ、本当に誰が妹なのかわからない……」

「わたしが本当の妹かもしれないと思ってるのか？」

「スミマセン、センパイ。決してセンパイが嫌いなわけじゃなくて……」

「わたしと帝野は、未来の共同経営者だぞ。いずれ夫婦二人三脚になって『りりかる☆しすたぁず』を盛り上げようではないか」

「なんで夫婦になる前提なんですか。人の話を聞いてくださいってば」

「まぁいい。――わたしが持っていた携帯電話は、間違いなく捨てたぞ。渡しても盗まれてもない。言ったとおり、土曜日の朝、裏庭のゴミ集積場にな。あとのことは知らん」

「じゃあセンパイは、さっきの校内放送の『妹』も、正体が誰だれかわからないんですか？」

「あたりまえだ。正直、わたしも放送を聞いて驚いたくらいだからな」

「そうだったんですか……。スミマセン、疑うようなこと言って」

「それよりもだ。『妹』はどうやって、携帯電話の音声を校内放送に流したと思う？」

「え、どうやってって……」

　言われれば、携帯電話の音声は、相手の電話に送るものだ。本来なら、校内放送のスピーカーで流せるものじゃない。

「……いや、それは簡単ですよ。二台の電話を使えば可能です。たぶん『妹』は、自分の携帯と、入手したボイスチェンジャーつき携帯の二つを持ってる。それで、自分の電話のイヤホン端子と放送設備のマイクをつなぎます。それから、ボイスチェンジャーつき携帯から自分の携帯に、電話をかければいいんです」

　そうすれば、校内放送のスピーカーにつないだ電話へ、『妹』の声を送れるはずだ。

「帝みかど野のにしてはまぁまぁの推理だな。特別に六十五点をやるぞ」

「低くないですか？　俺おれ、なんかまちがってるかな」

「いや、まちがってないと思うぞ。ちなみに六十五点という数字に意味はない」



    

  
    
      



    

  
    
      「からかわないでくださいってば」

「しかし『妹』は、どうして校内放送など使ったのだろうな」

「おそらく、俺おれの秘密を全校生徒にバラすくらいの準備がある、って言いたかったんじゃないでしょうか？」

　芽め依いは腕を組み、う～んと考えこんだ。

「そうかもしれんが……もう少し、シンプルに考えたほうがいいと思うがなぁ」

　……そう言われても、こんな奇怪な出来事を、どうやってシンプルに考えるんだろう。

「とにかくセンパイ。いろいろ質問しちゃって、スミマセン」

「それなら気にするな。出世払いにしといてやったからな」

「……はい？　出世払い？」

「帝みかど野のが無事に妹を見つけたら、そのときに全部返してもらうのだ。今の質問の答えだが……さしずめ、抱きあってキス三回ってところだな。もっとも出世払いなら利子がつくから、さらに服を脱いで……」

　言いながら芽依は、制服のすそをまくってちらりとおへそを出した。

「利子ってなんですか利子って！　ていうか脱がないでくださいっ」

「実に楽しみだな～。ちゃんと請求書も残しておくから、忘れようとしてもムダだぞ」

　――まったく、何考えてるセンパイなんだか……。

　そのとき、食堂のスピーカーからピンポンパンポーンと音が流れた。

　さっきの校内放送を思い出し、ギクッとしてしまう。

　しかし聞こえてきたのは『妹』の声ではなく、凜りん香かの声だった。

『生徒会よりお呼び出し申し上げます。帝野将しよう悟ごさん、帝野将悟さん、おりましたら、至急生徒会室までお越しください。繰りかえします……』

「え、俺かよ!?」

「どうしたんだ、帝野。また女子にイヤらしいことして怒られるんだろう？」

「してませんってば。じゃ、センパイ、俺行ってきます」

　将悟が立ち上がって、食堂の扉へ向かおうとすると……

「いいか、帝野！　利子は一日二割だからな！　忘れるなよ～」

　と、芽依の声が追いかけてきた。

　――俺、出世したら何されるんだろ……。

　心底不安になる将悟であった。
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「では帝野センパイ。明日からはこれをつけてください」

　生徒会室に来た将しよう悟ごは凜りん香かから、いきなり一つの腕章を渡された。

　本来は、生徒会役員が学校活動をするときにつけるものらしい。そこに大きくマジックで『風紀委員会』と書かれている。

「……これ、何？」

「見てのとおりですわ。風紀委員会メンバーの腕章です。昼間、理事の皆さまの前で提案したこと、帝みかど野のセンパイも覚えてますでしょ？　小こ都と里り先生の許可もいただきましたから、さっそく明日より活動を開始するのです」

「それはわかったけど、どうして俺おれに？」

「帝野センパイも風紀委員会のメンバーだからに決まってますわ」

　さも当然のことのように言う凜香である。

「でも俺、生徒会役員じゃないけど……」

「風紀委員会は必ずしも生徒会役員で構成されるわけではありません」

　将悟は生徒会室の中を見まわした。奥の生徒会長の机には愛ま菜なが座って、黙ったまま考えごとをしている。

　ほかに三人の生徒会メンバーがいた。三人のうち二人が男子生徒で、一人が女子生徒。

　と、そこにいた男子生徒二人と目があった。

「俺、塾があるからさ。女子大生の家庭教師も頼んでるし。会計だけで手一いつ杯ぱいなんだ！」

「僕もバイトが忙しくってねぇ。職場のハニーが待ってるんだ。そういうわけだから、あとは帝野くん、よろしく頼んだよ。あー忙しい、忙しい」

　二人の男子はわざとらしいほど忙しそうに、生徒会室を出ていってしまう。

「と、いうわけですの。――生徒会に参加していただくだけでもありがたいことですし、無理強いはできませんわ」

「つまり風紀委員をやる人がいないから、俺に参加しろ、と。でもなんで俺なんだ？」

「前にも言いましたが、帝野センパイはこの学園でも有名な存在なんですのよ。まずはセンパイにこそ、率先して規律を遵守した学園生活を送っていただきませんと」

　風紀委員になったからには、校則違反などさせません。そんな目でじっとにらむ。

「それに帝野センパイなら、威厳を持って生徒指導に当たることもできますでしょ？」

　――ま、これも将来への訓練かもしれないな。

　考えてみれば、率先して規律を正し、生徒指導に当たるってのは……まさに、社長のための訓練にはふさわしい活動じゃないだろうか。

「わかったよ。俺も風紀委員、やってみる」

　将悟はグッと腕章を握りしめた。

「ところで委員って俺たちだけ？」

「ひとまず今日のところは、わたしたち三人だけですね。なお風紀委員会委員長は、わたしがつとめさせていただきますので」

　――三人ってことは、俺おれと国くに立たちさんと、あと一人は……。

　将しよう悟ごが愛ま菜なのほうを見ようとすると、先に凜りん香かが別の名を呼んだ。

「滋し賀がさん」

「は、はひっ」

　将悟の後ろで、ヒヨコの鳴くようなかよわい声が聞こえた。

　もう一人残っていた、生徒会の女の子だ。これまた小柄で、ちょこんと立っている。

　左右に結った髪を肩に垂らした、いかにも古風でおとなしそうな女の子だ。髪形なのか寝ぐせなのか、後頭部の髪がピンと跳ねてアヒルのシッポみたいになっている。

「副書記の滋賀さんです。わたしの隣のクラスで、大変な達筆なんですの。正書記が三年生で受験勉強中ですので、今はほとんど彼女が書記を担当していますわ」

「よ……よろひくお願いひます」

　将悟に向かって、ペコリと頭を下げた。

　スカしたリコーダーみたいな声である。たぶん、本人はちゃんと発音してるんだと思うけど、小さく口を開けるだけだから、そう聞こえてしまうらしい。

「よろしく……」

　将悟もおじぎをしながら、滋賀さんを見た。



    

  
    
      



    

  
    
      　――風紀委員ってイメージじゃないぞ……。

「帝みかど野のセンパイ、い、いぢめないでくださひ」

「いぢめないで、って……」

　何もしてないのに、世紀の極悪人になった気分なのはどうしてだろう。

「とりあえず、わたしと滋し賀がさん、そして帝野センパイの三人で、風紀委員会を立ち上げます。活動は明日の放課後からですので、忘れないようにしてください」

　ほんとにこの三人だけなの？　そう聞こうとして、愛ま菜なのほうを見た。

　彼女は考えごとをしてるのか、さっきから机に座ったまま押し黙っている。

「天てん導どう会長は、風紀委員はやらないの？」

「んっ？　あぁ、う～んとね……。風紀委員やるって言い出したの、凜りん香かちゃんだし～」

　愛菜はハッと気づくと、力の入らない笑みを浮かべた。

「じゃあ愛菜、これで帰るね～。凜香ちゃん、戸締まりよろしくね～」

　愛菜は立って鞄かばんを持つと、そそくさと生徒会室を出てしまった。

　――なんか、逃げるみたいだなぁ……。

　いつもの愛菜と、雰囲気が違う。凜香ともほとんど話してないし……。

「滋賀さん、今日はもう解散していいですわよ」

「は、はひ」

　滋賀さんは鞄を持って、扉に向かう。

　――滋賀さんに聞けば、天導会長のこと何かわかるかも。

「じゃ、俺おれもこれで帰るよ。明日も放課後に生徒会室にくればいいんだよね」

　扉を開け、滋賀さんを追いかけるように出ようとすると、一人残った凜香が――

「妹を見つけるのです」

　つぶやくように言った。

　――え……？　今の、俺に言ったのか……？

　凜香は何事もないように、机の書類を整理している。

　――もしかして国くに立たちさん……俺に『妹』の正体を突き止めろって言ってるのかな。

　あれだけ校則遵守をうったえている凜香だ。『妹』の校内放送なんか許せないだろう。だから将しよう悟ごに、責任を持って解決しろって言いたいんじゃないだろうか？

　廊下に出ると、滋賀さんは将悟にペコリとおじぎをして、なぜか恥ずかしそうに走り去ろうとする。知らない人が見たら、変質者から逃げ出すかよわい少女にしか思えない。

「待って、滋賀さん！」

「は、はひっ!?」

「そんな顔で去られたら、俺、すっかり変質者に……ってそうじゃなくて。――天導会長、何かあったのかな？」

「何か……ですか？」

「いつもとなんか雰囲気が違ってて……。まさか、国くに立たちさんとケンカしたとか」

　滋し賀がさんは鞄かばんを抱き抱えながら、将しよう悟ごに向き直った。

「天てん導どう会長、風紀委員会のこと、あまりうれしくないみたひなんです……。国立さんが風紀委員会に誘っても、入ろうとしませんでしたし……」

　――ははぁ、それが、二人が気まずい原因なのかな。

　あの天導会長の性格と風紀委員なんて、正反対だもんなぁ。

「まぁそれなら、そのうち仲直りするかな。――滋賀さんも、明日からよろしくな」

　あらためて言うと、滋賀さんは顔を真まっ赤かにして、コクッとうなずく。

　歩き出すと、滋賀さんもひょこひょこアヒルの子みたいに横に並んでついてきた。

　玄関近くまで来ると、校内掲示板の前に心こ乃の枝えがいた。貼はり紙をしていたらしい。

「あ、将悟さん。――あら、滋賀さんも一緒ですか？」

　クラス委員の心乃枝は、生徒会メンバーとも顔見知りなのだ。

「今、生徒会に呼ばれてさ。なんか俺おれ、風紀委員会に入れられちゃって……」

「将悟さんが風紀委員なんですか!?」

「当面は俺と滋賀さんと、国立さんの三人だけで。――心乃枝は何してたんだ？」

　掲示板には部活の勧誘チラシなどに混じって、手描きのポスターが貼られていた。

　心乃枝が貼ってたものだ。『携帯電話を捜しています！』と大きく書かれ、電話のボディーの特徴などが列記されている。

　ポスターの中央には、キャラクター化された携帯電話のイラストがあった。画面が顔になって、目をの形にして泣きながら『タスケテェ～』って叫んでる。

　心乃枝の手描きらしいけど……なんともいえない、微妙なかわいくなさだ。

「ポスターを貼れば、誰だれかが携帯電話の情報を知らせてくれるかもって思ったんです」

「けど昼間の校内放送、聞いただろ？　あの携帯電話はもう、『妹』の手にあるんだ」

「だからこそですよ！　誰かが持ってるとか、拾ったのを見たって情報があれば、『妹』の正体がわかるかもしれません。――わたし、職員室で電話のこと聞いたんです。そしたら土曜日の昼、不燃ゴミ置き場であの携帯電話を見た先生がいたんですよ！」

「マジで!?　ほんとに、あの電話が!?」

「特徴あるデザインだから、間違いないですよ。その先生は本当に捨てられてるんだって思って、拾わなかったそうです。わたしが捜してるって聞いたら、『拾っておけばよかったな』って申し訳なさそうにしてましたけど……」

　さすがに先生が嘘うそをつく理由なんかないだろう。

　芽め依いは本当にあの携帯電話を、ゴミ集積場に捨てたのだ。

「ってことは……電話が拾われたのは、土曜日の昼から、俺たちが捜した日曜日の昼までの間ってことか」

　拾われた時間を特定できるような証言でも、あればいいけど……。

　しかしあの日は中間試験前で、部活動などで登校している生徒も少なかった。目撃者とか、うまく見つけられるんだろうか？

「滋し賀がさんは、何か知らないよね？」

　聞くと、滋賀さんは鞄かばんを抱き抱えたまま、ふるふると首を横に振った。

　――そっか。生徒会の人たちは、あの土日は泊まりがけの研修に行ってたんだ。

「す、スミマセン、センパひ……」

「将しよう悟ごさん！　滋賀さんはおとなしいんですから、いぢめちゃダメです！」

「いぢめてないってば……。ほら滋賀さん、俺おれ、責めたりしてないからね」

　つい滋賀さんの頭をなでると、彼女は涙目でコクリとうなずくのだった。

　それから心こ乃の枝えと滋賀さんと三人で、下駄箱のほうへと歩き出した。

「あっ、将悟くん！　もう帰るの～？」

　ちょうど下駄箱の前に来たところで、後ろから声をかけられた。

　愛ま菜なだ。鞄を持って、彼女も今から帰宅らしい。

「風紀委員会は明日からだから、今日はもう解散なんだって」

「そうなんだ～。凜りん香かちゃんと一緒だって思ってたけど……」

「国くに立たちさんなら、まだ生徒会室に残ってると思うけど。何か用事？」

「ううん。用事じゃないよ～。いいの～」

　愛菜は大げさに首と手を振った。

　――やっぱり、なんか堅苦しいな。顔もあわせたくないほどケンカしてるのかなぁ。

「天てん導どう会長」

　将悟は、自分の下駄箱へ向かう愛菜の背に声をかけた。

「国立さん、いろいろ強引に見えるけど、あれでみんなのこと考えてるんだ、きっと」

「うん……。でも愛菜、ときどき凜香ちゃんの考えてること、わかんなくなって……」

　愛菜は少しさびしそうにうつむいた。

「きっと国立さんは純粋に、学校をよくしたいって思ってるだけじゃないかな。だからあまり、国立さんとケンカしないでほしいんだ」

　将悟の言葉に、愛菜は小さくうなずく。

「愛菜、ケンカなんてしてないよ～」

「それならいいんだけど」

　ちょっとホッとして、将悟が笑いかけたとき……

『お兄さま。……将悟お兄さま、聞こえますか』

　廊下に、あの声が響いた。

「また……かよ……」

　将しよう悟ごは全身を硬直させ、廊下のスピーカーを見つめた。

『お兄さま、自分のしたこと、反省していただけましたか？　もうわたくしのことなど探さないと、誓ってくれたでしょうか』

「『妹』のやつ……まだ俺おれに言いたいことがあるのか……？」

　しばらく間を置いて『妹』は続けた。

『さっきはつい、きつい言葉を言ってしまって、ごめんなさい。でもわたくし、言わずにいられなかったんです。じゃまされたくなかったから。どうしてもお兄さまと……結婚、したかったから』

　まわりにいた生徒たちも立ち止まり、校内放送のスピーカーを見つめている。

　言葉を考えてるのか、再び『妹』は黙り……また話し始めた。

『だから許して！　信じてください。わたくしは、お兄さまのことを愛しています。世界で一番、愛しているんです！　だから……お兄さまのことを怒ってしまったんです。どうかお兄さまも、わたくしのこと、嫌わないでくださいね！』

　最後はせき立てるような早口で言い、それを最後に、『妹』の声は聞こえなくなった。

　――あわただしい終わりかただな……。

　急に放送が打ち切られた理由は、すぐにわかった。

　しばらくして、再びスピーカーから声が流れ出したのだ。

『えー、失礼しました。みなさん車に注意して、安全を心がけて下校しましょう』

　たぶん放送部員の女子生徒だろう。『妹』の放送を聞いて駆けつけたのかもしれない。

　そして『妹』の声を洗い流すかのように、静かなクラシック音楽が流れ出す。

　なるほど、『妹』は放送部員に見つからないよう、逃げ出したのか。

「ねぇ、今『将悟お兄さまと結婚』って言ってなかった……？」

　三人の女子生徒が、将悟のほうをチラチラ見ながら通りすぎていく。

　学校中に『愛してる』だの『結婚』だの言われて、穴に入りたい気分の将悟だ。

　――なんで『妹』は、校内放送なんかするんだよ。

　今までみたいに電話してくれたほうが、よっぽどマシだぜ……。

「今回の『妹』って、将悟さんの電話番号、知らないんでしょうか……？」

　心こ乃の枝えの言葉に、将悟はハッとした。

「え……今なんて……？」

「あ、いえ、将悟さんの電話番号知らないから、校内放送で伝えてるのかなって……。思いついただけなんですけど……」

　さっき芽め依いが言っていた。もっとシンプルに考えたほうがいい……。

「それだ、それだよ！　そういうことか！　『妹』は俺の電話番号を知らないから、携帯にかけることができず、校内放送を使ったんだ！」

　携帯電話以外で、将しよう悟ごにメッセージを伝える方法。

　確かに校内放送なら最適だ。学校内の全員に、言葉を伝えられるのだから。

　深み流りゆう院いん学園で使用される一般的な名簿には、生徒の電話番号も書かれていない。

　近ごろは、世間的にもプライバシー保護の気運が高まっている。さらにこの深流院学園は、政財界の子息が多く通う学校だ。生徒のプライバシーが広く出まわらないよう、気をつかっているのだ。

　だから誰だれかの電話番号を知ろうとするなら、本人に直接聞くか、正式な理由とともに教員に申請して聞き出すしかない。

　――風紀委員として、なんとしても『妹』を探さないと……。

　そう、決意を新たにする将悟だった。
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　肩まで湯船につかると、ザザァ……とお湯が滝となって浴槽の端から流れ落ちた。

　学生寮の浴槽は、実家のものより小さい。それでも一人で体を伸ばすには充分だ。

「ほんとに、深流院学園の生徒には、なってない人が多すぎますわ……」

　凜りん香かは浴槽の中で体を伸ばしながら、愚痴のような独り言をつぶやく。

「母が学生だった時代は、皆礼儀正しく奥ゆかしい人ばかりだったそうですのに……」

　凜香の母も深流院学園の卒業生だ。

　そして凜香も高校生となり、憧あこがれの深流院学園へと入学した。そこには俗世間と隔絶されたような、気品に満ちた世界だと思っていたのに……。

「でも風紀委員会の設立で、学園も変わりますわね。しっかり活動しなければ」

　あごまでお湯につかりながら、凜香は気分を引き締めた。

「それにしても、あの帝みかど野のセンパイ。日本が――いえ、世界が誇る帝野熊くま五ご郎ろうの息子だというのに、毎日毎日女の子とベタベタして……。鶴つる眞まセンパイや神かん凪なぎセンパイ、絶対に彼にたぶらかされているんですわ。あのお二人だって、本来はもっと気品ある女性のはずです。それが、帝野センパイなんかと一緒にいるから……」

　体も温まってきたところで、凜香は立ち上がった。

　しかし考えごとをしていたせいか、体を洗う気になれず、浴槽の縁に腰掛ける。

「そうですわ。できるのなら、わたしが帝野センパイに、女性とのつきあいかたを教育して差し上げるのはどうでしょう。そうすれば、帝野センパイももっと、女性に対して紳士的な態度を取れるようになるはず……」

　凜香はいつの間にか自分の体を見下ろしていた。

　ふとなぜか、自分の白い体を意識してしまう。高校生になって、また少し大人っぽくなった体……。確認するように、指先をつーっと、おへそから胸の膨らみまで走らせた。

「胸も膨らんで……。わたしも、女性っぽい体つきになったのかしら……」

　言って、ボッと顔が真まっ赤かになる。

「ち、違いますわよっ！　つ、つきあうってそういうことでなく……っ!!」

　ガシッと身を守るように、両腕で裸の胸を抱えた。

「だいたい、どうして帝みかど野のセンパイなんかに……。せ、センパイが見たがっても、見せてなどあげませんから」

　つぶやきながら、抱えた腕で胸をぽよぽよと触ってみる。

「センパイ……どんなふうに触る気かしら……。イヤらしい手つきに決まってますわ」

　言って、またボッと顔が赤くなった。

　――なな、なんで帝野センパイに触られること考えてますのっ!?

「と、とにかく！　これからは帝野センパイに、風紀委員として活躍してもらわなくてはなりません！　なんとしてもセンパイに、見つけ出していただかなくては……」

　凜りん香かは深く息を吐いた。

「わたしにはもう、時間は残されていないのですから……」



    

  
    
      


３章　妹は、規律正しく美しく！





　空は厚く灰色の雲に覆われて、ザァザァと激しい雨が窓ガラスを叩たたく。

　稲光が走る中、一人の男子生徒が必死の形相で、学園の廊下を走っていた。

　彼はとある教室へ飛びこむと、そこにいた数人の男子生徒に向かって叫んだ。

「お前ら！　ブツを隠せ！　やつらが来る!!」

　たちまち男子生徒たちの表情が強ばり、教室内に緊迫が走った。彼らは大急ぎで回し読みしていた書物を閉じ、机の中に押しこんだ。

　ビシャアァァン!!と激しく鳴るいかずちとともに、教室の扉が開けられる。

　現れたのは一人の女子生徒だった。彼女は落ち着き払った顔で室内を見まわすと、左腕の腕章を彼らに向けた。

『深み流りゆう院いん学園風紀委員会』と、堂々たる文字が並んでいる。

　まるで街のチンピラのごとく、男子生徒は彼女の前に立ちはだかった。

「ふ、風紀委員がなんの用だ！」

「みなさん動かないでください。ただいまより校則違反容疑で、教室内を捜索します！」

「俺おれたち何も持ってねーぞ！」

　そうだ、そうだ、帰れ、帰れ！と、男子生徒たちが抗議の声を上げた。

「かまいません。帝みかど野のセンパイ、開始してください」

　凜りん香かの後ろにいた男子生徒――帝野将しよう悟ごが教室内に入った。続いて、もう一人の女子生徒――滋し賀がさんがペコペコとおじぎをしながら入ってくる。

　凜香は教室内を見まわし、一点で目を止めた。

「……あの机があやしいですわね」

　将悟は机の前に進んで、遠慮がちに中をのぞきこむ。

「じゃあ、悪いけど机の中、見せてもらうよ」

　机がパンクしそうなほど、ぎっしりと教科書やノートが詰めこまれていた。

「――国くに立たちさん、教科書とノートしか見えないけど」

「あたりまえだ。俺たちゃ勉強熱心な優等生なんだぜ」

　男子生徒は、へへへ……と下品な笑いを浮かべた。詐欺師が嘘うそをつくときの笑いだ。

　すると凜香はつかつかと歩いてきて、詰めこまれていた教科書を抜き取った。

　ドバババ……と何冊もの教科書が滝のように流れ出て、床に散らばる。

　最後に、教科書とは似ても似つかない一冊の書物がぽとっと落ちた。肌もあらわな、ビキニの水着姿の女性が大きく映し出されている。

「ん、なんだこれ。――『月刊ｉＤＯＬ　ＢＯｉＮ七月号　夏のＨグラビア大特集』？」

「やはり隠していましたわね。帝野センパイ、さっそく押収手続きを」

「おい待てよ！　雑誌を持ってきちゃいけないって校則なんかないだろ!?」

　詰め寄る男子生徒に、凜香はバッと生徒手帳を開いて突きつける。

「『学校内に不道徳な書物・絵画等の持ちこみを禁ずる』。この深み流りゆう院いん学園校則が目に入りませんこと!?」

「これは不道徳な書物じゃねーぞ。美しい女性を撮った芸術的写真集なんだ！」

　そうだ、そうだ！　俺たちのマロンたんは不道徳じゃない！と、男子生徒たちがシュプレヒコールを上げた。

「では、不道徳でないか判断しましょう。帝野センパイ、中を確認してください」

　将悟が中ほどのページを開いた瞬間、折りたたまれていた紙がパラリと広がった。新聞紙ほどの大きさのポスターだ。

「ぴゃう!?」

　滋賀さんが、思いっきりスカしたリコーダーみたいな悲鳴を上げ、両手で顔を覆う。

　グラビアポスターには、でかでかと女の子の写真が写っていた。裸の胸を押さえ、極小水着のおしりをつき出している。

　巨乳のロリータフェイスに満面の笑顔を浮かべていた。

『妹・マロン、お兄ちゃんと禁断の恋に堕ちちゃいたいナ』

　――い、妹とは……不道徳だ……不道徳極まりないぜ……。

「校内に持ちこむだけならまだしも、授業中にいやらしい本を堂々とまわし読みしていると、女子生徒からの苦情が山のように来ておりますわ！」

　凜りん香かは将しよう悟ごの手から雑誌を引ったくり、てきぱきとポスターを折りたたんだ。

「では違反物を押収します。滋し賀がさん、しっかり持っててくださいね」

　滋賀さんは渡された雑誌をガッチリ抱え、真まっ赤かな顔でコクコクとうなずいた。

　それから「めっ！」って顔で男子生徒たちをにらみつける。

「そんな殺生なぁ～。俺おれのマロンたんを返せ～っ」

「抵抗すれば、今回の校則違反について先生方に報告します。違反内容について、学園の判断を仰ぐことになりますわね」

「うぅ、それじゃ俺がマロンたんラブだって、学校中に知られるじゃないか」

「のちほど、風紀委員会より誓書用紙をお渡しします。『二度と校則違反をいたしません』という宣誓文に署名したら、押収物はお返ししますわ」

「わわ、わかった。署名する、するからマロンたんを」

「なお二度と校内で持ち歩かないよう、押収物はご自宅に直接郵送しますのでご了承を」

「俺、実家通学なんだぞ！　送られたらお父ちゃんやお母ちゃんに見られるじゃないか！」

「それでは任務完了ですわ。戻りますわよ、帝みかど野のセンパイ、滋賀さん」

　凜香は教室の扉に向かって歩き出し、将悟と滋賀さんも続いた。

　風紀委員たちが立ち去ったあとには、校則違反を暴かれた敗北者の、頭を垂れている姿だけが残り……

「うああああっ、俺のお母ちゃん、勝手に封筒開けちまうんだよおおぉっ!!」

　男子生徒の悲痛な叫び声が、どしゃ降りの雨音に、はかなくかき消されていく。

　……それは不法に手を染めた者の、断末魔の悲鳴だった。

　凜香たちが廊下に出ると、パシャッとカメラの音と、フラッシュのまたたきがした。

「ククク、さすがは伝説の生徒会副会長。噂うわさどおりの手腕だな」

　大きな一眼レフカメラを持ち、なぜかくすんだロングコートを着て、口の両端を曲げてアヤしく笑う女子生徒がいた。ボブカットの、妙にオシャレな髪形の少女だ。

「新谷さん！」

　新聞部の新谷部長が立っていた。新聞部では『深み流りゆう院いんタイムズ』という学校新聞を発刊していて、学校の内外に多くの読者がいるのだ。

「ククク、帝野将悟、事件の中心には常におぬしがいる……。つくづく面白い男だ……」

「俺、そんな面白くないってば」



    

  
    
      



    

  
    
      「だが今日の取材はおぬしではない」

　新谷部長は取り出したマイクを凜りん香かに向けた。

「我々は今、風紀委員会の活動に非常に注目しておる。おぬしらの活動により、隠されていた事件が掘り起こされるやもしれん。――一言もらえないか？」

　凜香は新谷部長のマイクをじっと見つめて、言った。

「――学園の風紀は、わたしたちが守ります」

「クククク……。さすがは国くに立たち凜香。彼女が率いる風紀委員会こそまさに、深み流りゆう院いん学園の腐敗に立ち向かうアンタッチャブルス手を出せぬ者たちであるな！」

　立ち去る凜香の後ろ姿に向かって、新谷部長は何度もシャッターを切った。

　激しく降る雨音の中、パシャパシャと、凜香の勇ましい姿がフラッシュを浴びる。

　今やこの深流院学園で、風紀委員会と国立凜香の名を知らぬ者はいなかった……。
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「しょう～ごーっ、学校行こ！」

　朝、将しよう悟ごが家から出ると、玄関の前で雅みやびが待っていた。

「お、雅。迎えに来てくれるなんて久しぶりだな。今朝は水泳部の朝練、ないのか？」

「うん。しばらくプールの設備点検で、朝練は休みなの」

　えへへ～と笑いながら、パタパタと将しよう悟ごの隣に駆けてくる。

　それから二人で並んで歩き出した。

「でも将悟と登校するなんて、何年ぶりだろうね～」

「せいぜい半月ぶりくらいだと思うけど……」

「もうーっ、ロマンがないなぁ。もっと運命の再会って雰囲気出してよ」

「再会も何も、毎日学校で顔あわせてるだろっ」

　ぷーっとほおを膨らませながら、雅みやびは腕をからめてきた。

「ちょ、お、おい雅ってば、くっつきすぎだってば！」

「いいじゃん、久しぶりなんだしー」

「……こないだはあんなに俺おれのこと『キモッ』とか言ってたじゃんかよ」

　雅にＤＮＡ鑑定キットを見つかったときのことを思い出した。

「まだそんなこと言ってるの？　将悟ってほんと、冗談が通じないんだから」

「あれ冗談だったのか？　本気でキモがってる目に見えたぞ」

「だって将悟がヘンタイだなんて、最初からわかりきってるじゃん」

「……何がどうわかりきってるのか、俺にはちっともわからない」

　しかたなく、将悟は雅と腕を組んだまま歩き続けた。

　――ま、もし雅が本当の妹だとしても、このくらいなら仲のいい兄妹って感じかな。

「いいこと、将悟。女の子のつば飲みたいときは、あたしに言いなさいよね。鶴つる眞まさんのなんか飲んだらダメだから！」

「だから飲まねーって！　……だいたい、雅に言ったら飲ませてくれるのかよ」

　なぜか雅は、ポッと顔を赤くした。

「……おい。なんだその反応は」

　――前言撤回だ。仲のいい兄妹はこんな会話しない。これじゃダメすぎる兄妹だ。

　ともかくそんなふうにして、雅に腕を取られたまま、二人で校門に向かった。

　将悟の家は学校の裏門の近くだ。それでも登校時は正門から入るようにしている。校舎の玄関は正門からのほうが近いし、一日のスタートに裏門から入るのも辛気くさい。

　やがて学校を取り囲む塀の先に、深み流りゆう院いん学園の正門が見えてきた。歴史ある学園の玄関にふさわしく、レンガ造りの堂々とした門柱が立っている。

「さ、もう学校なんだし、そろそろ離れようぜ」

「なんでよーっ。このまま教室行こうよ」

　しかし雅は離れるどころか、両手でぐいっと将悟の腕を抱えた。

「いや、でもほら、みんないるし……」

　ちょうど登校時間のピークで、まわりには登校中の生徒たちが大勢いる。中には、うらやましそうに腕を組む将しよう悟ごたちを見ている女の子もいた。

「ったく、しょうがねぇなぁ……」

　こんなところで立ち止まって言いあってても、よけいに目立ちそうだ。

　将悟はあきらめて、雅みやびに腕を組まれたまま正門のほうへ向かおうとした。

「み～か～ど～の～センパイッ!!」

　突然声がして、将悟はビクッと背筋を伸ばした。

　おそるおそる声のほうを見ると、門柱の前に立った凜りん香かが、ギロッとすごみをきかせてにらんでいた。街のチンピラも裸足で逃げ出す迫力だ。

「いいい、いったい朝っぱらから何をしているのですか!?　センパイはそんなに学校の風紀を乱したいのですかっ!?」

　左腕に『風紀委員会』の腕章を巻いた凜香が、つかつかと将悟たちの前に歩いてくる。

「そ、そんなことないよ。風紀を乱すだなんて……。国くに立たちさんこそ、何してたのさ」

「朝の立ち番に決まってますわ！　朝は一日の始まり、気を引き締めなければならない時間です！　『登校時は身だしなみを整え、ほかの生徒や教師に会ったときは元気よく、おはようございます！と挨あい拶さつすること』と、深み流りゆう院いん学園校則にも書いてあります！」

「ていうか、深流院学園の校則ってけっこうおせっかいだよな……」

「そっ、それを……、ふ、風紀委員ともあろうものが……っ。ほらっ、とっとと離れてくださいっ」

　凜香は将悟と雅の間に割って入り、両手で二人を引き離そうとした。

　すると雅は抵抗するようにますます将悟にしがみつき、ベーッと舌を出す。

「なんで離れなきゃいけないのよーっ」

「ですからっ！　朝からベタベタくっつくなんて、風紀を乱しているんですっ!!」

「そんなこと言って、どうせ国立さんも、将悟と腕組みたいんじゃないのーっ!?」

　その瞬間、ボッ、と凜香は真まっ赤かな顔をした。

「なななな、何を言うのですかっ!?　そ、そんなはず、あるわけありませんわっ」

「じゃあどうして顔赤くしてるのよ。さては恥ずかしいんだ、はーずかしいんだ～っ」

　ここぞとばかりに囃はやし立てる雅に、凜香はプルプルと震え出した。

「ほら、見てよ将悟。国立さん、恥ずかしがってる～」

「なぁ雅。俺おれには国立さん、怒ってるようにしか見えないんだけど」

「へっ？　そうなの？」

　雅がきょとんとすると同時に……

「神かん凪なぎセンパイッ！　明日から帝みかど野のセンパイと登下校するの禁止ですわっ!!」

　凜香の怒声が響き渡った。



　その日の昼休み、生徒会室には何人もの生徒たちが押しかけていた。

「横暴だーっ!!」

　雅みやびの声が廊下にまで響き渡る。

　雅だけじゃない。芽め依いや衣い楠くすまでいた。みんななんだか、困ったような顔をしている。

　ここ数日続いた風紀委員会の――特に、凜りん香かの厳しい取り締まりに対する不満が、とうとう爆発したらしい。

　ただならぬ雰囲気に、将しよう悟ごは固唾かたずをのんで見守っていた。

　隣では滋し賀がさんが「ぴ……」と泣き出しそうな顔で怯おびえている。

「ほーら怖くない、怖くないですよ～」

　クラス委員の用事で来ていた心こ乃の枝えが、あやすように滋賀さんの頭をなでていた。

　あいにく雰囲気を和らげてくれそうな愛ま菜なは、外に出てしまっていた。

　雅は副会長席に座る凜香に詰め寄った。

「どーしてあたしが将悟と登校しちゃいけないのよっ」

「あたりまえです！　あんなベタベタ引っついて登校するだなんて、深み流りゆう院いん学園の生徒にあるまじき行為ですわ！」

「腕組んで登校しちゃいけないって校則あるの!?」

　凜香は落ち着き払って、胸ポケットから取り出した生徒手帳をパラリと開いた。

「ここが見えますか？　『常に学園の生徒であることを自覚し、誰だれに見られても恥ずかしくない行動を心がけること』と、深流院学園校則にもあります。男女で腕を組んで歩くなど、見ているほうが恥ずかしくなりますわ」

「むーっ！　そんなことないもんっ!!」

　そんな雅の隣には、コスプレ魔女っ娘こ姿の芽依もいる。

「……嵯さ峨が良らセンパイはどんな不満なんですか？」

　将悟が聞くと、芽依は口を尖とがらせながら黒マントをヒラヒラと振った。

「この魔女っ娘コスプレするのを禁止だと言われたのだぞ！」

「当然です！　そもそも、学校内でそんな格好をする必要がありますか？」

　――ていうか、むしろ今までよく認められてたな。

　と、つい思ってしまう将悟である。

「これは『りりかる☆しすたぁず』の宣伝をする重要コスプレだ。帝みかど野のもそう思うだろ？」

「そもそも、魔女っ娘イベントデーってとっくの昔に終わってるんじゃないですか？　なんでいまだにそのコスプレ……」

「おぉ、言われてみればそうだな。よし、明日から吸血鬼にクラスチェンジしよう」

「今度はドラキュラのコスプレですか？」

「帝野！　よく誤解されるが、『ドラキュラ』とはドラキュラ伯爵という個人の名前であり、種族名ではないのだぞ。正しくは『ヴァンパイア』と言うべきだ。よく覚えておけ」

「……そうですか。大変勉強になります」

　なんだか、どうでもいい気分になってきた将しよう悟ごである。

　と、凜りん香かがバンッと机を叩たたいて生徒手帳をつき出した。

「『生徒はほかの生徒を不安がらせるような言動、身なりをしないよう心がけること』と深み流りゆう院いん学園校則にもあります！　魔女の服など、生徒がオカルトに傾倒しますわ！」

「オカルトではない。萌もえだぞっ」

　……そんな芽め依いのさらに隣には、衣い楠くすも立っている。

「で、衣楠は何を言われたんだよ？」

「ボクがファンの子猫ちゃんたちに囲まれてたら、副会長が『校則違反ですわ』って叫ぶんだよ。ボクほど学園の校則を遵守している生徒はいないと思うのだけどねぇ」

　――男装して通学してる時点で、よっぽど校則違反なんじゃ……。

　全力でツッコミたい気分の将悟だったが、いろいろ面倒そうなので黙っておいた。

「『異性や友人との交際においては、常に相手を尊重し、対等な関係を築くよう心がけること』と、深流院学園校則にもあります！　はべらかすなど、言語道断っ!!」

　衣楠は不服そうに首を横に振り、やれやれと肩をすくめる。

「国くに立たちさん、そもそも深流院学園校則っていくつあるんだよ」

　将悟はふと疑問に思い、聞いてみた。

「歴代校長先生が代々書き足しておられますので、とっくに千条を越えていますわ」

「それ、いいかげん整理したほうがいいんじゃ……。内容カブってるって、絶対」

「とにかく、みなさん明らかに校則違反です！　ただちにあらためないと、『二度と校則違反をしません』との誓約書に署名していただきますわよ！」

　雅みやびたちの後ろに集まっていた生徒が、一斉に声を上げた。

「校則取り締まりはんたーい！」

「俺おれたちの自由を返せーっ」

　彼らの校則違反は、違反物の持ちこみに、買い食いや寄り道。それから、香水をつけてたとか、ちょっと髪を染めたとか、制服を着崩してたとか……。

「自由ではありません！　どれもこれも、気持ちの乱れです！」

「何よっ、なんかムカつくわねーっ」

　後方の女子生徒から、声が飛んできた。

　――まずいなぁ。このままじゃ、ただのケンカになっちまうぞ……。

　将悟は不安になったが、どちらも歩み寄る様子がない。

　なんとなく、部屋の空気が険悪になりかけたとき……

「みんな～、こんなに集まってどうしたの～？」

　生徒会室に、のんびりした声が響いた。生徒会長の愛ま菜なだ。

　彼女は集まった生徒たちをキョロキョロ見まわしながら、自分の机に向かう。

「あっ、さてはしまっておいたゴマ塩プリン取りあってるんでしょ～。ダメだよ～、みんな仲良くしなきゃ～。あのお菓子は、愛菜のおやつなんだから！」

　凜りん香かが愛菜の後ろに歩き、丸めた書類でペコンと生徒会長の頭を叩たたいた。

「天てん導どう会長のおやつではありませんっ！」

「ひ～ん、凜香ちゃんがいじめる～！　じゃあビスケットゼリーの取りあいなの～？」

「違いますわっ。……みなさん、風紀委員会の方針に反対なんだそうです。天導会長からも、何か言ってくださいませ」

　凜香がうながすと、愛菜は集まった生徒たちを見まわした。

　彼女のほわわーんとしていた表情がふいに曇り……うつむいた。

「愛菜は――学校が楽しくないのは、イヤだな……」

　沈み込んだ声が、妙に鋭く生徒会室に響き渡る。

　いつもの愛菜に似つかわしくない声に、みんなシンと静まりかえった。

「そ、そうですわ。ですから天導会長。風紀委員会は、皆が規律を正して学園生活を送れるように……」

「…………」

　しかし愛菜は、ますます深くうつむいてしまう。

　――天導会長、やっぱり風紀委員に反対なのかな……。

「……と、とにかくわかりましたわね！　みなさんが校則を遵守してくだされば、みんなが楽しい学園生活を送れるんです！」

　凜香は取りつくろうような声で言った。

「ではわたしは、校内の見まわりに行ってまいります。みなさんも教室に戻って、午後の授業の準備をしてくださいませ」

　場の空気に耐えづらくなったのか、足早に扉から出てしまう。

「あっ、凜香ちゃん、待って――」

　うつむいていた愛菜は、ハッと気づいて呼び止めるが、間に合わなかった。

　扉はパタリと閉まり、廊下を歩く凜香の足音が遠ざかっていく。

　――学校は楽しくなきゃイヤ、か……。

　将しよう悟ごはなんとなく、愛菜が風紀委員会に協力しない理由がわかった気がした。

　彼女は、今みたいに生徒同士がいがみあうのを、おそれていたのかもしれない。

「あたしは、天導会長の味方だからね！」

　愛菜を元気づけようとしたのか、雅みやびが駆け寄った。

「天導会長の言うとおりよ！　学校は楽しいほうがいいに決まってるわ」

「わたしもだぞ。天てん導どう会長こそ、深み流りゆう院いん学園の希望の星だ！」

「もちろんボクも、生徒会長を全面的に支持するさ。将しよう悟ごくんとの仲まで引き裂かれたら困るからね」

　芽め依いと衣い楠くすも愛ま菜なのまわりに集まった。

「あたしたち応援するから！　だから天導会長、元気出してよ」

「うん。ありがとう。愛菜、全然平気だよ～」

　雅みやびたちを見まわしながら、愛菜は小さくほほ笑んだ。

「そうだぜ。国くに立たちさんだって、そのうち天導会長の気持ちをわかってくれるよ」

　将悟も愛菜を元気づけようと近寄ったとき……

「い～っだ、将悟ってば校則の犬ーっ」

　雅が思いっきり舌を出した。

「校則の犬ってなんだよ。迫力ない犬だなぁ」

「まったく犬だぞ。帝みかど野のはわたしのコスプレが見たくないのか？　え？」

「校則によってボクと将悟くんが学校でイチャイチャできなくなってもいいのかい？」

「なんだよ、みんな。俺おれはどっちの味方ってわけじゃないって」

「じゃあなんで国立さんの肩ばかり持つのよ。風紀委員会にまで入ってさー」

　確かに凜りん香かは、少し生き真ま面じ目めすぎるかもしれない。

　この風紀委員会で、本気で学園を変えるつもりなんだろう。

　――だけど、みんな知らないんだよな。

　将悟は思い返した。あの、理事たちが視察に来た日のことだ。

『妹』の校内放送で理事たちが怒ったとき、凜香が風紀委員会設立を提案してくれなかったら……この学園は理事という、絶対的に強い存在によって、もっと厳しく管理されるようになっていたかもしれないのだ。

「国立さんだって一生懸命やってるんだしさ、まずは落ち着いて、話しあって……」

　将悟が言いかけたとき……

『お兄さま』

　突然スピーカーから声が流れ出し、将悟は口をつぐんだ。

　生徒会室の中が静まりかえり、みんな一斉にスピーカーを見上げた。

『お元気ですか、お兄さま。わたくしのこと、お忘れになっていませんか？　わたくしはみなさんご存じ、将悟お兄さまの妹です。今日はわたくしとお兄さまの、愛のラブラブ劇場をお聞かせします！』

　あの声……『妹』の声が、校内放送のスピーカーを通じて学校中に響き渡ったのだ。

「ま、またか……。みなさんご存じってなんだよ。ラブラブ劇場って、『妹』め、放送を意識してるのか？」

　将しよう悟ごはまるで、『妹』の声に首根っこを押さえられている気分になった。

　――こうして存在を見せつけ、正体を探ったら俺おれの秘密をバラすって言いたいのか？

『わたくしの夢は、お兄さまと、一緒のベッドで寝ること。そして夜寝る前と、朝起きたあとに、チュってキスしてもらうことです。それで毎日一緒にお風ふ呂ろに入って、お背中の流しっこ！』

　――そうだ、こうしちゃいられねぇ！　俺は風紀委員だ。『妹』を捕まえなきゃ！

　ハッと気づき、次の瞬間、将悟は生徒会室から駆け出していた。

「将悟さん!?　どこ行くんですか!?」

　心こ乃の枝えの声が追いかけてくる。

「放送室だ！　今、放送室に『妹』がいるんだ！」

『もちろん、キスよりすごいことだって、してくれていいんですよ？　お兄さまが望むなら、わたくしはどんなことだって……。毎日体をきれいにして待っているのですから』

「キャーッ、帝みかど野のくんって、女の子とお風呂入ってるの!?」

　廊下を走る将悟を見ながら、女子生徒がうれし恥ずかしそうに黄色い悲鳴を上げた。

　――すっかり誤解されてるぜ……。

　しかし立ち止まってる場合じゃない。

　なんとか……なんとか『妹』が放送室から逃げる前に、駆けつけないと……。

　校内で一番大きな放送室があるのは、視聴覚室などの特殊教室がある校舎だ。

　渡り廊下を走り、階段を駆け上がり、将悟が放送室の扉の前についたときには、『妹』の校内放送はもう終わっていた。

　――まだ、この中にいるのかな……。

　放送室に入ると、中は大きなガラス窓のある壁で、二つに分けられていた。

　奥の空間の中央には机が一つ置かれ、マイクが乗っている。ラジオ放送の設備を思わせるようなスタジオだ。今は誰だれもいない。

　手前側の空間は調整室になっていて、二人の女子生徒がいた。どうやら放送部員らしい。彼女たちが座っている細長い机には、ＣＤなどのデッキやモニター、さらにパソコンなどの放送機材がいくつも、所狭しと積み上げられていた。

　さらに後ろの棚には、色あせた大判のレコードジャケットが並んでいる。校内放送で流す音楽らしい。歴史ある学校だから、昔から使われているものが残っているのだろう。

　将悟に気づいて、手前にいた女子生徒がヘッドホンを外しながら振り向いた。

「あら……キミ、帝野くんね？」

「今の放送、聞こえてた？」

　将悟が聞くと、ショートカットの放送部員はうんざりしたような顔でうなずいた。

「またあのイタズラよね。ほんと、あたしたちも困ってるのよ。先生からは、放送室の戸締まりを厳重にしなさいって怒られるしさぁ」

　奥ではもう一人の放送部員がマイクのスイッチを入れ、「皆さま、失礼いたしました」と、謝罪放送を流している。

「二人とも、ここにいたんだよね？　――ここから放送されたわけじゃないんだ」

「ほかの放送設備を無断で使ったんでしょ」

「そうか……。それじゃどんなに早く駆けつけても、捕まえられないな……。放送設備って、校内にどれだけあるのかな？」

「メインの放送室はここだけど、各校舎に一つずつ設置されてるわよ。この学校って広いから、校内での連絡用に使えるようになってるの。それから講堂とか、別館の各種施設にも、それぞれ小型のものが設置されてるわ。あとは、職員室なんかにもあるわね。これは先生専用だから、生徒は使用できないけど」

　そんなことを話してると、放送室の扉をバッと開けて、男性教師が顔をのぞかせた。今の放送を聞いて、駆けてきたらしい。

「おーい、ここにあやしいやつ、いなかったか!?」

「いーえ、わたしたちしかいませんでしたー」

　男性教師はうなずいて、また廊下を駆けていく。ほかの放送室へ向かったんだろう。

「あたしたちも捕まえたいんだけどねぇ。なんか神出鬼没っていうか、突然ゲリラ的に放送してくるし。放送直後に先生が放送設備の場所に駆けつけても、もぬけのからなんだって。なんの形跡もないそうよ」

「そうなんだ……。彼女、そんなに逃げ足速いのかよ」

「かといって、年中全部の放送室見張ってるわけにもいかないでしょ。早く飽きてくれないかなって気分よ」

　放送部員の女の子は、さじを投げた顔で将しよう悟ごを見た。

　帝みかど野のくんも災難ねぇ、という同情の顔と、とんだ騒動持ってきてくれちゃって、という迷惑そうな表情が混ざっている。

「普段から放送室をよく使う生徒って、どんな人たちなのかな？」

「どういうこと？」

「そんなに速く逃げられるってことはさ、放送室の場所とか、設備の使いかたとか、よく知ってるんじゃないかって思うんだ」

「放送部員のほかには、各クラス委員とか、各部活の部長や副部長かしらね。あぁそれから、もちろん生徒会役員もよく使うわよ。連絡事項が多いから」

　生徒会役員、と聞いて、将悟はふと直感した。

　――そういえば……最初の放送のときも、その次も、そして今回も……国くに立たちさんがいなかった……!?

　そうだ……それにあの日、雅みやびにＤＮＡ鑑定キットを見つけられて騒いでいた日――落としたキットを拾ってくれたのは国くに立たちさんだった……！

「帝みかど野のくん？」

　放送部員の声で、将しよう悟ごは我われに返った。

「いや……イタズラの犯人を考えてて」

「誰だれか、思い当たるの？」

　しかし将悟は、首を横に振った。

　――やっぱり、国立さんなわけ、ないよな。

　考えてみればヘンだ。凜りん香かは携帯電話を拾えないはずだ。ゴミ集積場に電話が捨てられていた日、彼女は泊まりがけで生徒会の研修に行ってたんだから。

　それに生徒会役員なら、将悟の電話番号くらい簡単に調べられる立場だろう。適当な要件を作って先生に申請すれば、なんの疑いもなく教えてくれるはず。

　わざわざ捕まる危険を冒して校内放送する理由がない。

　第一、凜香は将悟に、『妹』の正体を突き止めろと言ったはずじゃないか？

　将悟の頭の中で、放送室に現れる神出鬼没の『妹』の姿は、深い闇やみへと戻っていった。



　いっぽう、そのころ生徒会室では、愛ま菜なを囲んで、雅、芽め依い、衣い楠くすが密談をしていた。

「このまま黙ってらんないわ。絶対、将悟と登下校できるようにしてやるんだから……」

「わたしもだぞ。店のため、吸血っ娘こコスプレで宣伝しなければ」

「どうやらボクも、子猫ちゃんたちを泣かせないために一肌脱ぐときが来たようだね」

　ふふふふふ……と笑う三人を見まわし、愛菜は不安そうな顔をした。

「だ、大丈夫かな～っ。凜香ちゃん、また怒らせちゃうよ～っ」

「心配ないわ、天てん導どう会長。あたしにまかせなさい。いい考えがあるから。――国立さんを説得するのは無理そうだわ。けれど、味方がいなくなれば、ゼッタイ折れるはず。となれば、狙ねらうはただ一人！」

　ビシッと、雅は宣言するように天井を指さした。

「将悟よ！　校則の犬になりはてた将悟を、正気に戻してやるの！」

「でも～、どうやって将悟くんを説得するの～？」

「エサで釣るのよ。今の将悟は犬だから、エサを見せればシッポを振ってワンワンついてくるわ。――将悟に、校則なんか守っても面白くないって教えなきゃ。ふふふふふ……。首を洗って待ってなさいよ、将悟！　あはは、あーっはっはっはっはっは!!」

　あやしく笑う雅を見ながら、滋し賀がさんは生徒会室の隅でカクカク震えていた。

「ぴ……こ、こわひですぅ……」

「怖くないです！　ぜーんぜん怖くないですよ！」

　心こ乃の枝えは滋し賀がさんを抱き抱えながら、必死に頭をなでているのだった。
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「ふぁ～、今日は朝から校門の立ち番かよ……。風紀委員会も楽じゃないぜ」

　大きなあくびをしながら、将しよう悟ごは一人、学校正門の脇わきに立っていた。

　腕には、すっかりなじんだ『風紀委員会』の腕章。今朝は風紀委員として、登校する生徒の身だしなみチェックに立っているのだ。

「ええと、服装と髪形、それにヘンな荷物を持ってないか、か……」

　面倒だなぁ……と思いつつも、将悟はパンパンとほおを叩たたいて気合いを入れ直した。

「いかんいかん。服装の乱れは気持ちの乱れ。しっかりしなきゃな。俺おれは襟を正して生きるって決めたんだ」

　と、気を引き締めていると、歩いてくる足音がした。

「将悟～、おっはよ～ん」

「お、雅みやびか。おはよ……」

　雅のほうに振り向いて、将悟は固まった。

「なっ、なな、なんだ雅、そのスカートは……」

　将悟の目には、チラチラと雅の両足……それも、むき出しの太ももが映っていた。

　雅は今、見えるか見えないかギリギリまで短いスカートをはいていたのだ。

「ん～？　普通に制服着てるけどな～」

「どこが普通だっ。短すぎるだろっ。見えちまうぞ！」

「見えるって、何が見えるのかなぁ？」

「何がって、決まってるだろ。パ……、いや、その……」

「聞こえないよー。将悟、何が見たいの～？」

「見たいとは言ってないだろっ」

　――雅め、俺を挑発してるのか？

　その手には乗るものか。俺は、襟を正した男なんだ！

　将悟は雅の前に立って腰に手を当て、キリッとした顔で彼女を見据えた。

「雅。そのスカートは校則違反だ。そんな短いスカートは、学校の風紀を乱す」

「スカートの長さの校則なんてあったかな～」

「それがあるんだな。『女子生徒のスカートは、膝ひざ上うえ一〇センチ未満と定める』って、深み流りゆう院いん学園校則にも書いてあるんだぜ。徹夜で校則読んで覚えたんだからな」

　将悟は胸ポケットから取り出した生徒手帳をパラパラとめくった。

「ほら見ろ、このページに書いて……ないな。それともこのページ……にもない……。って、いくらなんでも校則多すぎだろっ」

　将しよう悟ごはあきらめて、びっちり何ページも校則の書かれた生徒手帳を閉じた。

「とにかくっ、雅みやびのスカートは校則違反だ！」

「ふ～ん。でもこのスカート、膝ひざ上うえ九・五センチなんだけど」

「……ウソつけ。どう見ても二〇センチくらいあるぞ」

「なら測ってみせてよ。証拠ないと、納得いかないしー」

　まるで教師に楯たて突つく不良女子高生である。

　雅は口を尖とがらせながら、わざわざ用意してたらしいメジャーを将悟に投げ渡した。

「――わかったぜ、雅。膝上一〇センチ以上あったら、おとなしく着替えるんだぞ。ジャージくらい持ってるだろ」

　将悟はシャッとメジャーの定規を引き出した。

　そのまま、雅のひざの前に屈みこむ。

　――う……雅の太もも……。

　小柄な雅らしい、ほっそりした足が二本、目の前にまっすぐ立っている。水泳をやってるせいか、少し引き締まった感じだ。

　こうして間近で見ると、スラッとしてて触りごこちよさそうっていうかなんというか。

「あれ～、将悟、どーしたのかな～？」

　雅が挑発的な視線で見下ろした。

「風紀委員が、女の子の足ジロジロ見てていーのかなー」

「くっ……。じ、ジロジロ見てなんかないっ。雅こそ、足にサブイボ立ってるぞ。寒いんじゃないのか？」

「寒くなんかないわよっ！　もう六月だしっ。いいから早く測りなさいってば！」

　雅はぐいっと左足を前に出した。

「じゃあ、測るからな……」

　つばきを飲みこみ、緊張に震える手で、メジャーを雅の太ももに押し当てる。

「ひゃっ!?　し、将悟っ！　触ったでしょっ!?」

「ささ、触ってねぇっ。ちょっと、当たっただけだよっ」

「将悟が触った～っ。風紀委員なのに足触った～!!」

　騒ぎ声に、通りかかった女子生徒たちが「何してるのかしら!?」って顔で立ち止まる。

「こら動くなっ。測れないだろっ」

　将悟はとっとと測り終えようと、メジャーの上端を持つ手を一気に上げた。

　と、手にスカートの端が引っかかってしまう。

　手の甲に、スカートの布地が触れて……将悟と雅は、気マズそーな空気で固まった。

　ギリギリまで丈の短いスカートがちょっとでもめくれれば、中が見えてしまう……。

「将しよう悟ご、見たいんでしょ。めくりたいんでしょ……」

「そ、そんなわけねぇって……」

「ウソ。ほんとは見たいくせに」

　将悟は歯ぎしりした。

　――そりゃ俺おれだって男だ。み、雅みやびのパ……見たくないわけじゃない……。

　すると雅は顔を赤く染めながら、意地の悪そうな笑顔を浮かべた。

「風紀委員なんかやめたら、このまま見せてもいいんだけどな～」

「俺と……取り引きしようってのか……？」

「だって風紀委員じゃ、女の子のスカートの中、見ちゃいけないわよね～」

　――なんてことだ。雅のやつ、甘いエサで俺を釣ろうとしてやがる……。

　そ、そんな手に乗るもんか。俺は、襟を正して生きると……決めたはすだ……。

　風紀委員とパンツ――風紀委員とパンツ――風紀委員とパンツ……。

　将悟の頭の中で、風紀委員会の腕章と白いパンツが、世界の覇権を争うがごとく激しい戦いを繰り広げていた。

「将悟さん！　神かん凪なぎさんも、何してるんですかっ!?」

　突然噛かみつくような声がした。

　登校してきたらしい心こ乃の枝えが、鞄かばんを抱えて、ピクピクと怒ったように震えている。

「こ、心乃枝。……これはだな、あくまで風紀委員会の活動として、生徒たちの規律を正すために……スカートの丈を測ろうと……」

「将悟……あたしの足触った～。パンツ見たがってた～」

「ち、違う！　俺は学園の規律を正そうとしてたんだ！」

　すると心乃枝は、肩をいからせてつかつかと歩いてきた。

　ドン！と将悟の前で、右足で地面を踏みしめる。

「でしたら、わたしのスカートの丈も測ってください！」

「……何言ってんだ。心乃枝は制服カンペキじゃないか。優等生オーラがまぶしいぜ」

「わ、わたしだって、校則違反してるかもしれないじゃないですか！」

「へー。でも鶴つる眞まさん、校則違反なら、あたしくらい短くないとねー」

「う……。も、もちろんです。わたし、不良生徒ですから。スカート短いですから！」

　雅に挑発されて、心乃枝は、スカートをつまんでするすると引き上げた。

　するする……するすると、心乃枝の肌触りよさそうな太ももが、あらわになっていく。

「わわわ、わたし、不良ですから、校則違反してますから、は、測ってください！」

　――そんな真まっ赤かな顔で震えながら校則違反する不良、見たことねーぞ。

「あたしを測りなさいよね！　あたしのほうが短いでしょっ！」

「いーえ、わたしからですっ！　わたしのほうが短いですっ！」

「ていうかお前ら何を競ってるんだ！　とにかく、たた、タンマだっ、二人ともっ。それ以上上げるとパ……」

　言いかけたとき、周囲を一陣の風が吹き抜けた。

「ひゃあっ!!」

　あわてて心こ乃の枝えは、両手でスカートを押さえた。

　一瞬、何か白いものが見えた気がする。

　雅みやびのギリギリまで短いスカートも、ふわりと待って……。

「……はうっ!?　み、見えた？　見えちゃった!?」

「み、見てない見てない……って、雅？　そのスカートの中……」

　将しよう悟ごはあわてて目を反らそうとして……気がついた。

　雅はスカートの中に、しっかり短パンをはいている。

「見てるじゃないのっ！　将悟のヘンタイっ!!」

「短パンはいてるなら平気じゃねーか！　ったく、思わせぶりやがって……」

「うっさい！　ここ、こんな短いスカートで、パンツだけなんて無理でしょ！　短パンはいてたって恥ずかしいんだから！」

　雅は必死でスカートを押さえながら怒鳴る。

　その横で心乃枝が、ぷっとイジワルそうに笑った。



    

  
    
      



    

  
    
      「神かん凪なぎさん、無理して不良のふりしてたんですね。――かわいいなぁ」

　雅みやびはカーッと耳まで真まっ赤かになった。

「バカッ！　将しよう悟ごのバカアアアアアアァッ!!」

「なんで俺おれなんだっ。いいから、教室行ってジャージに……」

　そのとき、将悟の後ろに誰だれかが立つ気配がした。

「ふふふ、やるじゃないか帝みかど野の」

　振り向くと、今度は芽め依いが登校してきたところだ。

　が、いつもの魔女っ娘こコスプレ姿ではなかった。三角帽子はかぶっておらず、代わりに首から下が、黒い布地にスッポリ包まれている。

「嵯さ峨が良らセンパイ、おはようございます……って、なんですかその格好。今日は雨降ってませんよ」

「雨ガッパじゃないぞ。黒マントだ！　このダークかわいいリボンが見えんか」

　見ると芽依の頭には、羽を広げたコウモリの形に結ばれた、大きな黒いリボンがある。

「見ろ！」

　芽依はバッと大きなマントを広げた。

　マントの下に着ていたのは、ヒラヒラとフリルのついた、白と黒のドレスだった。おへそは丸出し、胸元も大きく開いて、谷間が見えそうだ。黒いスカートはやたら短く、スラッと伸びた生足の先には赤いハイヒールをはいている。

「どうだ、これぞ妖よう艶えんなヴァンパイアプリンセスだぞ。萌もえるだろう」

「明らかにどう見ても校則違反じゃないですかっ！　制服のかけらもないし！　ていうか先生に怒られますよ」

「人間世界の教師など知ったことか。わらわは闇やみに生きる吸血鬼なのだ」

「……だいたいドラキュラって、昼に出歩いたら死ぬんじゃないですか？」

「ドラキュラは固有名詞だと言っただろ！　――わらわはヴァンパイアの始祖。ディ・ウォーカーだから太陽の下でも大丈夫なのだ。その代わり夜はぐっすりだ」

「闇に生きるんじゃ……。なんでもいいから、あとでジャージに着替えてくださいよ」

　すると芽依は、ぐいっと顔を近づけた。

「わらわに命ぜられるのは、契約を交わせし者だけだぞ。さぁ帝野、わらわと誓いのキッスをしようではないか」

「なんでジャージ着てもらうのにキスする必要がっ」

「覚悟するがいい。風紀委員と書いてヴァンパイア・ハンターと読む貴様を、堕落せし闇の世界へ導いてしんぜよう」

「読みませんっ！　か、顔を離してくださいってば、みんな見てますからっ！」

　ぐいぐいと唇を寄せる芽依を、将悟は必死で押し返した。

「コラーっ、嵯さ峨が良らセンパイっ！　キスはダメ、ダメだってば！」

　見ていた雅みやびが、あわてて将しよう悟ごと芽め依いを引き離しにかかった。

「なぜだ、神かん凪なぎ。帝みかど野のを誘惑して風紀委員会から引きずり落とす計画ではないか」

「それでも口にキスなんてダメです！」

　つまらんなぁ、という顔で、芽依は将悟に向き直った。

「というわけだ、帝野。始祖との契約方法は、ほっぺにチューに変更されたぞ」

「なんて薄っぺらい契約ですか。――ってか、雅、お前の計略かよっ!?」

「ふ～んだ。絶対に風紀委員なんかあきらめさせるんだから」

　ぷいっと口を尖とがらせる雅を前に、はぁ、と将悟はため息をついた。

「二人とも教室に行ったら必ずジャージを着るように。センパイもいいですね？」

　言ったとき、背後から誰だれかが近づき、将悟の肩に腕を乗せた。

　男子制服姿の衣い楠くすがピッタリと体をくっつけて、腕を組んでくる。

　キャアアアッと、まわりにいた登校中の女子生徒から黄色い悲鳴が上がった。いつの間にか将悟たちを女子生徒が取り囲み、目をキラキラさせながら見つめている。

「……何してんだよ、衣楠」

「ボクはきちんと学校の制服を着ているよ。校則違反なんて言わないよね？」

　男装なんだから明らかに校則違反だと思うが、一応これでも衣楠は、将悟を妹の手から守るために学園に潜入しているのだ。

「い、言わないさ。衣楠は優等生だ。だから俺おれの言うこと聞いて、離れてくれるよな？」

　すると衣楠は人差し指の先を、将悟の胸でくりくりっとまわした。

「つれないこと言わないでくれたまえ。ボクは将悟くんが望むなら、身も心も女になる準備だってできてるんだ」

　――お前は元もと々もと、身も心も女だろーがっ。

「誤解されること言うなってば、もう」

　将悟は衣楠の腕を振り払った。

「水みず谷たにくんに冷たくしないでー！」

　たちまち、取り囲んでいた女子生徒から非難の声が上がる。

「そーよ、風紀委員のくせにーっ」

「風紀委員は関係ないだろ……」

　将悟は非難の目にもめげず、雅たち三人を見まわした。

「雅も心こ乃の枝えも、衣楠もセンパイも、いいかげんにしないと『校則違反しません』の誓約書を書いてもらうから！　ほら、みんなも立ち止まらないで、歩いて、歩いて！」

　ぶーぶー文句言いながら、雅たちはようやく校舎へ歩いていく。

　――まったく、風紀委員も楽じゃないぜ……。

　一人、疲れた顔でため息をつく将しよう悟ごだった。
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「朝の騒ぎは何事ですか！」

　昼休みの昼食後、生徒会室で将悟は凜りん香かから怒られていた。

　隣では滋し賀がさんが、心配そうな目で将悟を見ている。かよわい彼女にそんな目を向けられると、ますます怒られている自分が情けなくなってしまう。

「だって、雅みやびのやつ、またくだらないこと考えるから……」

「帝みかど野のセンパイは甘すぎます。だからつけ入れられるんですわ」

　凜香は、副会長の机に乗った紙束をポンポンと叩たたいた。

「見てください。これが、わたしが取り締まった生徒たちに書いていただいた『二度と校則違反をいたしません』の誓約書です。帝野センパイはまだ一通も誓約書をもらっていないではありませんか。もっと気合いを入れてください！」

　まるで、営業成績で怒られるサラリーマンみたいな気分である。

　一ひと通とおりのお説教が終わると、将悟は滋賀さんと一緒に、昼休みの見まわりに出た。

「はぁ……。なんで俺おれが国くに立たちさんに怒られるんだ……」

「帝野センパひも、大変ですね……」

　二人が通りかかると、廊下や教室でおしゃべりしていた生徒たちが気まずそうに黙り、風紀委員会の二人から離れる。

　もっとも将悟も滋賀さんも、あまりうるさく違反取り締まりなんてしていなかった。せいぜい、たまに軽く注意する程度だ。

　凜香が言うとおり、そんなことでは甘すぎるのかもしれない。

　……けれど、凜香の厳しい取り締まりは今や、生徒中からおそれられている。まるで権力者のようなイメージが、風紀委員会全体に広がっているのだ。

「わたしたち、嫌われてるのでしょうか……」

「滋賀さん、大丈夫？　クラスメイトから、なんか言われたりしない？」

「わたし、元もと々もとあまり、人とお話ししませんから……」

「そうなんだ……。滋賀さん、あまり風紀委員なんて向きそうにないのに、大変だろ？　もしイヤだったらさ、俺から国立さんに言ってあげるよ」

　しかし、滋賀さんは意外にも首を横に振った。

「いえ……わたしから、委員にしてほしひって頼んだんです」

「えっ、そうだったの？」

「入学して一人でしたから、生徒会や風紀委員会に入ることできて、うれしひんです」

　――やっぱり国くに立たちさんって、本当はほかの人に気をつかってるんじゃないかなぁ……。

　今や、学園中から鬼のようにおそれられてる凜りん香かだけど……本当はみんなの気持ちをよく考えてるんじゃないか……。

　そのとき、廊下の向こうから心こ乃の枝えがあわてた様子で駆けてきた。

「どうしたんだよ、心乃枝？」

「学校のそばに、ヘンな人がいるんです！　だから先生を呼びに行こうって思って……」

「ヘンな人だって？　どこだ!?」

　将しよう悟ごは心乃枝に連れられて、別校舎にある、二階の階段の踊り場へと走った。

　窓のところに十人近くの生徒が集まって、ざわめきながら外をのぞいている。

　将悟が駆け寄ると、窓際の女子生徒が外の一点を指さした。

「見てよ、あの人」

　そこは学校の敷地から出た、細い裏通りが横切っている場所だ。

　歩道に、ヨレた茶色のスーツを着た、二十歳前後の男が立っていた。落ち着きなく左右を行き来し、チラチラと校舎を見上げている。

「もう、三十分くらいああしてるの。なんか、気味悪くて……」

「確かに様子がヘンだな……」

　深み流りゆう院いん学園には、政財界の子息も多く、何よりも女子生徒が多い。

　あの男が、生徒を狙ねらう犯罪者だったら危険だ。

「わたし、先生呼んできます」

　心乃枝は階段を駆け下り、職員室のほうへ走っていく。

　直後、不審人物は歩き出した。どうやら裏門のほうへ向かっているようだ。

「あの人、校内に入るつもりよっ!?」

　きゃあっと、女子生徒たちが不安そうな悲鳴を上げた。

　――まずいな……。万一校内で人質でも取られたら……。

「滋し賀がさん、俺おれ、様子見てくる！　ここで待ってて」

「センパひ、あぶなひです！」

「平気だよ！　ま、風紀委員としちゃ、これも規律を守るってことさ」

　校舎を出て、学校の裏門側に走った。白い鉄てつ柵さくの門の向こうは、学校の裏通りだ。

　将悟が門から飛び出たとき、ちょうどすぐ横に、さっきの不審者が歩いてきた。

　突然飛び出した将悟を見て、不審者はビクリと驚いたような目を向ける。

「俺は深流院学園の風紀委員です。学園に、何か用ですか？」

「ぼ……僕は、あやしいものじゃない……」

　ひょろりと背の高い、やせた青年だ。いかにも怯おびえた様子で将悟を見ている。

「そ、その、凜香さんに、国立凜香さんに、会いたいと思って……」

　意外な名前に、将しよう悟ごは思わず目をしばたたいた。

　――凜りん香かさんに、会いたい……？

　最初に下の名前で呼んでいる。いったいこの男、何者なんだ？

「失礼ですが、どちらさまですか？」

「凜香さん、いるかな……？」

「……要件なら、伝えますけど……」

「ぼ、僕は……なんとかして、彼女と話をしたいんだ……」

　青年は、一歩前に進み出た。

　思わず身構える。――この男、国くに立たちさんのストーカーか!?

「こ……こっちに来たら、だめでふっ……!!」

　そのとき、迫力のない叫び声がした。

　ヨタヨタと駆けてきた滋し賀がさんが、将悟と青年の間に割って入る。通せんぼをするように、大きく両手を広げた。

「滋賀さん！　どうしてここに!?　待っててって言ったのに……」

「わ……わたひも風紀委員ですから……が、学校を……」

　言いながら、滋賀さんはガクガクと震えていた。

「い、いや、僕は……」



    

  
    
      



    

  
    
      　青年がまた半歩踏み出したとき……

「ぴっ!!」

　短い悲鳴を上げて、滋し賀がさんは腰が抜けたようにヘナヘナとくずおれた。

　将しよう悟ごはあわてて滋賀さんの背を抱える。

「近づかないでください！」

　将悟が叫ぶと、彼はビクッとした顔で立ち止まった。

「……彼女、人見知りする性格なんです。知らない人が近づくと、怯おびえてしまう。だからそれ以上、近づかないでもらえますか」

「す……すまない。脅おどかすつもりじゃないんだ……」

　青年は、意外なほど素直に謝った。

　――もしかしたらこの人、ただ気が弱いだけなのか？

　それでこんな挙動不審に見えるのかもしれない。

「失礼ですが、国くに立たちさんとはどういう関係ですか？」

「僕は、凜りん香かさんの婚約者だよ……」

　――こ、婚約者!?

　突然の言葉に、将悟は絶句したまま声が出なかった。

「だから話をしたかったんだけど……出直すことにするよ……」

　青年はうなだれ、きびすを返してとぼとぼ歩き出す。

「あ、あの、名前を……」

　しかし聞こえないのか、彼は背を丸めたまま歩き続け、道の角を曲がって見えなくなる。

　――国立さんに、婚約者……。

　将悟は呆ぼう然ぜんとしたまま、その事実をどう受け止めていいのかもわからなかった。

　それから、はぁはぁと苦しそうな呼吸音で我われに返った。

「滋賀さん、どうしてここに……。待っててって言ったのに」

「は、はひ……。で、でも、帝みかど野のセンパひ、あぶなひ目にあったら……」

　――滋賀さん、俺おれのこと心配して、来てくれたのか……。

　滋賀さんの判断は、正しいとは言えない。今の青年が本当に犯罪者だったら、危険な目にあっていただろう。

　だけど……おそらく滋賀さんは、将悟の何百倍も勇気を振りしぼったんだ。

「ありがとう。俺、おかげで全然怖くなかったよ」

「ぴ……。よかったです……。わ、わたしも、風紀委員……ですから……」

　将悟は笑って、滋賀さんの頭をなでてあげた。

　そして……さっき、深く考えず「イヤだったら国立さんに言ってあげる」なんて言った自分が少し恥ずかしくなった。

　――滋し賀がさんはちっともイヤがってなかったのに……そんな気持ちも、確かめようともしないで決めつけていたんだな。

「将しよう悟ごさーんっ！　大丈夫ですか!?」

　背後から、心こ乃の枝えの呼び声がした。

　振り返ると、裏門のところに心乃枝が立っている。隣には、筋肉もりもりな体育教師もいた。さらに、門の横や校舎の窓から、何人もの生徒たちが不安そうに見ている。

「こっちは無事だよ！」

　将悟は、心配そうに駆けてくる心乃枝に向けて、手を振り返した。



　婚約者のことは意外だけど、そもそも凜りん香かは、古くからの伝統的な家柄のお嬢さまだ。そんな話もあるのかもしれない。

　騒ぎのあとで生徒会室に戻ると、凜香が一人、机に座って書類の整理をしていた。

「国くに立たちさん。今、見まわりから戻ったよ」

「ごくろうさまです。――あら、滋賀さんはいないのですか？」

「少し疲れたみたいで、心乃枝が面倒見てくれてる」

「そうですか。帝みかど野のセンパイ。滋賀さんは見てのとおり引っ込み思案ですので、あまりムチャはさせないでくださいませ」

　――国立さん、やっぱり本当はみんなのこと、考えてるんだな。

　凜香の言葉を聞いて、将悟はあらためて思った。

「わかってるってば。だけど、まさか滋賀さんのほうから風紀委員会に入りたいって言ったなんて、意外だったな」

「お聞きになりましたのね。――わたしも最初は驚いて、さすがに大変ですわよとお話ししたのです。そうしたらじっとうつむいて、悲しそうにしてたものですから……」

「そんなことがあったんだ」

「とにかく、ごくろうさまです。これから一年生のクラス委員の方々がいらっしゃいますので、帝野センパイは教室に戻ってください。巡回記録はわたしがつけておきますわ」

「あと国立さん、さっき、学校の裏通りでなんだけど……」

「何か騒がしかったですわね。なんだったのです？」

「国立さんに会いたいって人が来てたんだ。名前は聞きそびれたけど、国立さんの婚約者って言ってたよ。――俺おれ、初めて聞いたから驚いちゃった」

　凜香は返事をせず、じっと手に持った書類を見つめていた。

　いや、明らかに視線が泳いでいる。

「……国立さん？　どうかした？」

「い……いえ、なんでもありませんわ。――ありがとうございます。彼には、のちほど連絡をしておきます」

　――やっぱり、本当に婚約者だったんだ。どんな人なんだろ。いつ結婚するのかな。

　けれど凜りん香かは口を閉ざしたまま、書類に目を落としている。

　まぁ、根掘り葉掘り聞くようなことじゃないよな……。

　時計を見ると、休み時間はまだ十五分くらいある。滋し賀がさんの様子、見に行こうかな。

「それじゃ、また放課後にな……」

　言いながら再び凜香の顔を見て――将しよう悟ごは、目を見開いた。

　書類を持つ凜香の手が、小刻みにガクガクと震えていた。凜香は長い髪を垂らしながら深くうつむき、噛かみしめるように唇を固く結んでいる。

「国くに立たち……さん……？」

　そして凜香の両目から……涙がこぼれ落ちた。

　ぽとり、ぽとりと一滴、二滴と落ちて……やがて止めどもなく、ポタポタと何粒もの涙がこぼれ、持っていた書類を濡ぬらしていく。

「うっ……ううっ…………」

　肩を震わせ、噛み殺したような嗚お咽えつが漏れた。

「く、国立さん！　どうしたの!?」

　将悟は机をまわりこんで、凜香の隣に駆け寄った。

「帝みかど野の……センパイ……。教えて……ください……。わたしは……わたしは、いったいどうしたらいいのですか!?　教えてくださいっ!!」

　激げつ昂こうし、つかみかかる勢いで、将悟の胸に顔をあずけた。

　突然のことに支えきれず、将悟は背後に倒れ、尻しりもちをつく。投げ出された何枚もの書類がヒラヒラと舞い落ちる中、二人は抱きあうような格好で倒れた。

「わたしは……どうすれば……」

　凜香は将悟の胸元を涙で濡らしながら、小動物のように震えていた。

　将悟は、とにかく凜香を落ち着かせるように、彼女の頭をそっとなでた。

「クラス委員会の書類持ってきましたー」

　カチャリと扉が開いた。振り返った将悟の前に、十人近くの男女生徒が立っていた。

　みんな、一目将悟たちの状況を見て、表情が固まっていた。

　……彼らに、悪意はなかったと思う。

　しかし人は、見てしまった衝撃的な場面を、なかなか話さずにはいられないものだ。

　しかも悪いことに、将悟も凜香も、今や校内で有名な存在になっていた。

『風紀委員が、生徒会室で風紀を乱してる』

　その日、そんな噂うわさが学園中を駆けめぐるのに、時間はかからなかったのである。



    

  
    
      




４章　妹と遊園地とゾンビたち？





　ある日の放課後。将しよう悟ごが渡り廊下を歩いていると、中庭に凜りん香かを見つけた。

　傾きかけた午後の陽射しの中、竹たけ箒ぼうきで地面を掃いている。足元には、集められた紙くずやビニール袋が積み重なっていた。

　――国くに立たちさん、また一人で掃除してる……。

　将悟と凜香が、生徒会室で抱きあっているところを目撃をされた日から数日。

　学園内では、もうほとんどの生徒が、風紀委員の言うことなどまともに聞かなくなっていた。校則違反の生徒を注意しても、誰だれも気に止めない。

　そんな空気を察したのか、凜香は将悟と滋し賀がさんに、校内巡回の中止を告げた。陰口すら叩たたかれるような状況では、将悟はまだしも、気弱な滋賀さんには耐えられないだろう。

　こうして学園中からおそれられた風紀委員会は、事実上、あっさり瓦が解かいしたのである。

　それでも凜香は、毎日一人で校内の見まわりを続けた。そればかりか、時間を見つけては一人で、校内の掃除をするようになっていたのだ。

「ちりとり、持つよ」

　将悟は凜香のそばに行って、置かれていたちりとりを手に取った。

「気をつかう必要はありません。わたしが個人的にしていることですから」

「こないだの生徒会室でのこと、みんなにちゃんと説明したほうが……」

「ご心配いりません。クラス委員の方々には、きちんと誤解だと説明しました。みなさん納得してくれましたわ」

「でも、広まった噂うわさの誤解が解けたわけじゃないだろ？」

「学校中に、いちいち説明してまわるのですか？　――そんな必要ありません。何もやましいことないのですから、堂々としていればいいのです」

　凜香は背を向け、ゴミ捨て場へ歩いていく。

　――強い人だなぁ。

　そう思った。しかし同時に、今の凜香が孤独に見えてしかたない。

　国立さんの涙、なんだったんだろう……。

　将悟から婚約者の話を聞かされたとたん、凜香の態度が急変した。

　でも凜香の婚約の詳細なんて知らないし、彼女もちっとも話そうとしない。将悟には、凜香の涙の理由は、わからないままだ。

　ゴミを捨てた凜香は、そのまま校舎の中へ戻った。

「将しよう悟ご……」

　声に振り返ると、雅みやびがいた。

　雅だけじゃない。心こ乃の枝えと芽め依い、それに衣い楠くすもいる。さっきから見ていたらしい。

「どうしたんだよ、みんなそろって」

「ねぇ将悟……。あたしたちのせい……かな……。あたしたちが風紀委員会じゃましたから、国くに立たちさん、一人に……」

　雅は罪悪感を感じているらしく、しょぼんとうなだれている。

「心配するなって、雅。そんなんじゃないからさ。つまらない誤解だよ」

　将悟は、凜りん香かの婚約のことは黙っていた。凜香自身が話さない以上、勝手に言っていいものか、わからなかったのだ。

「あたしはさ、ただ、将悟が『校則、校則！』って言って、一緒に登校することもできなくなったらやだなーって……」

「国立さんもちょっと、やりすぎなところはあるけどな……」

「ねぇ、なんで将悟は風紀委員会に入ったのよ？」

「俺おれか？　うーん、風紀委員も訓練になるかなって考えたんだよ」

「訓練って、なんの？」

　将悟が言おうとしたのは、将来の社長としての訓練だ。が、それは秘密のことである。

「将来何かの役に立つかなってことさ。――それに、風紀委員として活動すれば、『妹』の正体を突き止められるかもしれない。たぶん国立さんは、そのために俺を風紀委員会に入れたんだ」

「だったら、言ってくれれば手伝ったのにさ」

「それで将悟くん。風紀委員会を通して、『妹』の手がかりは得られたのかい？」

　衣楠が聞いた。

「いや、ほとんど何も……。わかったのは、『妹』は校内の放送設備のどこかに、神出鬼没に現れるってことだけだ。放送直後に放送部員や先生たちが駆けつけても、もぬけのからなんだってさ。よっぽど逃げ足が速いみたいだ」

「ふむ……不可解だね。逃げ足が速くても、大勢の人間が警戒する中でどうやって……」

「わかったわ！」

　雅が叫んで、ポン！と手を打つ。

「将悟の『妹』って、透明人間なんだ！」

「俺の妹は怪物かよ」

「……かもしれないわ。だって、将悟の妹だし！」

「なんでだよ！　――けど、ほんとに透明人間みたいなんだよなぁ……。毎回、どこに消えちまうんだ」

「人が姿を消せるはずはない。身を隠すための、何かトリックがあるのかもしれんな」

　芽め依いはあごに手を当て、考えていた。

「トリックですか？　例えばどんな……」

「窓から脱出した、とか、天井に貼はりついてるとか、そういうことかな？　ボクならお茶の子さいさいだけど、一般の女子生徒にできる芸当とは思えないけどね」

「それも一つの可能性だ。もちろん、実際は誰だれにでもできるような、簡単なトリックだろうがな。――帝野みかどの。もし何かのトリックがしかけてあるのなら、放送直後の放送室を調べれば、痕こん跡せきが見つかるかもしれないぞ」

「でも嵯さ峨が良らセンパイ。放送部の人たちは、『妹』の放送直後に駆けつけても、何も変わったところはなかった、って言ってましたよ」

「見つけるより先に、痕跡を消されたのかもしれんぞ」

「う～ん……。せめて『妹』がどこから放送してるのか、はっきりすればなぁ……。放送設備が多いから、見てまわる間に逃げられちまってるんだし……」

「将しよう悟ご、こういうのはどう？」

　雅みやびが、また思いついたように言った。

「今度は俺おれに分身しろとか言うなよ」

「そんなこと言わないわよっ。――次、『妹』の放送があったらさ、みんなで分担して、一斉にそれぞれの放送設備に走るのよ。そしたら『妹』が逃げる前に、捕まえられるかもしれないじゃん」

　雅の提案に、一同は思わず顔を見あわせた。

「あ……あたし、なんかヘンなこと言ったかな？」

「……いや雅、それいい考えかもしれないぞ！」

「あらかじめ誰がどこへ走るか決めておけば、駆けつけるまでの時間が短縮ができるかもしれませんね」

　心こ乃の枝えも雅の考えに賛同した。

　――そうだ。それに以前、生徒会室で『妹』の放送が流れ出したとき……ここにいる全員が集まっていた。つまりここにいるみんな、『妹』じゃないってことだ！

「よし、みんなで協力して『妹』を追い詰めよう！」

「わたし、校内の見取り図を用意します！　クラス委員会で手に入りますから」

「頼んだぞ、心乃枝。――なんていうか、こりゃチームプレイだな」

　場の盛り上がりを見て、提案者の雅はここぞとばかりに胸を張った。

「へへーん。参謀はあたしにまかせなさい！　チーム名は『天才雅さまの電撃大作戦チーム』で決まりね！」

　……しかし誰も聞いてなく、すでに作戦会議に熱中している。

「なんでよーっ!?　無視すんなーっ」

　一人、真まっ赤かな顔で涙目になる雅みやびだった。



　みんなと別れてから、将しよう悟ごは生徒会室に向かった。風紀委員としての仕事は残ってないけど、凜りん香かが気になったのだ。

　しかし凜香は生徒会室に戻っていなかった。代わりに愛ま菜なが一人、立っていた。

　愛菜は、副会長席……つまり凜香の机の前に立っていた。

「あ、し、将悟くん～。どうしたの～？」

　入ってきた将悟を見て、ビクッとしたように背筋を伸ばす。

「国くに立たちさん、戻ってるかなって思って……。天てん導どう会長は？　まだ仕事残ってるの？」

「う、うん。いろいろ、先生に頼まれちゃって～」

　愛菜はあわてて、自分の机に戻った。

　――なんか、ヘンだな。

　どうも愛菜の態度が不自然だ。凜香の机の前で、何してたんだろう。

「国立さんの席、どうかした？」

「ううん。なんでもないよ～。凜香ちゃん、どうしてるかな～って……」

「国立さんのこと、心配してたんだ」

「凜香ちゃん、愛菜のこと、怒ってる……よね……」

「風紀委員会に協力しなかったから……ってこと？　怒ってなんか、ないと思う。――でも、やっぱり天導会長に協力してほしかったんじゃないかな」

「だけど愛菜、凜香ちゃんみたいにしっかりできないもん。みんなをまとめたりできないもん！　だから愛菜、せめてみんなが楽しい学校になればって思ってきたのに……」

　愛菜は元気なくうつむいた。

「――俺おれ、二人を見てて感じたんだ。きっと生徒会での二人って、車の両輪みたいなものなんだよ。確かに国立さんはしっかり者だけど、彼女一人だと、マジメすぎてまわりとギクシャクしてしまうんだ。だから天導会長みたいな人が潤滑油になって、初めてスムーズに物事が進むんじゃないかなって思うんだよ」

「……愛菜だって、凜香ちゃんと仲良くしたい。でも……怖いの……。凜香ちゃん、愛菜のこと許してくれないかも……」

　そのとき将悟は、今まで知らなかった愛菜の一面を見た気がした。

　天導愛菜という女の子は、明るく天然でおとぼけもので……。

　でもその奥には、人一倍繊細で傷つきやすい内面があるんだ。

「そうだ！　今度の休みにでも、みんなで遊びに行かないか？」

「遊びに？」

「そう。学校の外に出て、風紀委員会も何も、忘れちまうんだよ。バーッと遊んで気分が晴れれば、国くに立たちさんともあっさり仲直りできるかもしれない！」



　　　§



　六月も半ばを過ぎ、そろそろ蒸し暑くなってきた季節。

　ここは将しよう悟ごたちの暮らす街から、バスで三十分ほどの場所にある遊園地だ。

　梅雨の合間の、晴れた日曜日の昼前。まわりは親子連れやカップルでにぎわっている。

「……どうしてわたしが、遊園地などで遊ばなければなりませんの？」

　遊園地の入り口前に立って、凜りん香かは腰に手を当てながらブツブツと文句を言った。

　若草色のワンピースに小型のハンドバッグ。言葉とはうらはらに、しっかりよそ行きモードの私服姿である。

「いつも生徒会や風紀委員会で大変だからさ、たまにはねぎらわせてくれよ。今日は俺おれがおごるから、学校のことは忘れて思いっきり遊ぼう」

「へぇ……。遠慮しないでいいのですね、帝みかど野のセンパイ」

「もちろん！　お金のことなんか気にしないで！」

「わたしが本気で楽しんだら、帝野センパイのおこづかいで足りますかしら……？　まず、お食事は高級レストランでなければ困りますし、移動は当然ハイヤー、帰りは一流店のアクセサリーを両親へのみやげ物に……」

「ちょっと待って、待って！」

　――しまった、国立さんって、一流のお嬢さまなんだっけ。お金持ちなのかなぁ……。

　将悟は帝野グループ社長の息子であるが、おこづかいの額はごく平凡だ。

　将来の社長たるもの、一般的な金銭感覚を身につけよとの、母の配慮らしい。

「お、お手柔らかにお願いします……」

「無理せず、最初からそう言えばいいですのに」

「ま～ま～二人とも～。遊園地なら、そんなにお金かからないから大丈夫だよ～」

　隣に立っていた愛ま菜なは、胸の前で両手を握り、すっかりワクワクした顔だ。

　かわいらしい、花柄模様のジャケットとミニスカート。いつもの制服姿より、一段と子供っぽく見える。

「天てん導どう会長が楽しみたいなら、帝野センパイと二人でデートすればよろしいですのに」

「だって、凜香ちゃんも誘いたかったんだもん……」

「おかげで、今日はお稽けい古こを二つもキャンセルしたんですのよ。そもそも遊園地なんて、子供が遊ぶところでしょう？」

「大人も遊ぶと思うけど……。国立さんは、遊園地とかあまり来ないの？」

「生まれてこのかた、入ったことなどありません」

「さ、さすがだな。背中からお嬢さまオーラが見えるぜ。――それなら一度、社会見学ってことで遊んでみるのもいいんじゃない？」

「ま、せっかく来たのですから、入るなら早く入りましょう。これ以上時間をムダにしたくありませんわ」

　凜りん香かはスタスタと入場口のほうへ歩いていく。

　将しよう悟ごと愛ま菜なは顔を見あわせ……くすっと笑った。

　ツンツンしたこと言いながらも、こうしてつきあってくれるところが凜香らしい。

「こうなったら、とことん国くに立たちさんを楽しませなきゃな」

「ねぇねぇ知ってる？　ここのお化け屋敷って、と～っても怖いのよ。将悟くんも、先にトイレ行っとかないと、漏らしちゃっても知らないから～」

「いくらなんでも、高校生だぞ、俺おれたち。――そのお化け屋敷入るの？」

「もちろん！　ここならあの凜香ちゃんも怖がって～、平然としてる愛菜を見て『やっぱり頼りになる生徒会長ですわ』って思うんだから～」

「お化け屋敷が平気なのと生徒会長として頼りになるのは、別の問題のような……。ていうか天てん導どう会長は怖くないのかよ？」

「愛菜は、全国お化け屋敷マスターなんだから～。――あ、待って～、凜香ちゃ～ん」

　愛菜は、凜香を追って走っていく。

　そんな彼女を見ながら……将悟は、二人を誘ってよかったなぁと思うのだった。



「……天導会長、大丈夫？　顔色悪いぞ……」

　将悟は、青ざめている愛菜の顔をのぞきこみながら聞いた。

「だだだ、大丈夫だよ～……。おおお、お化けなんて、いないんだから～……」

　歯をカチカチ鳴らし、全身をガクガク震わせ、今にも腰が抜けそうになっている。歩くどころか立っているのがやっとの様子だ。

　将悟と愛菜と凜香。三人の背後には『怪奇！　呪のろいの武家屋敷』という看板の建物があった。愛菜がイチオシの『と～っても怖いお化け屋敷』である。

「思ったより雰囲気あったな。俺も何度かドキッとさせられちまったぜ。まさかあんな場所から、ろくろっ首が飛び出すとは……」

「でででも、あああ、あの首、本物だよ、本物だよ、ぜ～ったい本物だったよ～っ」

「落ち着けって。本物の生首があったら、警察沙ざ汰ただってば」

「し、将悟くんは知らないんだっ。よくあるんだよ。未解決事件の死体がね、こっそり遊園地に運びこまれて、裏取引されてて……いやああぁっ!!」

　アヤしげな都市伝説を語り出したあげく、自分で悲鳴を上げる愛菜だった。

「ま、まぁ、意外とよくできたお化け屋敷だったよな。国くに立たちさんは、怖くなかった？」

　見ると、凜りん香かは汗一つかいてない涼しい顔で、あきれたような目を向けていた。

「あんなおもちゃでどうして怖がれるのか、そっちのほうがよっぽど怪奇です」

「なんともなかったの？」

「いちいち騒ぐセンパイがたのほうが、怖くてしかたありませんでした」

　バカバカしそうに肩をすくめる凜香である。

「こんなにつまらないのなら、お稽けい古こに行ったほうがよほど有意義でしたわ」

「はは……国立さんも厳しいなぁ……」

　――こりゃ国立さんとデートする男って、相当苦労するぞ……。

　しかし、やっと恐怖から立ち直ったらしい愛ま菜なは、負けじと凜香をにらみつけた。

「まだまだ終わりじゃないんだよ～っ。今度は、あれに乗ろう！」

　愛菜が指さしたのは、遊園地をぐるりと一周する大型ジェットコースターだ。

　滑走車が通りすぎると、「ギャアアアアァッ!!」と、本気の悲鳴が聞こえてきた。

「なんかすごいな……。国立さん、ジェットコースターも乗ったことないんだろ？　いきなりあんなの、無理じゃないか？」

「別に興味もありませんけど、退屈しのぎになるのでしたら乗ってもかまいませんわよ」

「そう？　じゃ、俺おれもつきあうよ。――天てん導どう会長はどうする？　下で待ってる？」

「もちろん愛菜だって乗るよ～」

「でも、乗物に弱いんじゃなかったっけ？　無理しないほうがいいって」

「平気、平気！　愛菜、全国ジェットコースターマスターなんだから～」

「……ほんとかよ。うさんくさいマスターだなぁ」

　そうして三人は、『大絶叫！　地獄の大回転大スペシャル』と、『大』が三つも書かれた看板のジェットコースター乗り場に向かった。



「……は、はんぱねぇな……。さすがに死ぬかと思ったぜ……」

　ジェットコースターを降りた将しよう悟ごは、まだドキドキ鳴る心臓を押さえながら、ふらふらと歩いていた。

「いくらなんでも、大回転三連発の直後に垂直落下してさらにきりもみ旋回とか反則すぎるだろ……。マジで三さん途ずの川が見えたぞ……」

　なんとか呼吸を落ち着かせながら、将悟は後ろの凜香を振り返った。

「国立さん、大丈夫？　歩けなかったら、言ってくれ……」

「荒っぽい運転ですわねぇ。髪が乱れてしまったではありませんか」

　汗一つかいてない涼しい顔で、指先で乱れた髪を直していた。

　――ほんとに人間ですか……？

　もはや凜りん香かの背中から、超人オーラすら見えてきた将しよう悟ごである。

「て、天てん導どう会長は？　大丈夫だったかな……」

　将悟が愛ま菜なのほうを振り返ると……

「お～月さ～まが～、ぴ～かぴかぁ」

　左右の目をぐるぐるまわし、真まっ青さおな顔をふらふらさせて、月までものぼりそうな歌を歌っていた。



「はうぅ～。気持ち悪いよぉ……」

　愛菜は広場のベンチに座って、ぐったりと体を折り曲げている。

「だから無理しないほうがって言ったのに……。トイレで吐いたほうがよくない？」

「ううん、大丈夫～……」

　愛菜の隣では、将悟も力が抜けたように座っていた。ジェットコースターのせいで、

今も地面がグラグラ揺れている。

「世話が焼けますわね、センパイがた」

　唯一平然と立っている凜香が、二人を見下ろしながらため息をついた。

「ご、ごめん、国くに立たちさん……。ちょっと休んだら治るから……」

「向こうに売店が見えますし、タオルでも買って濡ぬらしてきます。あと、何か飲み物がほしければ言ってください」

　将悟が麦茶を人数分頼むと、凜香は売店のほうに歩いていった。

　――楽しませるどころか、すっかり世話になっちまってるな……。

「天導会長は、気分はどう？　体調悪かったら、すぐ言っていいからな」

「うん。ちょっと、寝るね……」

　愛菜は上半身を横にずらし、足を上に上げて、ベンチの上に横たわろうとする。

「俺おれ、どいてるよ。鞄かばんを枕まくらにしていいから」

「ううん、いいの、このまま～」

　愛菜は、立ち上がろうとする将悟の足を押さえ……彼の太ももに頭を乗せた。

　両足に女の子の重さが感じられ、柔らかそうな髪がズボンの上に広がる。

「将悟くんのひざ、気持ちいい～」

　愛菜は寝返りを打つように、将悟の体のほうに顔を向けた。

　彼女の吐息が腹にかかるようで……将悟はすっかり動けなくなった。

　――ていうか、天導会長……。顔、そんなに近づけたら、いろいろヤバいような……。

　目を閉じている愛菜の顔が、すぐ股また下したの位置にある。なんていうか、彼女の鼻先が触れてしまいそうである。

　しかし、すやすやと眠る愛菜を起こすわけにもいかず……

　――ぐっ……た、耐えろ……耐えるんだ、俺おれ……。

　微動だにできないまま、必死で爆発しそうになる理性を押さえ続ける将しよう悟ごだった。

　そしてそのまま、将悟はいつの間にか眠ってしまったらしい。

　夢を見ていた。心地よい陽射しの下だったからか、暖かい夢だった。

　夢の中で、将悟は四つんばいになった。

　手足のついた床が柔らかく暖かい。それは毛布のようなぬくもりで……

　将悟は、まるで母の愛を求める赤ん坊のように、両手でぬくもりに触れていた。

「んっ……。ん……」

　妙な声が聞こえる気がして、将悟はゆっくりと目を開けた。

　いつの間にか、うつぶせになって寝ていたようだ。

　枕まくらなのか、顔を柔らかいものに押しつけている。

　四つんばいの夢が続いているように、両手で肌触りのいい枕をなでていた。

　ぼんやりしてた頭が、だんだんはっきりしてきて……

　将悟の目の前に、肌色が広がっていた。

　――って、こ、これ、女の子の足!?　太もも!?

　どうやら、太ももに顔を押しつけてスリスリしてたらしい。

　手を動かすと、手のひらに人間の肌触りが広がった。

「んっ……!!　ダメ……っ!!」

　引きつったような、愛ま菜なの声が聞こえた。

　おそるおそる横を見ると、将悟の左手がスカートの奥まで入ってる。

「ててて、天てん導どう会長っ!?」

　将悟はガバッと跳ね起きた。

　額が愛菜の胸にポヨンと当たって、彼女は真まっ赤かな顔で身もだえた。

「ひゃうっ!?　将悟くんの……えっち……」

「な……い、いや、ごめん、そんなつもりじゃなくて……!?」

「将悟くん、気持ちよさそうに寝てるから、今度は愛菜が膝ひざ枕まくらしてあげたのに～。将悟くん、むにゃ～って寝言言いながら、愛菜の足なでまわすんだもん……」

「わ……悪いっ。謝るっ。このとおりだっ！」

「じゃ、おあいこね～」

「おあいこ？　何と？」

「愛菜、将悟くんの寝顔がかわいかったから～、キスしちゃった～」

　将悟は思わず、サッと自分の唇に手を当てた。

「ま、マジで!?　じ、冗談だろ？」

「ど～かな～。――なんてね～」

「冗談かよ……。驚かせないでくれよ……」

　ともかく、愛ま菜なの体調も回復したようだ。

「にしても、国くに立たちさんまだ戻ってないのかな？　どこ行ったんだろ」

「さっき起きたら、タオルと麦茶が置いてあったよ～」

「じゃあ、一度戻ってきて、また出かけたんだ。――せっかく誘ったのに、一人にして悪いことしちゃったなぁ……」

「うん。……愛菜、凜りん香かちゃんに楽しんでほしかったのに……」

　そんな話をしていると、ベンチの後ろでコホンとせき払いの音がした。

「悪いと思っているなら、早く起きてくださいませ」

「国立さん、戻ってたんだ。――どこ行ってたの？」

「お二人とも寝てるようでしたから、また売店に戻って買い物をしておりました。せっかくですから、両親にみやげ物を、と思いまして」

「み、みやげ物って、まさか高級アクセサリーとか……」

　凜香は、持っていた売店のビニール袋を見せた。

「お茶菓子ですわよ。――このくらい、自分で払います。帝みかど野のセンパイにおごってもらうつもりはありません」

　サイフの中身が根こそぎ飛んでいかなくてよかった……と、ホッとする将しよう悟ごだった。

「国立さんの両親って、どんな人なの？」

　旧華族の家柄の人ってどんなふうなんだろう。そんな好奇心で聞いただけだった。

　が、凜香は少し表情を曇らせてうつむき……

「厳しい人ですわ」

　とだけ、言った。

「でもおみやげを買うくらいだし、仲はいいんだよね」

「どうでしょうか。――わたしの父は、本当の父親ではないかもしれないのです」

　――本当の父ではないかも……？

　一瞬、将悟は背筋がビクッとした。

　まさか本当の父親は、俺おれの父さんだなんてオチじゃないよな……？

「それにわたしの家は、帝野センパイが思ってるようなお金持ちではありませんよ」

「そ、そうなんだ。筋金入りのお嬢さまって聞いてたから、つい」

「単に、家系が古くから続いてるだけです」

　――もしかして、家族のこととか聞いちゃいけなかったかな。

　将悟はそんな気がした。なんだかいろいろありそうだし、凜香は家のことを、あまり話したがらない様子に見える。

「それじゃあ、気分を直して次のアトラクションに、れっつ・ご～！」

　愛ま菜ながベンチから立ち上がり、元気よく拳こぶしを振り上げた。

「今度こそとっておきのアトラクションなんだから、凜りん香かちゃんも絶対面白いよ～」

　三人は愛菜に連れられ、遊園地の中ほどにあるアトラクションの前に来た。荒廃した都市をモチーフにした建物がある。入り口にある看板には、おどろおどろしいゾンビの集団が描かれていた。

「『絶叫ゾンビシューティング・緊急指令・死霊ノ街カラ生還セヨ！』……？　入場料、一人千円かよ。高くないか？」

「この遊園地でも目玉の、人気絶叫アトラクションなんだよ～。迫り来るゾンビの群れをなぎ倒せ！　しかも百体に一体、本物の死体を使ったレアゾンビがががが……」

　言って、愛菜は一人で勝手にガクガクと震え始めた。

「それはレアとかって問題じゃないような。――国くに立たちさん、どうする？　入ってみる？」

「少しは退屈しのぎになるのでしたら、なんでもいいですわよ」

　――国立さんじゃ、ゾンビ見ても平然としてそうだなぁ……。

「天てん導どう会長、ほんとに平気なのかよ。また顔色が悪くなってるぞ」

「だだだ、大丈夫だよ～っ、愛菜、ゾンビなんか怖くない、死体なんかへっちゃら！」

　そんなことを話しながら入り口に向かうと、受付の女性係員が話しかけてきた。

「お客さま、申し訳ございません。本アトラクションは大変過激な内容でして、体調のすぐれないお客さまには、ご入場をお見あわせ願っております」

「ええ～っ、愛菜も入る～っ」

　愛菜は最初駄々をこねたものの……

「でも、また凜香ちゃんに迷惑かけたら……」

　さっき二度も無理して気分が悪くなったのを反省したらしく、素直に引き下がった。

「しょうがない。今度また来ようぜ」

　今日は何より、凜香を楽しませることが優先だ。

「将しよう悟ごく～ん、凜香ちゃ～ん、生きて戻ってね～っ。ゾンビになっちゃダメだよ～」

　そんなわけで、将悟と凜香は愛菜に見送られながらアトラクションに入場した。

　中に入ると、更衣室で水着に着替えるようになっていた。

　将悟たちは水着なんか持っていなかったから、レンタル水着を借りることにした。使い捨てのアンダーショーツも用意されていたので、衛生面も心配ない。

「なるほど、水路を進むゴンドラに乗るのか。そりゃ水びたしになるよな」

　更衣室を出て案内板を見ていると、女性更衣室のほうから凜香が歩いてきた。

「お待たせしました、センパイ」

　彼女の姿を振り返って、将悟は思わずドキッと胸が高鳴った。

　凜香が着ているのは、赤いビキニの水着だ。きわどいというほどでもないけど、なかなか露出度が高い。つい胸の谷間やおへそ、スラッと伸びた足に目が向いてしまう。

「く、国くに立たちさん……。なんでまた、そんな水着を……」

　ほかの女性客を見ると、もっと露出度の低いワンピース水着を着ている。アトラクション用に用意されたものだから、水着というよりスポーツウェアといった印象だ。

「ジロジロ見ないでくださいっ！　これしか残ってなかったのです」

「残ってなかったって……。なんなら、別の水着が借りられるまで待とうか？」

「いいですわよ、そこまでしなくても。――それにどうせ、帝みかど野のセンパイはこのほうがうれしいんでしょう？」

　凜りん香かは顔を赤らめて、口を尖とがらせながら目を反らしている。

　――う、うれしいって……そりゃうれしいけど。

　まさか俺おれのために着てくれたとか……。って、国立さんに限ってそんなわけないか。

「とにかく、早く並びますわよっ！」

　二人はゴンドラ乗り場へと進んだ。周囲は照明も薄暗く、崩壊した高層ビルをイメージしたセットが組まれている。

　列に並んでいると、やがて将しよう悟ごたちの順番が来た。二人乗りのゴンドラに並んで座ると、係員が備えつけのレーザー銃を渡してくれる。

「これでゾンビを撃って遊ぶんだな」



    

  
    
      



    

  
    
      　やがてゴンドラがガクンと動いて、静かに揺れながら水路を進み出した。

　しばらく進むと、周囲は暗い廃はい墟きよの光景になった。間隔を持って運行されているから、前後の客の姿は見えない。左右からは、大音量でおどろおどろしい音楽が流れていた。

「さすが、入場料千円なだけあるな。なかなか凝った演出だぜ。――国くに立たちさん、ホラー映画とか見たことある？　ゾンビとか気持ち悪くないかな」

「そもそもセンパイ。『ぞんび』とはなんなのですか？」

　――そこから説明かよ。

　本物のお嬢さまってのは、住む世界が違うんだなぁ……。

「まぁ、死体が動いて人間を襲うって怪物だよ。――ほら、来たぞ！」

　グゥオオオォ……と、重厚な唸うなり声が響いてくる。ななめ前方の壁にある扉がバタンと開き、両手をつき出した茶色いゾンビが迫ってきた。

「それっ」

　将しよう悟ごはゾンビに向けてレーザー銃を撃った。ピピピ……と銃口が点滅する。

　一発、二発撃っても外したらしく、ゾンビは迫り続けてきた。

　三発目が胸に命中すると、センサーが反応したらしく、埋めこまれていた発光体が光った。『グゥ……』と沈黙しながら、ゾンビは動きを止めて、扉の奥へ戻っていく。

「うまく的に当てれば倒せるんだな。国立さんもやってみなよ」

「こうですわね」

　凜りん香かは冷静な口調で銃を構え、発射する。

　左側から現れたゾンビに命中し、鳴き声を上げる間もなく沈黙した。

　続いて二発、三発。ゾンビは現れると同時に、凜香に撃ち抜かれていく。

「すげぇ……。射撃もカンペキかよ」

「ほらセンパイ。上から来ますわよ」

　見ると、天井からビョーンとぶら下がったゾンビが将悟に襲いかかってきた。

「うわっ!?」

　将悟の体にぶつかる寸前、ゾンビは大きく口を開けて、黄色い液体をドバッと吐き出さした。たちまち将悟の胸や腹が、ヌルッとした液体にまみれてしまう。

「うへぇ、なんだこりゃ、気持ち悪りぃ……。撃ち落とせないとこうなるのかよ。どうりで水着に着替えさせられるわけだ」

「……悪趣味ですわねぇ」

　将悟は、胃液を模したゼラチン質の液をはらい落とそうとした。しかしさすればさするほどべっとり広がり、手がヌルヌルしてしまう。

　そのとき、凜香がハッと背後を振り返った。

「しまった、後ろを取られましたわ！」

「まかせろっ！」

　将しよう悟ごは素早く、凜りん香かの背に迫っていたゾンビに狙ねらいを定めた。

　額の発光体を撃つと、ゾンビの首がぐらりと後方に倒れる。倒したと思いきや、次の瞬間、パカッと開いた首の切り口から、ドバァッと液体が噴き出した。

「ひっ、なんなのですかっ。生暖かくてヌルヌルして、気持ち悪いですわねっ。あぁ、もう、水着の中に入ってきてますっ」

「く、こりゃ、本気で狙い落とさないと、全身ヌルヌルだぜ……」

　だがコースが進むにつれて、ゾンビは次々と数を増した。

　壁から天井から水路から。行く手をさえぎり背後から忍び、人類を死の世界へ引きずりこまんと押しよせてくる。

「ちくしょ、撃っても撃ってもきりがねぇな……」

　ゴンドラの正面に、ザバァッと水しぶきを上げ、巨体のゾンビが飛び出した。

「ええい、うっとうしいですわねっ！」

　イラついた声で立ち上がり、凜香はゾンビの顔面目がけて足を蹴けり上げた。

　顔面を蹴られたゾンビは背後に倒れ、体液をまき散らしながら派手に水しぶきを立てる。

「国くに立たちさん、蹴っちゃダメ！　撃って、撃って！　遊びだから、遊園地だから！」

　次の瞬間、将悟は壁から飛び出したゾンビに液体をぶっかけられ、銃を取り落とした。

「しまっ……！」

　と同時に、ゴンドラを取り囲むように、数体のゾンビが一斉に水路から飛び出した。

　死者たちはうつろな目でゴンドラの二人を見つめ、グオオオォ……と唸うなりながら、一斉にあごが外れそうなほど大きく口を開く。

「やばいっ。来るぞ、国立さん、伏せて！」

　将悟はあわてて、立っている凜香の肩を押さえた。

「せ、センパイっ、押さないでください！」

　二人が大きく動いた勢いで、ゴンドラはグラグラ揺れて……

　次の瞬間、周囲の光が一斉に消え、真まっ暗くら闇やみになった。

「な、なんだ……!?　何も見えないぞ。国立さん、どこだ!?」

「ひゃあっ!!」

　凜香の悲鳴とともに、彼女がドシンと腰を落とす音がした。

「せせ、背中に、ゾンビの手がっ」

「待ってて、今助けるから！　……くそ、何も見えねぇ！」

　将悟は手探りで、凜香の背後をまさぐった。

　べちゃっと、手のひらにヌメッとした感触がある。

「これがゾンビの手か！　国立さんから離れろっ」

「ひっ！　ゾンビがさわ、触ってますわよっ」

「くそ、今度はこっちかっ！　これだなっ。……ちっ、ヌルヌルでつかみにくいぜ」

「はうっ、ゾンビが、あ、足首をつかんでますっ」

「なんてやつらだ……。今助けるから！」

　暗くら闇やみの中、ゾンビの手を狙ねらって思いきりつかんだ。

　すると、ぽよぽよと妙に柔らかく生暖かい感触が手のひらに広がる。

「ちっ、内蔵つかんじまったのかよ!?　気持ち悪いぜ……」

「せせ、センパイっ、だ、ダメですっ、ぞ、ゾンビが、ゾンビがわたしの体を……」

「ゾンビめ、まだ止まらねぇのかよっ」

　将しよう悟ごは両手を掻かきむしり、必死でゾンビの体を押さえつけた。

　恐怖に怯おびえる凜りん香かを守ろうと格闘した。

　だが押さえつければつけるほど、ゾンビは抵抗するように暴れ出す。将悟の手の下で何度も、柔らかい体が跳ねた。

「や……ぞ……ゾンビの手が……か、体中……触って……ひっ……」

「しっかりしろっ！　なんてアトラクションだ。いくらなんでもやりすぎだろ!!」

　怒りにまかせて、将悟は思いきりゾンビを押さえつけた。

　その瞬間、ゾンビはのたうちまわるようにけいれんし……やがて静かに動かなくなった。

「ひっ……ああぁ……ぁ……」

「く、国くに立たちさんっ！　どうした、国立さんっ!?」

　将悟が叫んだとき、ようやく周囲の明かりがパッとついた。

　急な明るさに一瞬目がくらみ、将悟は電灯を見上げる。

　続いて、アトラクションの館内放送の声が響き渡った。

『お客さまに申し上げます。ただいま、本施設において電源設備に異常の疑いが発生したため、点検のため急きゆう遽きよ施設の動作を停止いたしました。大変ご迷惑をおかけしました。安全が確認されましたので、引き続きアトラクションをお楽しみください』

「……なんだ、一時停電かよ。ビックリさせないでくれ……」

　将悟はスピーカーのほうを見上げながら、ホッと息をついた。

「けど、どうせならゾンビも止めてくれりゃいいのにな」

　言いながら将悟が周囲を見まわすと……機械仕掛けのゾンビたちは、両腕を上げて派手なポーズのまま停止している。

「あ、あれ……？　動いてない？　じゃあ国立さんを襲ったゾンビはいったい……？」

　将悟は、おそるおそる視線を下に向けた。凜香はゴンドラの床にあお向けに倒れ、体中、液体でヌメヌメしている。

　いつの間にか凜香の胸の水着が大きくはだけ……将悟の右手が、彼女の裸の胸を押さえつけていた。

　さらに下の水着も、アンダースコートもろとも、ひざまでずり下ろされていて……将しよう悟ごの左手は、彼女の股もものところをしっかりと押さえていた。

「ま……まさか……ゾンビの体だと思ってたのって……国くに立たちさんの……」

「さ……さっきから、わたしの体中いじくりまわしたの、せ、センパイの……手……」

　――え、体中いじくりまわし……？

　言われてみれば、ロボットのゾンビにしちゃ、あちこち柔らかかったような……。

　凜りん香かは真まっ赤かな顔で、ピクピク震えながら、将悟をにらみつけた。

　その目が、恥ずかしさと怒りで真っ赤に燃えていた。



「将悟く～ん、凜香ちゃ～ん。よかった～、戻ってきて～」

　将悟と凜香がアトラクションから出ると、愛ま菜なが駆け寄った。

　が、将悟の顔を見て、ギョッと立ち止まる。

「将悟くん！　どうしたの、顔中腫はれぼってるよ！　ゾンビにやられたの!?」

「違うぜ、天てん導どう会長……。俺おれは、ゾンビよりはるかに恐ろしいものに遭遇したのさ。人類はゾンビごときじゃ滅ばねぇって確信したぜ……」

　その横で凜香は、

「ふんっ!!」

　いまだ怒り収まらぬ顔で、ぷいっとそっぽを向いた。

　――絶叫アトラクションはもうこりごりだぜ……。

　結局、その後はみんなで観覧車やメリーゴーランドに乗って、のんびりと遊園地の休日を過ごしたのだった。



　遊園地から帰ったころには、真っ赤な夕焼けが広がっていた。

「じゃあ将悟くん、また明日ね～」

　愛菜は手を振りながら、女子寮の建物に向かって歩いていく。

　その横で、凜香は振り返りもしない。

「天導会長、今日はありがとな！　国立さんも、またみんなで風紀委員がんばろう！」

　――結局、あまり国立さんを楽しませられなかったな。天導会長のこと、悪く思わないでくれるといいんだけど……。

　そんなことを考えていると、凜香は立ち止まり、ちらりと将悟のほうを振り返った。

　早足に将悟の前に戻ってきて、細めた目でにらみつける。

「帝みかど野のセンパイ。わたしに気を使うのは、やめていただけますか」

「えっ……」

「風紀委員会のねぎらいだなんて、嘘うそをつかないでくださいということです。今日一日、わたしと天てん導どう会長を仲直りさせようとしていたんでしょう？」

「気づいてたんだ……。ごめん。嘘ついたつもりじゃなかったんだけど……」

「――わたしは、皆に思われてるような人間じゃないんです」

　ふと凜りん香かは、そんなことを言った。

「わたしは不器用な人間なんです。今日がねぎらいの会だなどと言われたら、そのとおりに振る舞ってしまうような性格の人間なんです」

「でも、ねぎらいなんて嘘だって、わかってたんだよね？」

「ですが！　それでも、言われたとおりに振る舞わずにいられないのです！　――そのように、幼いころからしつけられて育てられましたから……」

「言われたとおりに振る舞う……？」

「わたしは、家柄にふさわしい人間として生きるよう、育てられました。家柄を重んじ、その枠を守って決してはみ出ないように。――わたしは、言われた役割を、期待された役割を、正確にこなすよう、育てられた人間なのです」

「それで国くに立たちさん、しっかりした性格になったんだ……。生徒会の仕事だって、みんなの期待に応えようとしてたんだね」

「しっかり？　ただの、機械のようなものです」

　自じ嘲ちよう的な言葉に、将しよう悟ごは少しショックを受けた。

　機械のよう……。人間を表す言葉としてはあんまりだ。

「そんなことない！　生徒会のことだって、みんな頼りに――」

「いいのです、センパイ。言いたかったのは、わたしはこんな人間ですから――」

　凜香はちらりと、前のほうで待っている愛ま菜なを見た。

「『天導会長と仲直りしろ』と、正直に言っていただいたほうが、ありがたいのです」

「……そうなのか。俺おれたち、ヘンに気をまわしちゃってたのかな」

「いえ、いいんですわ。自分のわがままだと、わかってますから」

　凜香は首を横に振り、それから将悟に向かって――

「でも、今日は楽しかったですわ。ありがとうございます」

　今日一日で、初めてほほ笑んでくれた。

「た、楽しんでくれたんだ……。よかった。午後は観覧車とか、地味なのばかりだったから、つまらないかなーって心配してたんだ」

「そんなことありません。素晴らしい景色が見えましたもの。メリーゴーランドも、童話の世界に入ったようでした」

「なんだ、そうだったんだ。安心したよ。――じゃあ、お化け屋敷とジェットコースターも、本当は喜んでくれてたんだね」

「あぁ、あの二つはなんの刺激もなくて、本当に心底退屈でしたわ」

「は、ははは、なんの刺激も、ね……」

　……つくづく、凜りん香かの体はどんな構造してるんだろうと思う将しよう悟ごだった。

「あ、そうだ。それと国くに立たちさん。――ゾンビのアトラクションでは、ほんとごめんな」

「…………!!」

　直後将悟は、凜香から強烈なビンタをお見舞いされるのだった。
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　次の放課後も、凜香は学校の中庭で一人、掃除をしていた。

　竹たけ箒ぼうきを持った将悟が近づくと、気づいて振り返る。

「俺おれも掃除手伝うよ」

「――お気づかいなどしないでくださいと、言ったではありませんか」

「気づかいなんかじゃないさ。俺だって学校をきれいにしたいんだよ」

「……センパイは相変わらず嘘うそばっかり」

　と、背後から足音がした。雅みやびが中庭に歩いてきたのだ。

「じゃ～、ほんとのこと言うわよ。国立さんばっか掃除してるなんて、ずるいもーん。あたし、通信簿の内申点気になるしー、今日だけ水泳部遅刻して手伝いたいな～」

　雅の隣には、ちりとりを持った衣い楠くすと、大きな竹箒を持った芽め依いもいた。

「ボクもたまには清掃活動に協力しようかな。あまり学園内に異臭がこもると、肌に臭いが染みついてしまうからね」

「さすがにそこまで臭くないだろ……。嵯さ峨が良らセンパイも手伝ってくれるんですか？　ていうか、何やってるんですか？」

　芽依は例の吸血鬼のコスプレをして、掃除用の箒にまたがっていた。

「ふふふ、わらわはヴァンパイアの始祖。箒で空を飛ぶこともできるのだぞ」

「ドラキュラと魔女っ娘こが混ざってるじゃないですか」

「だからドラキュラは個人名だっ!!　もういい、明日から魔女っ娘コスプレに戻る！」

「はぁ……」

　芽依がなんで拗すねるのか、よくわからない将悟だった。

「将悟さ～ん。わたしたちも一緒ですよー」

　心こ乃の枝えの声に振り向くと、校舎のほうから心乃枝と滋し賀がさんが歩いてきた。

「わ、わたしも生徒会役員ですから、おそうじひます！」

　滋賀さんは気合いの入った顔で、両手でぞうきんをピッと広げた。

「おーっ、集まっとるなー。せんせーも張りきるぞー！」

　さらに小こ都と里り先生が校舎から出てきた。

　両手には、掃除道具を持たされた二人の男子生徒の首根っこを引っつかんでいる。生徒会役員の男子生徒二人だ。

「うぅ、僕にはバイト先のハニーが待ってるんだぞ」

「俺おれも女子大生の家庭教師とランデブーが……」

「ほーら、ごちゃごちゃ言わんで働く！」

　小都里先生に背中を押され、生徒会の男子生徒たちは渋しぶ々しぶ中庭に歩いてきた。

「まぁしょうがないか。どうせ今日、バイト休みだし」

「俺も今日は個人レッスンないからなぁ。たまには生徒会でもやるか」

　凜りん香かは戸惑った顔で、集まった一同を見まわした。

「み、みなさん……。わたしはただ、個人的に活動していただけで……」

「ん？　それじゃ俺たちだって、個人的に活動してるんだぜ。みんな自分勝手だから、国くに立たちさんがなんと言おうとお構いなく一緒に掃除するさ」

「……どうせ帝みかど野のセンパイの差し金ですわね。いいですわ。その代わり、わたしは厳しいですわよ。――ゴミが残ってるようでしたら、即座にやりなおしですから！」

「は、はは……お手柔らかにお願いします」

　なんだか手伝うどころか、凜香にこき使われそうな気がする将しよう悟ごだった。

　けれど……いない。一番、来てほしかった人が、ここにはいない。

　生徒会長の天てん導どう愛ま菜なだ。

　――まだ、気持ちの整理がつかないのかな……。

　もっとも、生徒会長の仕事で忙しいだけかもしれない。結局、愛菜がいないまま、みんなで掃除を開始した。

　ゴミをはいたり、ベンチのぞうきん掛けをしたり、ゴミ箱の可燃不燃を分別したり。

　そうして三十分が過ぎたころ……。

「ごめ～ん！　遅れちゃった～っ！」

　はぁはぁと息を切らしながら、手に箒を持った愛菜が校舎から走り出てきた。

「愛菜も掃除手伝って、いいかな……？」

　凜香の前に駆け寄り、ちょっと照れたようにうつむいた。

「……愛菜、凜香ちゃんと仲直りしたいもん……」

　凜香はそんな愛菜を見返し……

「……もちろんですわ。よろしくお願いします、天導会長」

　にっこりとほほ笑んだ。



「国立さん、ほんとにこき使うんだから……。しかもなんで俺ばっかり……」

　校舎の廊下を歩きながら、将しよう悟ごはすっかり痛くなった肩をポキポキ鳴らした。

　隣には心こ乃の枝えと滋し賀がさんが並んで歩いている。掃除も終わり、三人で校舎内の掃除道具置き場に、道具をしまいに行った帰りだった。

「だけど天てん導どう会長も来てくれて、よかったですよね」

　心乃枝が言った。遅れて来たものの、愛ま菜なも三十分以上、一緒に掃除してくれたのだ。

「あぁ。これで生徒会も元の雰囲気に戻るよ。――な、滋賀さん」

「はひ」

　滋賀さんはにっこり笑ってうなずいた。

　と、下駄箱の近くにある校内掲示板の前で、心乃枝は足を止めた。

「これ……結局、役に立たなかったですね」

　心乃枝が見ていたのは、彼女が以前貼はった貼り紙だ。

『携帯電話を捜しています！』と大きく書かれている。心乃枝が描いた、微妙にかわいくない携帯電話のキャラクターが『タスケテェ～』って叫んでる。

「何も、情報が得られませんでした……」

「『妹』もちっとも捕まらないし、真相は全部霧の中、って感じだよな……。ほんと、電話も『妹』も、どこに消えたんだろ……」

　そのとき、二人の背後から……蚊が鳴くような、滋賀さんの声が聞こえた。

「センパひ……」

「ん？　滋賀さん、どうかした……」

　振り返って、将悟は言葉をつまらせた。

　滋賀さんは胸の前で両手を握りしめ、ビクビクと震えていた。今にも泣き出しそうな、怯おびえた表情をしていた。

「滋賀さん!?　どうしたの!?」

「具合が悪いんですか？」

　心乃枝は心配そうに、今にも倒れそうな滋賀さんの背中に手をそえる。

「わ、わたし……わたし…………ぴ……」

「大丈夫。落ち着いて言ってごらん」

　それでも、滋賀さんはしばらくの間、歯をカチカチ鳴らしながら震えていた。何かをうったえようとしてるのに、言葉が出てこないらしい。

　そして、やっと滋賀さんの口から出た言葉は、将悟が予想もしなかったことだった。

「わたし……その携帯電話…………ひ……拾ったんです……」

　しばらく、将悟も心乃枝も、言葉が出なかった。

　ただ呆ぼう然ぜんと、震える滋賀さんを見つめるしかできないでいた。



    

  
    
      


５章　消える妹





　将しよう悟ごはとっさに、滋し賀がさんの言葉の意味がわからなかった。

「拾った……？　滋賀さんが……？」

　ようやく将悟が聞くと、滋賀さんはコクコクと首を縦に振った。

「は、はひ……。裏庭のゴミ捨て場に落ちてたの、拾ったんです」

「でも、電話が拾われたはずの日、生徒会の人は泊まりがけの研修に出てたって……」

「わたし、土曜日のうちに帰って来たんです。日曜日、どうしても外せない用事があって、それで土曜日の夕方、わたしだけ一足先に、電車で帰ったんです……」

　将悟は、あの日曜日のことを思い返した。

　校門前で研修から帰った愛ま菜なと凜りん香かの顔は見ている。しかしほかのメンバーに関しては『一足先に解散した』としか聞いていなかった。

　滋賀さんだけが前日のうちに帰っていても、おかしくはなかったのだ。

「寮に帰る前に、一度学校に来ました。生徒会室に荷物が置ひてあったから、取りに戻ったんです。それでつひでに、ゴミを捨てようと思って、裏庭に行ったんです。そしたらゴミ捨て場に携帯電話が落ちてるのを見つけて……壊れてなひみたいでしたから、きっと誰だれかが落としたんだって思って……」

「それで、電話を拾ったんだ」

「はひ……。職員室に届けようとしたんですけど、もう夜で、閉まってたんです。だから生徒会室に戻って、置いておくことにしたんです。日曜日になれば、天てん導どう会長たちは戻るはずでしたから、書き置きを残して、机の上に電話と一緒に置ひて……。それで月曜日に生徒会室に行ったら、もう電話はなくなってました。きっと、生徒会のどなたかが、落とし物として届けてくれたんだって思って、安心してたんですが……」

　将悟は、もう一度掲示板の貼はり紙を見た。

「それなのに、俺おれや心こ乃の枝えが携帯電話を捜してた……」

　滋賀さんは泣きそうな顔で、コクリとうなずいた。

「だからセンパひたちに言わなきゃって思って……なのにわたし、怖くなって……わたしがなくしたんだって思われたらって…………」

　えぐっとしゃくりあげ、滋賀さんの目から涙がこぼれ落ちた。

　――滋賀さんはこの告白をするのに、ものすごく勇気を振りしぼったんだな。

　もしかしたら風紀委員の活動をするうちに、そんな勇気を持てたのかもしれない。

「俺おれたち、滋し賀がさんのこと、全然責める気ないよ」

「で……でも、ずっと黙ってて……怒られたらどうしようって……」

「大丈夫ですよ、滋賀さん。将しよう悟ごさんは、そんなことで怒ったりする人じゃないです。わたしがもっとひどい嘘うそをついたときにだって、許してくれたんですから……」

　心こ乃の枝えは言って、滋賀さんの頭を優しくなでた。

「けど、誰だれが電話を持っていったんだろうな。――滋賀さん、生徒会室ってさ、休日や夜間って誰でも入れるのかな？　確か電気式のロックがあったと思うけど……」

「無人のときは扉に電子ロックをかけますから、ＩＤカードを持ってる、先生か生徒会役員しか入れなひです」

　教員に、生徒の携帯電話を黙って持ち去る理由があるとも思えない。

　ならば滋賀さんの置いた携帯電話を持ち出したのは、生徒会の誰か……。

　そしてあの日曜日、研修から学校に戻ってきたのは、愛ま菜なと凜りん香か。

　だけど愛菜は乗物酔いで、小こ都と里り先生に連れられて保健室に向かったはず。

　一番最初に、携帯電話が置かれた生徒会室へ行った可能性が高いのは……。

　将悟は、あらためて滋賀さんを見つめてほほ笑んだ。

「ありがとうな、滋賀さん。話してくれて」

「は、はひ……。信じてもらえて……よかったです……」

　抱えていた秘密を話してスッキリしたのか、滋賀さんの顔には笑顔が戻ってきた。

「でもよかった。わたしの貼はり紙、役に立ちましたね」

「あ、あの、鶴つる眞まセンパひ」

　滋賀さんは心乃枝の顔を見ながら、貼り紙を指さした。

「その電話ちゃん……かわひいですね……」

　どうやら貼り紙に描かれたイラストのことを言ってるらしい。

　一ひと目め惚ぼれでもしたみたいに、ポッとほおを赤くしている。

「そうかな。俺にはあんまりかわいく見えな……」

「このキュートさ、わかっていただけますか!?」

　将悟の声をはね飛ばすように、心乃枝は滋賀さんの両手を握った。

「アンテナがくね～ってしてるのが、とってもキュ～ンってなります……」

「そこ、わたしも自信あったんです！　あ、滋賀さん、よろしかったら、この貼り紙差し上げますよ！」

「ほんとですか!?　う、うれしひです……。大切にします！」

　――ていうか心乃枝、そんなにこのイラストに力入れてたのか？

　将悟にはイマイチ理解できない美的センスで盛り上がる二人だった。



　将しよう悟ごたち三人が中庭に戻ると、掃除を手伝ってくれたメンバーがそのまま残っていた。

「もうっ、将悟ってば遅～いっ！」

　雅みやびのトゲトゲした声が飛んでくる。みんな、将悟たちが戻るのを待っていたらしい。

「では天てん導どう会長、最後の締めをお願いしますわ」

　凜りん香かが言うと、愛ま菜なはうなずいた。

「それじゃあ～、みんなおつかれさまでした～」

　やっと終わったぜ～と言いながら、生徒会役員の男子生徒たちは校舎に向かう。

「んじゃ、せんせーも仕事に戻るからなー」

　小こ都と里り先生も職員室のほうへ歩いていく。

「俺おれたちも解散するか」

　将悟が、心こ乃の枝えや雅たちに向かって言ったとき……

『お兄さま』

　青空の下の中庭に、声が響いた。

『お兄さま、お久しぶりです。わたくしは将悟お兄さまの、妹です』

　声は、校舎につけられた外部用スピーカーから流れている。

『今日もわたくしは、お兄さまに愛のメッセージを伝えにまいりました。どうかこの想い、お兄さまの胸の奥まで届いたらうれしいです』

　――そんな、どうしてだ……？

　将悟は思わず、愛菜の……そして凜香の顔を見た。

　携帯電話は、生徒会の誰だれかが持っているんじゃないのか!?

　でも今ここに、生徒会の全員がいる！

『わたくし、このごろ毎晩、将悟お兄さまと結婚式をあげる夢ばかり見てるんですよ。わたくしはお兄さまと、二人っきりの結婚式がうれしいです。誓いのキス、二人っきりで何時間も続けましょうね』

　――誰だ……。いったい誰が、放送室から俺にメッセージを送ってるんだ……。

「将悟！　作戦！　作戦っ!!」

　雅の叫び声に、将悟はハッと我われに返った。

「そうか！　みんな、頼むぞ！」

　その場にいた心乃枝、雅、芽め依い、衣い楠くすがうなずき……一斉に校舎に向かって駆け出した。

「どうしたんですの!?」

　唖あ然ぜんとした凜香の声が聞こえるが、今は説明しているヒマはない。

　将悟が向かうのは、以前にも駆けつけた、メインの放送室だ。そこに『妹』がいるのかどうかわからない。今は何も考えず、一目散に階段を駆け上がった。

『だってずっと、お兄さまとキスしたいんですもの。新婚旅行はどこがいいかしら。わたくしは、お兄さまと一緒ならどこでもうれしいです。ううん、旅行なんかしなくても、お兄さまと二人っきりでいられたら……』

　走り、将しよう悟ごは一分程度で放送室の扉の前までたどりついた。ほぼ同時に、『妹』の声は聞こえなくなった。放送が終わったようだ。

　――まだ、中にいるのか？

　将悟は緊張する手で、放送室の扉を開けた。

　中には――誰だれもいなかった。午後の陽射しが入りこみ、穏やかな空気が漂っている。

「ここじゃ、なかったか……」

　将悟は一瞬、落胆した。しかしすぐに思い直す。

「いや、まだだ。注意深く調べないと……」

　しかし放送室内を見まわしても、おかしな点は見当たらない。

　奥のスタジオは机が置かれているだけで、人が隠れる場所もなかった。隠れる隙すき間まがあるとしたら、機材や棚がごちゃごちゃと置かれている調整室のほうだろう。

　将悟は左右を見まわしながら調整室の奥へ歩いた。積み上げられたデッキのいくつかで、電源ランプの赤い点が光ってる。主電源が入っているだけで、稼働はしてないようだ。

　そんな機械の存在感があるだけで、人の気配はどこにもない。机の下も様々な機材が乱雑に積まれていて、人が隠れるような空間はほとんどない。

　とうとう調整室を横切って、窓際まで来てしまった。

「やっぱり、ここじゃないのか……」

　そのとき、将悟の携帯が鳴った。古い校舎にある放送室へ向かった雅みやびからだ。

『将悟ー。こっちの放送室見まわしたけど、誰もいないよー。そっちは？』

「こっちも誰もいない。――念のため、何か痕こん跡せきがないか捜してるんだけどな」

　続いて、各放送設備へ向かった、心こ乃の枝え、芽め依い、衣い楠くすからそれぞれ連絡があった。

　けれど、みんな不審な点はないと言った。『妹』の痕跡など、見つからないと。

　――どういうことなんだよ……。本当に『妹』は、どこに消えちまったんだよ。

　将悟はうなだれ、力なくうつむいた。

　そのとき……。窓際に立つ将悟が陰になって、床が暗くなっていた。それで気がついた。

　ごくわずかに床に反射していた光が、フッと消えたのだ。

　将悟は屈みこんだ。机の下に、いくつものデッキが積み重なっている。

「やっぱり、誰も隠れてないよな……」

　でもさっき、床に写ってた光が消えた……。

　注意深く見ると、目立たない位置にあるデッキの電源ランプが、緑色に光っていた。デッキにはＭＤのマークがある。ミニディスクの略で、デジタル録音できるメディアだ。

　しかし電源が入ってるだけで、やはり稼働してる様子はない。

「別に、何もないか……」

　けど……光が消えたのは、デッキのランプの変化によるものじゃないか？

　だとしたら、つい今までデッキが稼働してたってことだ……。

　将しよう悟ごは机の下に潜りこんで、ＭＤデッキの再生スイッチを押してみた。

　思ったとおり、ＭＤはセットされていた。デジタル表示の再生タイムが光って、時間を刻み始める。

　直後、校内のスピーカーから、静かなクラシック音楽が流れ出した。

「いけねっ！」

　あわててデッキを停止させると、校内放送の音楽も止まった。

「ただの音楽ディスクかよ……」

「帝みかど野のくん、何してるの？」

　放送部員の声がして、将悟は顔を上げた。

『妹』の放送を聞いて駆けつけたのか、ショートカットの放送部員が立っている。

「ごめん。うっかり音楽流しちゃった。――俺おれも『妹』の声を追いかけて来たんだけど、やっぱりここにはいないみたいだ」

「机に潜ってるから、どうしたのかって思ったじゃない」

「机の下に隠れてないか調べてたんだよ。けど、ＭＤデッキが動いてただけだった」

　放送部員の女の子は、腰を屈めて机の下のデッキを見た。

「あぁ、それ？　校内放送の音楽流すのに使うものよ。――動いてたの？」

　放送部員の女の子は、ちょっと不思議そうに考えこんだ。

「今は音楽もパソコンに取り込むから、ＭＤって使う人少ないんだけどねぇ。そのデッキ、再生時間の予約もできないし。誰だれか、ダビングでもしてたのかしら」

「へぇ……。なんのディスクが入ってるんだろ」

　将悟は放送部員に頼み、デッキの出力スピーカーを切り替えてもらった。

　今度は再生しても、卓上の小さなスピーカーから音が流れる。しかしやはり、ＭＤに録音されていたのはクラシック音楽だ。長い曲で、十分ほどしてようやく終わった。

「やっぱり、ただの音楽ディスクだよな……」

　将悟はＭＤを停止しようと手を伸ばした。

　しかし、再生はまだ続いている。無音のまま、タイム表示は時間を刻み続けている。

　……奇妙なディスクだ。表示を切り替えると、曲の総時間は六十分と表示された。

　そんなに長い時間、無音で録音されてるのか？　ダビングに失敗したんだろうか。

　ＭＤを停止して、ディスクを取り出した。半透明のプラスチック容器に、銀盤のディスクが収められている。

　将悟は、そのディスクがどうも気になってしかたなかった。

「――このＭＤ、借りてもいいかな？」
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　視聴覚室にこもって、将しよう悟ごは借りたポータブルプレイヤーでＭＤを聴き続けていた。

　七十四分の録音が可能なディスクだ。最初の十分間は、クラシック音楽が録音されていた。音楽が終わっても再生は停止せず、ただ無音が流れ続ける。

　しかし将悟は、いっさい早送りもせず、無音のＭＤを聞き続けた。

　さらに十分、二十分と過ぎていき、さすがにあくびが出そうになる。

「……やっぱり、考えすぎかなぁ……」

　それでもディスクを止めず、三十分、そして四十分が過ぎたころ……。

『お兄さま』

　思わず将悟は、ガタッと椅い子すを揺らして立ち上がった。

『お兄さま、お久しぶりです。わたくしは将悟お兄さまの、妹です』

　思わず、視聴覚室のスピーカーを見上げた。が、そこから聞こえているのではない。

　ＭＤプレイヤーのスピーカーから、『妹』の声が流れているのだ。

　かなり大音量の声で、将悟はプレーヤーのボリュームをしぼった。

『今日もわたくしは、お兄さまに愛のメッセージを伝えにまいりました。どうかこの想い、お兄さまの胸の奥まで届いたらうれしいです……』

「やっと、捕まえたぜ……」

　そう、今まで何度も聞いた『妹』の声は、録音されたものだったのだ。

「将悟～。まだいるの？」

「そろそろ帰らないと、先生に注意されちゃいますよ」

　視聴覚室の扉が開いて、雅みやびと心こ乃の枝えが入ってきた。

　いつの間にか陽は暮れて、視聴覚室は薄暗い。心乃枝がスイッチを入れると、蛍光灯がついて明るくなった。

「二人とも、これ、聞いてくれ」

　将悟はディスクの時間を少し戻し、録音された『妹』の声を再び流した。

　心乃枝も雅も、ハッと息をのんだ表情で聴き入っている。

「どういうことなの……？」

　雅がけげんな顔で聞いた。

「おそらく『妹』の行動はこうだ。『妹』は放送の数十分前に、無人の放送室に忍びこんで、ＭＤをプレイヤーにセットする。そして無音部分のところから再生し、放送のスイッチを入れる。無音だから、スピーカーからは何も聞こえない。その状態のまま『妹』は放送室を出る。そして数十分後、ＭＤが録音箇か所しよにさしかかると……突然校内放送で『妹』の声が流れ出す。――つまり無音の再生時間を、タイマーとして利用してたんだ！」

「でも、マイクのスイッチ入れたらさ、ブチッとかって音がしない？」

「この『妹』の声って、かなり大きな音で録音されてるだろ。ノイズが目立たないように、アンプのボリュームを絞ってたんだ。その状態で声を響かせるため、大音量で録音したんだよ。それに『妹』の放送が流れたのは、昼休みや放課後だ。しゃべり声や運動部のかけ声で雑音が多い。ノイズなんて、ほとんどかき消されちまう」

「それじゃ、あの放送はみんな、録音されたものだったんですね……」

「先生たちが放送室に駆けつけても『妹』は見つからない。彼女はころあいを見計らって再び放送室に忍びこみ、ＭＤを回収して証拠を消せばいい」

「はぁ～……。だけど将しよう悟ご、そんな単純なトリック、誰だれも気づかなかったの？」

「もし放送部員や先生がＭＤを見つけてたとしても、ただ音楽が録音されたＭＤって思ったはず。一度停止すれば、ディスクの再生ヘッドはスタートに戻ってしまうからな。そしてみんな、何十分もある無音部分をしらみつぶしに調べるほど、ヒマじゃない」

　そのようにして、『妹』は姿を消していたのだ。

「携帯電話を持ってるのって、たぶん、生徒会の誰か……ですよね」

　心こ乃の枝えが、何やら考えこむ顔をしていた。



    

  
    
      



    

  
    
      「滋し賀がさんの話からして、おそらくそうだよな」

「それで、ＭＤの再生時間をタイマーにしたってことは、放送前の数十分以内に、放送室に行ってＭＤをセットする必要がありますよね」

「このＭＤは四十分過ぎに『妹』の声が録音されてるから、放送前四十分以内にセットすることになるな。……どうしたんだ、心こ乃の枝え。声が震えてるぞ。何か気づいたのか？」

「今日、生徒会のみなさんと中庭で掃除したじゃないですか！　一時間以上、一緒に！」

　あっ！と将しよう悟ごは思い出した。そうだ。掃除で一時間以上一緒にいたということは、その間、放送室に行ってないってことだ。つまりＭＤをセットできない。

　そして凜りん香かも、滋賀さんも、生徒会の男子生徒二人も、ずっと一緒に掃除していた。

「みんな、ほんとにずっと中庭にいたんだよな……」

「間違いないよ。あたしもその間、同じところにいたもん！」

　そのとき、三人とも気づいたはずだ。

「そうだ……。だけど遅れてきた天てん導どう会長なら……ＭＤをセットできる……」

　今までの『妹』の放送のとき、愛ま菜なは一緒にいた。だけど、将悟と何十分も前から一緒にいたことは、なかった。いつも放送の少し前に顔を見せていた。

　彼女は何くわぬ顔で、将悟と一緒に『妹』の放送を聞いていたのかもしれない……。



　将悟は家に帰っても、借りたＭＤプレイヤーで何度も何度も『妹』の声を聴き続けた。何か手がかりをつかめないかと聴き続けた。

　一時間ほどしてさすがに疲れたとき……。

「ん？　いけね、電話鳴ってたのか」

　机の隅に置いてあった携帯電話の着信ランプが点滅していた。『妹』の声を調べるのに夢中で、気づかなかったらしい。

　着信履歴を見ると、電話は母からのものだった。

「母さんからか。珍しいな」

　――ほうっておいたら怒られそうだなぁ。母さん、そういうの厳しいし……。

　将悟はすぐに母の携帯番号に電話をかけた。呼び出し音が鳴って、電話がつながる。

「もしもし、母さ――」

『現在、電話に出ることができません。ご用件のある方は、発信音のあとに……』

　しかし聞こえてきたのは、留守番機能の音声だった。

　――なんて言えばいいのかな。母さんに電話なんて久しぶりだからなぁ。

「えっと、将悟です。……えーっと、さっき電話があったみたいだけど、気づかなくて出られませんでした。えー、今は大丈夫ですので、またお電話くだ」

　二十秒ほどでピーッと発信音が鳴り、電話は切れてしまった。

「って、入りきらなかったぞ。留守番電話の録音時間って短すぎるんだよな……」

　ブツブツつぶやきながら、電話を切る。

　が、すぐに着信音が鳴った。母からだ。

「将しよう悟ご。電話にはいつでも出られるようにと注意しているではありませんか。その場で出られなくても、すぐに折り返し連絡なさい。ビジネスの世界はスピードが命なのですよ」

「わ、わかってますって……。で、用事は……？」

「近いうちに、ある会社の会長のご長男が、結婚なさるそうです。将悟にもご挨あい拶さつをかねて出席してもらいますから、準備をしておきなさい」

「結婚式……。誰だれの結婚式なんですか？」

「厳げん田だ商会会長の息子さんです。近ごろ帝みかど野のグループに、取り引きの話を持ちかけていただいているのです」

　――厳田……？　ゲンダ……。どこかで聞いたような……。

　考えて、将悟はあっと声を上げそうになった。

　理事会の視察のときに来た一人だ。将悟を試すような質問をしたのを覚えてる。

「厳田会長って、深み流りゆう院いん学園理事会の、厳田理事ですよね!?」

「そうです。相手方も由緒ある家庭の娘さんですので、くれぐれもそそうのないように」

「由緒ある家庭……？」

　そして母から告げられた名前に、今度こそ将悟は、電話を取り落としそうになった。



　その夜、将悟は寝付けない頭で、今までのことを整理していた。

　あの滋し賀がさんの態度からして、嘘うそを言ってるとは思えない。それに彼女が土曜日のうちに学校に戻ったことくらい、小こ都と里り先生にでも聞けば確認できる。

　となれば、おそらく携帯電話を持っているのは、生徒会の誰かだ。

　しかし『妹』はどうしてあんなＭＤを作り、放送室にセットしたんだろう？

　また生徒会役員なら、将悟の電話番号くらい調べられるはず。

　なのになぜ、『妹』は校内放送でメッセージを送ったんだろう？

　そもそも、『妹』の正体は、誰なんだろう……？

　眠りに落ちながら考え続けるうち……将悟の頭に、一つのイメージが形づくられた。

　それは、放送室に立つ『妹』の姿だった。
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「ふぅ……。お湯、熱かったなぁ……。ゆでダコになっちゃうよ～」

　学生寮のお風ふ呂ろ場ばから出て、愛ま菜なは湯気の立つ体を両手でパタパタあおいだ。

　脱衣所に立つと、ハートマークの並んだバスタオルで体をふいた。

「あっ、パジャマ乾いてないよ～っ。ひ～ん、どうしよう……」

　干してあったパジャマはまだ湿ってる。このまま着たら、風邪をひいてしまいそうだ。

　愛ま菜なはパジャマを乾燥機に投げこんで、スイッチを押した。

　それからバスタオルを体に巻いて、脱衣所を出る。

「さ～て、ピッチンゼリー食べよっと」

　愛菜はキッチンに言って、冷蔵庫から一口サイズのカップゼリーを取り出した。

　リビングに戻り、ビニールのふたをはがす。

「いただきま～す。あ～んっ」

　大きく口を開いて、カップの底を押した。

　ピュルン！と桃色のゼリーが飛び出して……愛菜の鼻にポコンと当たる。

　ゼリーは跳ね飛び、バスタオルの中に入ってしまった。

「ひゃうっ。は、入っちゃった……」

　胸の谷間のところに、ひんやり冷たい感触があった。ゼリーが胸とバスタオルの間に引っかかってるみたいだ。

「むぅ～っ。最後のピッチンゼリー、絶対に落とさないから」

　愛菜はじっと自分の胸の谷間をにらみつけた。

　片腕で胸を抱え、もう片手でゆっくりとバスタオルを引っぱる。

　バスタオルの結び目がほどけると、ふわりと床に舞い落ちた。

「ふっふっふ。もう逃げられないからね～、ゼリーちゃん」

　裸になった愛菜は、胸の谷間に挟まれたゼリーに向かってあやしい笑みを浮かべた。

　――でもこのかっこ、なんかえっちかも……。

　ふと思いつき、愛菜は両腕で胸を抱えた。

「……将しよう悟ごくん、ゼリー、食べてもいいよ～」

　それから今度は、胸を少しつき出した。

「でも、手を使っちゃダメ～。お口で取ってね」

　――なんて言ったら、将悟くん、ほんとにお口で取っちゃうかな～。

　うふふ、と照れて笑いながら、指先でゼリーをつまんだ。

　あ～んと口を開けて、ちょっとぬるくなってしまったゼリーを食べる。

「ん～っ、お風ふ呂ろ上がりはピッチンゼリーが一番！　うふふふっ」

　笑って、愛菜はカーペットの上に寝転がった。

　――はぁ……。愛菜、ハイな気分になってるなぁ……。

「でもしょうがないよね。これでやっと……楽しい学校が戻ってくるんだもん……」



    

  
    
      


６章　妹と六月の花嫁





　数日後。夕刻の生徒会室は静かだった。

　沈みかけた陽が窓から射しこみ、白い壁が赤みがかっていた。

　将しよう悟ごが入ったとき、凜りん香かは副会長の机で書き物をしていた。生徒会の書類らしい。

「あれ、国くに立たちさん、一人？　天てん導どう会長は？」

「今、職員室へ行っておりますわよ。すぐ戻ると思います」

　凜香は言いながら生徒会長の机を見る。

　と、そこに置かれていたお菓子の袋を見つけて立ち上がった。

「っ！　天導会長、また買い置きのお菓子を勝手に食べましたわね！　ほんと、しょうがないんですから……」

　ブツブツ文句を言いながら、ビスケットの袋を棚に戻す。

　そんな姿を見て、将悟はつい笑い出しそうになった。

「――何がおかしいのですか、センパイ」

「ううん。国立さん、やっぱり天導会長と仲いいんだなって思ってさ」

「べ、別に普通ですわよっ、普通です」

　口を尖とがらせながら自分の席に戻る。

　将悟は凜香の前に歩いて、持っていた小型ＭＤプレイヤーを取り出した。

「実はやっと、『妹』を捕まえることができた」

「――!!　つ、捕まえた……ですって!?」

　将悟がプレイヤーの再生ボタンを押すと、スピーカーから『妹』の声が流れ出す。

『お兄さま、お久しぶりです。わたくしは将悟お兄さまの、妹です』

「俺おれたち、ずっと録音音声を聞かされてたんだよ」

「けど、これじゃどうにもなりませんわ。ＭＤを作ったのが誰だれかわかりませんと……」

「この声を作った、ボイスチェンジャーつき携帯電話を持ってる人はわかったよ」

「……誰ですの？」

「滋し賀がさんが話してくれたんだ。ゴミ集積場で携帯電話を拾って、書き置きと一緒に生徒会室に置いたって。――けれどその後、電話は消えてしまったんだ。しかも生徒会室は無人のとき、電子ロックがかけられている。外から侵入して盗み出すのは難しい」

「帝みかど野のセンパイは、生徒会役員を疑っているのですか？」

「……滋賀さん、ずっと怖い思いしてたんだ。自分が電話を盗んだって思われたらどうしようって。――だから、彼女を安心させてあげてほしい」

　言いながら将しよう悟ごは、卑ひ怯きような追い詰めかただ、と思った。

　これじゃまるで、滋し賀がさんの良心を利用している気分だ。

　でも伝わってくれるはずだ。本当は心の優しい彼女になら、滋賀さんの気持ちが。

「わかりましたわ、センパイ」

　凜りん香かは小さくため息をついた。

　そして机の引き出しを開け、一台の携帯電話を取り出して置いた。

　青い、流線形のボディーライン。間違いない。芽め依いが捨てた電話が、今ここにある。

「そのとおりです。生徒会の研修から戻った日曜日、生徒会室に届けられていた電話を見つけて手に入れたのは、このわたしです。――よく、わかりましたわね」

「滋賀さんの話を聞いて、電話を手に入れられるのは、あの日曜日、学校に戻ってきた国くに立たちさんか天てん導どう会長のどちらかって思ったんだ。けどあのとき、天導会長は乗物酔いでふらふらしてた。小こ都と里り先生が保健室に連れていったよね。――となると、残った国立さんが入手した可能性が一番高いって考えたんだ」

「ご名答、ですわね。――そうです。わたしが『妹』としてＭＤを作り、何度も校内放送を流し……」

　凜香の言葉をさえぎるように、将悟は小さく首を横に振った。

「何度も校内放送を流した『妹』は、その携帯電話を持っていない人なんだ」

「は？　なぜですか？　この電話がなければ、『妹』の声は作れないのでしょう!?」

「作れるさ。電話を借りればいいんだよ。――正確に言えば、ほかの誰だれかが、国立さんの机から勝手に借りた、ってことかな」

　将悟は思い出す。いつの日だったか、ほかに誰もいない生徒会室で、凜香の机の前に立っていた生徒会長の姿を。

　再びプレイヤーの再生スイッチを入れて、『妹』の声を流した。

『今日もわたくしは、お兄さまに愛のメッセージを伝えにまいりました。どうかこの想い、お兄さまの胸の奥まで届いたらうれしいです』

　そこで声はいったん途切れる。将悟は再生を一時停止した。

「俺おれは、『妹』の声を何度も聞き直したんだ。今までの放送についても、記憶の限り再現してみた。学校中が放送を聞いていたから、みんなに確認できたんだ。結果、『妹』の放送には、ある不思議な法則があることに気づいたんだ。――いつも『妹』の言葉は、二、三十秒ほどで不自然な間が開くんだよ」

『わたくし、このごろ毎晩、将悟お兄さまと結婚式をあげる夢ばかり見てるんですよ。わたくしはお兄さまと、二人っきりの結婚式がうれしいです。誓いのキス、二人っきりで何時間も続けましょうね』

　続きを再生し、言葉が途切れたところでまた一時停止した。

「理由は単純だ。これは、携帯電話の留守番機能に吹きこまれた音声だから」

『だってずっと、お兄さまとキスしたいんですもの。新婚旅行はどこがいいかしら。わたくしは、お兄さまと一緒ならどこでもうれしいです。ううん、旅行なんかしなくても、お兄さまと二人っきりでいられたら……』

　最後まで再生すると、将しよう悟ごは停止のボタンを押した。

「『妹』は、国くに立たちさんの机にあったボイスチェンジャーつき携帯を無断で借りて、自分の電話にかけた。留守番機能を応答させて、『妹』の声を吹きこんだんだ。その留守番機能は、三十秒程度しか吹きこめなかった。そこでメッセージを三回に分けた。

　それが終わると、国立さんの机にボイスチェンジャーつき携帯は戻した。その後『妹』は別の場所で、自分の携帯電話に録音された音声を、ＭＤにダビングしたんだ。一つながりのメッセージになるよう、編集しながらね」

「わたしが自分で、もう一つの携帯に吹きこむことも可能ではありませんか！」

「国立さんは、何度も放送を流した『妹』には、なれないんだよ。――ＭＤの無音時間は、四十分程度で作られている。それが放送開始までのタイマーになるんだ。けど、みんなで掃除をしたとき、国立さんは一時間以上中庭にいた。ＭＤをセットしに、放送室へ行けなかった。逆にあのとき、放送室に行けたのは、ただ一人、遅れてきた……」

「……帝みかど野のセンパイは、『妹』が誰だれか、わかっているのですね？」

「生徒会長……。天てん導どう会長なんだ」

「そのことを、学校内で公表するつもりですか？」

「俺おれはまだ風紀委員だ。だから、風紀委員長である国立さんの判断にしたがうよ」

　凜りん香かは立ち上がり、将悟に背を向けた。

「この件はわたしが処理します。帝野センパイは、いっさい、忘れてくださいませ」

「だけど国立さん、処理するって、どうやって……」

「忘れてくださいませ!!」

　思いがけない強い口調に、将悟は黙りこんでしまった。

　しばらく、生徒会室を沈黙が支配した。

「……やっぱり国立さんは仲間想いだな。きっと天導会長のこと、かばうって思ったよ」

「かばってなどいません！　ですから、センパイはこれ以上……」

「さっき、校内放送の音声が、留守番機能を使って録音されたものだって言ったよね。でも、唯一、録音じゃない放送があったんだ」

「……録音じゃない？」

「俺は放送部に頼んで、理事会の人たちが視察に来たときの記録ビデオを見せてもらった。そこには、『妹』の放送の場面もバッチリ映っていた。言葉の合間にも、息づかいが切れ目なく聞こえていた。その放送のときだけ、『妹』は二分近くも、一気にしゃべったんだ。留守番機能には入りきらない長さだ」

「そのときだけ、別の方法で録音したのかもしれませんわ」

「だったら、どうしてその後も、同じ方法で録音しなかったんだろう？　それにあのとき、『妹』はこう言っていた。『そこの、ボケた顔で突っ立ってる将しよう悟ごお兄さま』って。録音じゃ、俺おれがどんな状態かなんて、言えないはずだろ？　つまりこういうことさ。そのときだけ『妹』は別人だった。携帯電話の持ち主だったんだ。――そうだよね、国くに立たちさん」

　いつの間にか、凜りん香かの手が小刻みに震えている。

「わたしがセンパイを、脅迫してたと言うのですか？」

「……俺は『妹』の放送の意味を、こう考えていたんだ。俺がＤＮＡ鑑定で本物の妹を捜してると気づいた彼女が、脅迫したんだって。だけどわからない。脅迫するつもりなら、直接俺に電話をかければいい。生徒会役員なら、生徒の電話番号くらい調べられるはず。なのにどうして校内放送なんかしたんだろう。

　考えて、一つの仮説を思いついたんだ。あのとき『妹』……いや国立さんは、俺でなく、別の人間にメッセージを送っていたんじゃないかって。――電話番号のわからない誰だれかに。つまり学校の生徒以外の誰かに」

　凜香はもう何も言わず、ただ震える指先を、キュッと握りしめている。

「母さんから、厳げん田だ会長の息子の婚約相手が国立さんだって聞かされたとき、俺は真まっ先さきに、以前突然泣き出した国立さんの姿を思い浮かべたんだ。何があるんだろうって思って、衣い楠くすにこの婚約について調べてもらった。

　それでわかったよ。厳田商会という会社は、強引な経営で利益を上げ続けていて、業界でも評判が悪かった。取引先の会社がいくつも泣かされたらしい。そこで厳田会長は、跡取り息子を由緒正しい家柄の娘と結婚させて、自分たちの名誉を上げようとしていた。いっぽう国立さんの家も、最近は財政難に苦しんでいた。――つまりこれは、両家の利害が一致した、政略結婚だったんだ」

　いつの間にか、凜香の手の震えは止まっていた。

「――よくお調べになりますわね。そういうの、よけいなお世話と言うのですよ」

　そして凜香は話し始めた。

　彼女が『妹』となった理由を。
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「五月の終わりごろ、生徒会で泊まりがけの研修に行った日のことです。研修には、講師の一人として厳田理事もいらっしゃいました。研修後わたしは理事に、近くのレストランへ呼ばれました。それで、婚約者としてご挨あい拶さつに向かったのです」

　　　◇

　凜りん香かの婚約の話は、半年ほど前から決まっていたらしい。けれど凜香がそれを聞かされたのは、わずか一ひと月つきほど前だった。突然、父から聞かされたのだ。

　婚約相手の青年とは、一度、両家の両親ともども顔をあわせただけだ。どこかの料亭での会食だった。親同士ばかりがしゃべっていて、凜香はほとんど黙ったままだった。相手の青年がどんな人間なのかすらよくわからなかった。

　しかし凜香には、選択権も拒否権もなかった。彼女はただ、子供のころから、家名を汚さず継ぐことを最上のこととして育てられてきたのだ。

　そしてこの婚約は、親の決めた、立派に家名を継ぐ方法なのだ。

　だから凜香は、その役目をまっとうすることだけを考えた。

　それこそが自分の使命だと信じた。

　そして、五月半ばの生徒会研修の日――。

　凜香がレストランに着くと、奥のテーブル席に初老の男が座っていた。厳げん田だ理事だ。

　急ぎ足で歩いて、彼の向かいに座る。ウェイターが注文を取りに来ると、厳田理事は、高額なディナーコースを二人前注文した。

「本日は、大変素晴らしい講義をありがとうございました」

　凜香が頭を下げると、厳田理事はタバコをふかしながら、くっくっと笑った。

「なぁに、大したことは言っとらんよ。もっともらしいこと言っときゃ、バカな……おっと失礼、学の足りない連中はありがたがるんだ。これもビジネスのテクだよ、凜香くんも覚えときなさい」

「は、はい……」

「――それはそうとねぇ、近ごろ、どうも深み流りゆう院いん学園の生徒諸君は、風紀が乱れがちだそうじゃないか。理事として、なげかわしい限りだよ。なんとかならんもんかねぇ」

「その点は、わたしも気になっております」

「凜香くん、生徒会副会長だってね？　いいかい。学園の評価は、理事である私の評判にもつながるのだよ。今のままじゃ困るねぇ」

　厳田理事が、私欲のためだけに学園理事をしていることは、薄々わかっていた。ほとんどの理事たちは、ある人はボランティアで、ある人は資財を投げ打ってまで、学園と生徒たちのために尽くしてくれているというのに……。

「面目ありません……。――厳田理事。わたしは以前から計画していたのですが……生徒会直属の組織として、風紀委員会を設立しようと考えております」

「それは素晴らしい。名案じゃないか。私も最大限バックアップをしよう」

「ありがとうございます！　そう言っていただければ、とても心強く思います」

　――婚約相手の家に認められた。これでわたしの両親も、メンツがつぶれずにすむ！

　ウェイターが前菜を運んできたので、二人は一度黙った。ウェイターが離れると、厳げん田だ理事は前菜に手もつけず、ぐいっとテーブルの上に身を乗り出した。

「ところで、凜りん香かくん。深み流りゆう院いん学園には、帝みかど野のグループ社長の息子がいるだろう？」

「帝野将しよう悟ごセンパイですね。よく存じ上げておりますわ」

「それで、こんな噂うわさを知ってるかねぇ。――学園内には彼の父の隠し子である、帝野将悟の妹がひそかに在籍しているんだそうだ」

「それは……。初耳ですわ。ただの噂ではないでしょうか……」

「それが、信しん憑ぴよう性せいのある噂なんだ。そこで相談なんだが……凜香くん、その妹を捜し出して、私に教えてはくれんかね？　生徒会や風紀委員の権限があれば簡単だろう？」

「で、でもなぜ、調べる必要があるのでしょう……？」

　厳田理事は椅い子すにもたれかけ、タバコを大きくふかした。

　マジメそうな顔を見せているが、目元に浮かぶ、ニヤリとした笑みは隠せていない。

「厳田商会は近々、帝野グループと商取引をしようと思っとる。しかし相手は世界的企業だからね、私たちもナメられたくない。――取り引きを、少しばかり有利なものにしたいんだよ。わかるかね？」

　厳田理事の言いたいことは、すぐに理解できた。

　言葉こそ穏やかに言いつくろっているけど……厳田理事は、将悟に妹がいるという秘密を利用して、帝野グループを脅迫しようとしているのだ……。

「協力してくれるね、凜香くん。――キミなら、嫁ぎ先である私たちの期待を裏切ったりしないと、信じているよ。――私は凜香くんのご両親が、立派な家柄を維持できるよう、お金で助けてあげようというのだからね」

　厳田理事は、目を細めながら凜香を見た。

　キツネのような目だ、と思った。背筋がひやりとした。

「……わかりました……。帝野センパイの妹を、捜し出してみせます……」

　　　◇

「帝野グループを……脅迫……。そんなこと考えてたのか」

「わたしは厳田理事には逆らえませんでした。逆らえば、わたしの両親に……わたしの家に、迷惑をかけてしまいます。わたしは言われたとおり、生徒会の権限を利用して、帝野センパイの妹を捜すことに決めました。――ですが研修から戻った日、わたしは生徒会室で、あのボイスチェンジャーつき携帯電話を見つけました。その電話を見ているうち、ある考えが浮かび上がったのです。まるで、もう一人の自分が、悪魔のような自分がささやきかけているようでした。

　この電話を使えば……帝野将悟の『妹』になれる！　国くに立たち凜香でない、別の人間になれる。由緒正しき家柄を背負うことも、家を守るため結婚させられることも、脅迫に荷担させられることもない、もう一人の自分に！　……そんな考えが頭を支配しました。気がついたときわたしは、自分の机に携帯電話をしまっていたのです。

　一週間ほど経って、理事会の視察の日になりました。その中には厳げん田だ理事もいらっしゃいました。昼食の席で、厳田理事は帝みかど野のセンパイに会いたいとおっしゃいましたわ。もっとも本心では、脅迫相手のことを調べようと考えていたのでしょうけど。――わたしは、天てん導どう会長と一緒にセンパイを呼びに行きました。センパイを捜すふりをして天導会長と別れ、古い校舎の放送室に向かったのです」

　　　◇

　凜りん香かは放送室に入って扉を閉めた。この旧式の放送室が、普段あまり使われないことは知っていた。隠れて放送するには最適の場所だ。

　放送室の窓の向こうに、別校舎にある会議室が見える。理事たちはそこにいた。

　会議室に、愛ま菜なと将しよう悟ごが入ってきた。凜香はしばらく、様子を見守っていた。

　厳田理事が将悟に近づき、二人で会話している。それから笑顔で握手した。

　――まったく帝野センパイは、何も知らないで……。

　凜香は自分の携帯電話を取り出した。そして電話のイヤホン端子につないだコードを、放送用アンプのマイク端子につなぐ。

　それから、もう一つ持っていた、ボイスチェンジャーつき携帯電話を取り出した。自分の電話の番号にかけると、アンプにつないだ電話の呼び出し音が鳴る。すぐに受話器のボタンを押して、二つの電話を通話できるようにした。

　芽め依いが捨てたというボイスチェンジャーつき携帯電話には、『妹』の声のプリセットが残されたままだった。機能のボタンを押し、画面上からプリセットを選択するだけで、凜香は『妹』になれる。

　……『妹』になって、脅迫者に鉄てつ槌ついを下すことができる！

　電話を持ったまま一度大きく深呼吸して、凜香は放送用アンプのスイッチを入れた。

『お兄さま。――お兄さま、聞こえますか？　わたくしは妹です。将悟お兄さまの、妹です』

　厳田理事は、突然の『帝野将悟の妹』の出現に、さぞかし驚いているだろう。

　しゃべり始めたとたん、言葉が止まらなくなった。

　まるで、自分でない何者かが乗り移った気がした。

　今まで自分の中で押し殺してきた何かが、煮えるような体温で鎌かま首くびをもたげていた。

『わたくしの正体が誰だれか、知ろうなどと思わないでください。わたくしの姿を探そうと思わないでください。ムダなことです。無益なことです』

　そのとき本当に、凜香は、自分は将悟の妹なのだと実感していた。それが真実なのか、錯覚なのか、彼女以外の人間にはわからないほどに。

『今度、わたくしのことを探ろうとしたら……全部明かしてしまいますから。わたくしが握っている秘密を、世の中にバラしちゃいます。そうなればどうなるか……わかりますよね？　全部おしまい。何もかも台無しですよ』

　――わたしは秘密を知っている。

　厳げん田だ理事の裏の顔を。帝みかど野のグループを脅迫しようとしている計画を。

　それが知られれば、帝野グループとの取り引きなんてできなくなる。厳田理事の評価は失墜し――何もかも台無しになってしまう！

　一ひと通とおりしゃべり終えてから会議室のほうを見ると、みんな、呆ぼう然ぜんとしていた。

　将しよう悟ごはすっかり動転した様子で、ただおろおろしている。

　――しっかりしてください、帝野センパイ。何をボケーッと突っ立っているのですか。敵は、すぐ目の前にいるのですよ。

　そして凜りん香かは……『妹』は、最後に一言、将悟に向けてメッセージを送った。

『将悟お兄さま。いいですか？　まわりにはちゃんと気をつけなきゃダメですよ』

　　　◇

「まわりって、厳田理事のことだったのか……」

　凜香の話を聞き終わり、将悟はしばらく呆然としていた。

　あの『妹』の校内放送は、将悟への脅迫などではなかった。

　むしろ脅迫者から、将悟を守ろうとしていたのだ。

「校内放送を使った理由は、厳田理事の電話番号を知らなかったためです。彼は慎重な性格で、あまり他人に電話番号を教えなかったのです。ですがそれだけでなく、心のどこかで、厳田理事が恐怖する姿を皆に見せつけたいという欲望があったのかもしれません」

　あの放送を聞いて、将悟は恐怖すら感じた。……けどあのとき、厳田理事はそれ以上に恐怖していたのかもしれない。

「その後わたしは、帝野センパイを風紀委員会に引きこみました。嫁ぐ身であるわたしは、結局、厳田理事には逆らえない立場です。ですからセンパイ自身の手で、本当の妹を捜してほしかったのです」

「妹を捜せっていうのは、校内放送の『妹』じゃなくて、本物の妹って意味だったんだ」

「そしてわたしが結婚したのち、あの放送は自分のイタズラだったと白状して、事態を沈静化させるつもりでした。――これが、わたしのしたことのすべてです」

　話を聞き終えて将悟は――勝てない、と思った。

　本気を出した凜香には、きっと勝てない。

　彼女は、あの老ろう獪かいそうな厳田理事を相手に、陰謀の出鼻をくじいてしまったのだ。

「凜香ちゃん……」

　振り返ると、生徒会室の扉を開けて、愛ま菜なが顔をのぞかせていた。

　その後ろには、心こ乃の枝えと雅みやび、そして滋し賀がさんもいる。

「天てん導どう会長！　それにみんな……。もしかして今の話、聞いてた？」

「ごめんね、聞くつもりじゃなかったんだけど、なんだか心配で……」

　愛菜たちは、不安そうな顔で生徒会室の中へ入ってきた。

「天導会長は、国くに立たちさんがあのときの『妹』だって、気づいてたんだね？」

「うん……。凜りん香かちゃんがボイスチェンジャーの携帯電話、こっそり持っているところ見ちゃったの。そのときは深く考えなかったけど……『妹』の放送を聞いて、すぐに凜香ちゃんだってわかった。だけど、なんで凜香ちゃんがそんなことするのか、わからなかった。婚約させられてたなんて、今まで知らなかったよ……。相談してくれればよかったのに」

　そんな愛菜の前で、凜香は目を伏せているだけだ。

　結婚など悩みじゃない。大切な役割だ。……凜香はそう思い込もうとしてたんだろう。

「それでも、国立さんを守ろうとしたんだな」

「そうじゃなきゃ、凜香ちゃんが悲しいことになっちゃう。凜香ちゃん、学校が楽しくなくなっちゃう。……って思ったの。そんなふうになるの、愛菜だってイヤ。

　視察の日、放送のとき凜香ちゃんだけがいなかったから、このままじゃ疑われるって気づいたの。それで午後の授業中にこっそり凜香ちゃんの机から電話を借りて、自分の電話の留守番機能に『妹』の声を吹きこんだ。同一人物に聞こえるよう演技して。それから視聴覚室でＭＤを作って、放送室が空いてる時間を狙ねらって、セットした。

　あとはこの放送を、将しよう悟ごくんが凜香ちゃんと一緒に聞いてくれれば、凜香ちゃんの疑いを晴らせたはずなの。だけど、全然タイミングが合わなくって……。それで何度も繰り返して、こないだみんなで掃除したとき、やっと成功したって思ったのに……」

「俺おれが、ＭＤのトリックに気づいてしまった、ってわけだな」

「うん……。バレるはずないって思ったのに……」

　愛菜は小さくうなずいた。

「わたしは、もう一人の『妹』の正体を、薄々感じておりました。けど、どうしても天導会長だと認めたくなくて……。――自分の放送のあと、わたしはやはり帝みかど野のセンパイに事実を話し、携帯電話も返すべきか悩みました。ですが、もう一人の『妹』が現れて、隠し続けなければならなくなったのです。わたしが白状すれば、きっと天導会長も白状してしまうでしょうから……」

「ごめんね……凜香ちゃん。将悟くん。勝手なことして」

「ううん。天導会長は、国立さんを守ろうとしただけじゃないか。俺には怒れないよ」

　将悟が言うと、凜香も小さくうなずいた。

「わたしもです。むしろ謝らなければならないのは、わたしのほうですわ……。ごめんなさい、天てん導どう会長。帝みかど野のセンパイ」

　凜りん香かは二人にそれぞれ頭を下げた。

「それから、滋し賀がさん。ごめんなさい。携帯電話のこと、ずっと黙っていて……」

「い、いえ、そんなわたし、なんとも思ってなひです……」

　滋賀さんは、なぜか恥ずかしそうに、ブンブンと首を横に振った。

　――これで、本当に元の生徒会に戻れるといいな……。

　だが……。

「みなさん……。今後わたしとは、見知らぬ他人としておつきあいくださいませ」

　将しよう悟ごは一瞬、凜香が何を言っているのかわからなかった。

「何を言ってるんだよ！　国くに立たちさんは、正々堂々としていい！　帝野グループを、俺おれの妹を、脅迫から守ってくれたんだ！」

「だからこそ！　わたしはセンパイとも見知らぬ仲にならなければならないのです。わたしは、家の名誉を守って生きるよう、育てられた人間です。なのに、わたしは、嫁ぎ先を裏切るようなことをしました。そんなわたしを、わたしは許してはなりません。否定しなければならないのです！　もう、今までのわたしは、いないのだと思ってください……」

　再び、凜香の握りしめた手が、机の上で小刻みに震え始めた。

　うつむいた凜香の目から涙がこぼれ落ち……拳こぶしの上で跳ねる。

「わたしは、六月の終わりに十六歳の誕生日を迎えます。そうしたらすぐに入籍し、来月にはみなさんを呼んで結婚式をあげます。それが、わたしに望まれる役目なのです。――ですからお願いです。わたしを、一人にしてください。……一人にしてっ!!」



　　　§



「あんな国立さんの顔、初めて見たなぁ……」

　雅みやびが、今でも信じられなさそうな目でつぶやく。

　校舎を出ると、空は夕焼けで真まっ赤かだ。部活動を終えた生徒たちの帰宅する姿がちらほらと見える。

「このままで、いいんでしょうか。国立さん、本当は結婚なんて……」

　心こ乃の枝えの言葉に、将悟もうなずく。

「したくないんだろうな。でも、親に都合のいい結婚をすることが自分の役目だって信じてる……必死に信じようとしてるんだ」

「ねぇ、将悟。なんとかしてあげられないの？」

「そうですよ。わたしからもお願いします！」

「そりゃ、俺だってなんとかしてあげたいけど……」

　この婚約は、国くに立たち家と厳げん田だ家の間の問題だ。凜りん香かが受け入れると言ってる以上、将しよう悟ごが口を挟めることではないのだ。

　――それはわかってる。わかってるけど……。

「センパひ……」

　滋し賀がさんが今にも泣き出しそうな顔で見つめていた。

　たぶんこのままじゃ、元の生徒会には戻れない。

　みんなバラバラな生徒会になってしまう。

「……やっぱり俺おれ、以前みたいな生徒会のほうが好きかな」

　将悟が言うと、沈んだ表情だった愛ま菜なが笑顔を浮かべてうなずいた。

「そうだよね！　だって学校は、楽しくなくっちゃ！」



　将悟が再び校舎に戻ったときには、陽は暮れて、学校の廊下は薄暗くなっていた。

　生徒会室の扉を開けると、凜香は副会長の机に座って突つっ伏ぷしていた。

　――あれからずっと、一人で泣いてたのかな。

「……帝みかど野のセンパイ？　まだ何か用事ですか？」

　顔を上げた凜香は、いつもの口調に戻っていた。

「国立さん！　俺と恋人になろう」

　凜香は将悟の顔を見て、目をパチクリさせた。

「あ、ごめん、つまり恋人のふりをしようってことなんだけど……」

「さては天てん導どう会長あたりが考えたんですわね。どうせわたしと恋人のふりをして、婚約を解消させようとか、そう言いたいのでしょう？」

「バレたか……。とにかく望まない結婚なんてすることない。俺たちも協力するよ」

「帝野グループ社長の息子となれば、わたしの両親も納得するでしょうね。でもセンパイは、そんな形で家柄を利用されて平気なのですか？」

「俺は、ただ『帝野グループ社長の息子』としか見られないのなんてイヤさ。でもそれで国立さんが自由になれるのなら、名前なんかいくら利用してもかまわない」

「わたしは、そんなごまかしで自分を育ててくれた家を裏切ったりできません。準備も進んでいるのに今さら婚約解消だなんて……家に、泥を塗るような行為ですわ」

「違う。自分を押し殺すほうが、よっぽど泥を塗ることじゃないか」

「よっぽど……？　どうしてですか!?　どうして泥を塗ることになるんですか!?」

「国立さんの両親だって、本当は娘の幸せを願ってるはずだよ。でも、立派に家を継ぐことが幸せだって考えてる。つまり両親が考える幸せと、国立さんの本当の幸せが、ずれてるんだ。――国立さんが、それをわかっているのに黙って両親の言いなりになったら、それこそ裏切ってるようなものじゃないかな」

「……仮にセンパイの言うとおりだとしても、これはわたしの問題です」

　そのとき将しよう悟ごは思った。

　本当に凜りん香かの心を閉じこめているのは、誰だれでもなく、凜香自身の心なのかもしれない。

「これは国くに立たちさん一人のためじゃない。この深み流りゆう院いん学園のためでもあるんだよ。俺おれは……いや、きっと学校のみんな、元の生徒会に戻ってほしいって思ってる。仲良く、楽しく活動していた生徒会に。そんな生徒会のほうが、学校が楽しくなるじゃないか！」

　すると凜香は、少し悲しそうにうつむいた。

「わたしは、学校を楽しくなどできませんわ。どうせまた、皆から嫌われるだけ」

「そんなことない。生徒会のみんなを導けるのは、国立さんだけだよ。国立さんがいなかったら、天てん導どう会長なんか、毎日お菓子しか食べなくなっちゃうよ」

「お菓子しかって……。――天導会長なら、そうなりかねませんわね」

　凜香は、ぷっと噴き出しそうになった。

「だから国立さんに、支えてほしい」

「わたしに……ですか？」

「それこそ、国立さんにしかできない役目なんだから」

　しばらく考えるような顔をして、凜香はふいに立ち上がった。

「いろいろ騒いでたら、上着が着崩れてしまいましたわ。直しますので、後ろを向いててくださいますか？」

「あ、それじゃ俺、外に出てるよ」

「かまいません。着崩れを直すだけですから」

　将悟は凜香の机から少し離れ、反対側の壁を向いた。

「そうですわ、センパイ。一つ、失格があります。偽とは言え女性を恋人にしようというのに、名前で呼ばないとは何事ですか」

「じゃあ……凜香さん……。これでいいかな……」

　凜香はなんて呼んでくれるんだろう。彼女は、将悟の提案を受け入れてくれるだろうか？　家柄を守るという檻おりから、飛び出してくれるだろうか？

　凜香は何も言わず、ただ衣きぬ擦ずれの音が続く。

　――制服直すだけにしちゃ、時間がかかってるような……。

「り、凜香さん……。時間かかるなら、やっぱり俺、外に……」

　ふぁさ、と布地が舞い落ちる音がした。

　――え……？　いったい何を……？

「……い、いいですわよ、こっち向いても」

　ようやく凜香が言ったので、将悟はホッとしながら振り返った。

「って、凜香……さん……？」

　薄暗い生徒会室に、凜りん香かは立っていた。

　スカートも下着も脱ぎ捨てて、制服のシャツの前がはだけている。

　恥ずかしそうに顔を真まっ赤かにして、両腕で胸元を押さえていた。

「将しよう悟ご……センパイ……。わ、わたしは……嘘うそで自分の家を騙だますようなことはできません……。ですからセンパイ……。本当の、恋人になってくださいますか？」

　凜香はゆっくりと、将悟の前に歩いてきた。

「ほ、本当のって……。で、でも俺おれたちまだ、そんなに深い仲じゃ……」

　思わず後ずさりして……将悟はドサッと尻しりもちをついた。

　背中を近くの机にぶつけ、上に置かれていた書類がヒラヒラと舞い落ちる。

　凜香は将悟の前に立ち、ゆっくりと屈んで顔を寄せてきた。

　顔が真っ赤だ。目の端がうるんでいる。唇の震えを隠しきれていなかった。

「凜香さん、そんな恥ずかしがってまで、こんなこと……」

「は、恥ずかしくなどありませんっ！　恥ずかしく……ありませんからっ!!」

　無理やり否定するように叫ぶと、両腕を将悟の首にまわした。

　すると、押さえられていたシャツの前がはらりと開いた。

　柔らかそうな胸があらわになって、ますます凜香の顔は赤くなった。

「だ、誰だれにも見せたこと……ないんですから……」

　将悟はごくりとつばきを飲みこみながら、凜香の体から目が離せなかった。

「き、きれい……だ……」

　もし……凜香さんみたいな、すごくて魅力的な人が生涯の伴はん侶りよになってくれたら……。

　――でも、凜香さんの父親は、本当の父親じゃないかもしれないって。

　もしかしたら、俺と同じ父親だって可能性もある……。凜香さんが、本当はそれを知っていながら、隠しているのだとしたら……。

『妹』の警告メッセージは、本当の妹による怒りの声だったのかもしれない……。

「せ、センパイ……。わたしを……変えてください……」

「ままま、待って、待ってっ！」

　迫る凜香を押し戻そうと、あわてて両手を前につき出した。

　むにゅっ。

　って、音がしたような気がする。

「…………センパ……イ……」

　両胸を押されて、ピクッと、凜香のこめかみに青筋が立った。

　ピクピクッと青筋をヒクつかせながら笑い、凜香がにらみつけた。

「ふ、ふふ……。わたしの体をいじくるということは、わたしを妻にしてくださる覚悟ができたということですね……？」

「つ、妻って、妻って!?」

「そうですわ……。わたしがセンパイの妻になってしっかり教育すれば、センパイが学園の女子生徒とイチャイチャして風紀を乱すこともなくなりますわよね……」

「いや、風紀とかそういう問題じゃないし！」

「覚悟してください、センパイっ!!」

　凜りん香かが裸の胸を思いきり将しよう悟ごに押しつけ、唇を重ねようとしたとき……

『凜香ちゃ～ん、生徒会室で何してるのかな～』

　校内放送のスピーカーから、愛ま菜なの声が響いてきた。

『しょ、将悟さんっ、説得してるんじゃないんですか!?』

『将悟！　へ、ヘンなことしてたら、ぜーったい許さないから！　――ほら鶴つる眞まさん、行くわよっ。生徒会室に押しかけなきゃ!!』

　将悟と凜香は、ビクッとした顔のまま固まっていた。

　やがて、凜香は全身をわなわなと震わせ……ボッ！と全身が真まっ赤かにゆであがった。

「なな……、何をしてるのですかセンパイッ!!　離れてください！　離れてっ!!」

　その後、バンッと生徒会室の扉を開けた雅みやびと心こ乃の枝えが見たものは……

　半裸で涙目の凜香に、ゲシゲシと全身踏みつけられている将悟の姿だった。



    

  
    
      
エピローグ





　校内を騒がせた『妹』騒動は、放送がなくなるとともに忘れられていった。

　いっぽう風紀委員会は『美化委員会』と名を変え、校内清掃を主な活動とすることになった。といっても、生徒が誰だれでも好きなときに自由に参加できる、特殊な委員会だ。

　つまりは、気が向いたらみんなで学校の掃除をしようという集まりなのである。

　そんな美化委員会設立も一段落した休日。

　六月終盤の雨上がりの高級住宅街を、将悟と凜香が並んで歩いていた。

　二人に少し遅れて、心乃枝と雅、それに愛菜と芽め依いがついてきている。

「む～。ほんとに二人とも、なんにもないのよねぇ」

　雅が口を尖とがらせながら、疑ぐり深そうな声を出す。

「俺おれと国くに立たちさん……じゃなかった、凜香さん、そんな関係じゃないって」

「でも……なんか本物の恋人みたいに見えますよ」

　雅の隣で、心乃枝も不安そうな声を上げた。

「これはあくまで『ふり』だってば。恋人のふり。何度も説明してるだろ」

「帝みかど野の！　わたしというものがありながら愛人を作るとは……」

「だから嵯さ峨が良らセンパイ、愛人じゃないですってば。『わたしというものが』って……」

「ほらほら～、二人をじゃましちゃダメだよ～。みんな、こっちで待ってようね～」

　さすが、一番凜りん香かを心配していた愛ま菜なは、将しよう悟ごの立場を理解してくれている。

　将悟はこれから、凜香の恋人として、彼女の両親に挨あい拶さつに行くことになっていた。もちろん、凜香の婚約を破棄させるための作戦である。

「――センパイ。あそこですわ」

　凜香が立ち止まって、前方を指さした。

　見えたのは、広い日本庭園のある和風の屋敷だ。雨に濡ぬれたかわら屋根が、雲間から射しこむ陽ひに反射し、キラキラと光っていた。

　木製の塀が庭を取り囲み、正面には大木のような門柱に挟まれた正門がある。

「あれが凜香さんの実家か……。やっぱりお嬢さまなんだなぁ」

「単に見た目が大きいだけですわ。一応、古くから伝わる家ですし。――とにかくセンパイ。覚悟はいいですね？」

「う……うん。ＯＫだ」

　将悟がうなずくと、凜香はそっと腕を組んできた。



    

  
    
      



    

  
    
      「こらーっ！」

　と、雅みやびの叫び声が聞こえた気がするけど、気にしないことにする。

「凜りん香かさんの両親って、怖い人かな……？」

「今さら怖おじ気けづいたのですか？　センパイが言い出した作戦でしょう？」

「わかってるよ……。心の準備だよ、心の」

「ちなみに父は、激怒すると平気で皿くらい投げつけますから」

　背筋がブルッと震えた。

　――恋人のふりをして政略結婚をやめさせる作戦だなんてバレたらどうしよう。

「だ、大丈夫！　凜香さん、望まない結婚なんて、絶対にやめさせるから！」

「センパイ……」

　凜香は両手にキュッと力を入れて、将しよう悟ごの腕をつかんだ。

　そして二人は、家の門に向かって歩き出す。

　そのとき……内側から、門扉が軽く開いた。

　中から出てきた人物を見て、将悟は思わず息をのんだ。

「あいつ！　どうしてここに……」

　現れたのは、一人の青年……厳げん田だ理事の息子である、凜香の婚約者だったのだ。

　学校の裏通りに現れたときと同様、ひょろ長い体にヨレた茶色のスーツを着ている。

「おそらく、結婚の準備を進めにきたのですわ……」

「凜香さん、行こう！　早く結婚をやめさせないと！」

「ですが……もし、婚約解消を認めてもらえなかったら……わたしは……」

　厳田青年の姿を見たせいか、凜香は急に弱気な声になってうつむいている。

　――まずい。凜香さんがこの調子だと、恋人だというのが嘘うそだとバレてしまう……。

　すると厳田青年のほうも凜香に気づいたらしく、手を振りながら駆けてきた。

「凜香さん！　ちょうどよかった！　これから連絡しようと思ってたところなんだ」

「すみません、その前に、俺おれから話をさせていただけますか？」

　凜香をかばうように、将悟は前に出た。

　が、凜香が彼の腕を引いて止める。

「いいんです、わたしから話しますわ。――厳田さん、お久しぶりです。実は、わたしからも婚約のことでお話が……」

　厳田青年は凜香の前に立って……突然、深々と頭を下げた。

「それなんだけど……申し訳ない！　今回の婚約は、なかったことにしてほしいんです」

「そうです。婚約をなかったことに……って、はい？」

　凜香も将悟も、目をパチクリさせて彼を見た。

「実は……僕には以前から、結婚を誓いあってる恋人がいたんだ」

「マ、マジですか？」

　将しよう悟ごが聞くと、青年は凜りん香かの家のほうを振り返った。

　家の門からもう一人、若い女性が出てきたところだ。彼女が青年の恋人らしい。

「僕には彼女がいるのに、親父に無理やり、凜香さんとの婚約を進められて……」

「そうなのか……。でも、どうして最初から断らなかったんですか？」

「僕は親父から厳げん田だ商会を継ぐことになってる。それで、ずっと親父の言うことを聞いて生きてきたんだ。だから今回の婚約の件も、逆らえずにいた」

　厳田青年は深くため息をついた。

「でも、やっぱり思い直したんだよ。そこで昨夜、親父に、凜香さんとの婚約解消を直じか談だん判ぱんした。なかなか認めなかったけど、最後に『家を出てでも好きな人と結婚する！』と言い張ったら、とうとう親父も折れてね。親父、僕が口ごたえしたことなんかなかったから、鳩はとが豆鉄砲くらったみたいな顔してたよ。――そしてさっき、凜香さんのご両親に、その話をしてきたんだ」

　言って、青年は再び凜香に頭を下げる。

「本当に申し訳ない！　僕の勝手で、こんなことになってしまって……」

「いいえ、謝ることありませんわ」

　凜香はあわてて両手を振った。

「でも……一つ教えていただけませんか？　どうして急に、そんなに強く、ご自分の主張をぶつけられる勇気を持てたのでしょうか？」

　すると青年は頭を上げ……将悟のほうを見た。

「キミは確か、深み流りゆう院いん学園の風紀委員だったよね。――あのとき僕は、婚約のことで悩んでいて、凜香さんと相談したいと思って深流院学園に向かったんだ」

「そういう用事だったんですか。言ってくだされば、国くに立たちさんに伝えましたのに……」

「婚約解消なんて言ったら、凜香さんを困らせるんじゃないかと思うと、足がすくんでしまってね……。――それであのとき、キミをかばった女の子がいたじゃないか」

「もしかして、滋し賀がさんのことですか？」

「家に戻ってから僕は、彼女の勇気ある姿が忘れられなかった。そして気づかされたんだ。自分はこのままじゃいけない。もっと勇気を持たなければ、ってね。――それでなんとか勇気を振りしぼって、昨夜、親父と腹を割って話すことができたんだよ」

　きっとこの青年も、滋賀さんと似たように弱気な性格なんだろう。

　だからこそ、シンパシーのようなものを感じたのかもしれない。

　――にしても滋賀さん、なんかすごいぜ……。

「今回の婚約だけじゃなく、僕は以前から、親父の経営のやりかたに疑問を持っていた。――でもこれからは、何もかも親父の言いなりにはならない。僕があとを継いだら、必ず厳げん田だ商会をいい方向に変えてみせるよ！」

　厳田青年は、最後にもう一度凜りん香かに謝り、婚約解消を認めてくれた礼を言った。

　そして彼の恋人だという女性の隣に戻って、二人で仲良さそうに去っていく。

　将しよう悟ごと凜香は、彼らの姿が見えなくなるまで見送っていた。

「……なんか俺おれたち、よけいなことしてたのかもしれないな」

「ですが、センパイが言ってくれたこと、やはり本当だったのですね」

「俺、何か言ったっけ？」

「自分を押し殺すほうが、よほど家に泥を塗ると――いうことです。あえて反発したことが、いい方向に向かうこともあるのですね……」

「国くに立たちさんはやっぱり、ガンガン自分の意見を言ってるときのほうが魅力的だよ」

「み、魅力……的……」

　ポッ、と顔を赤らめ、将悟を見つめる凜香だった。

「じゃ、俺たちも帰ろうか」

　将悟は、心こ乃の枝えたちが待ってるほうに向かって歩き出そうとした。

　と、ふいに凜香が顔を近づける気配がして……

「ん？　国立さん、まだ何か……」

　言いながら振り向いた瞬間――将悟の口を、柔らかいものがふさいだ。

「…………っ!!」

　将悟も凜香も、思わず目を見開いた。

　二人とも、何が起きたかも理解できない顔で見つめあったまま……

　唇を重ねていた。

　しばらく時が止まって……ハッと我われに返ったように、凜香は唇を離した。

「ちちち、違いますわっ！　わ、わたしは、ほっぺにお礼のキスをと……」

　凜香は真まっ赤かな顔であたふたする。

「ま、まちがいです！　わ、わたしが、センパイとキスなんか……まちがいですっ！」

　キーッと叫ぶ凜香の前で、将悟の唇には、いつまでも彼女の柔らかさが残っていた。
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　将悟は一人、街の結婚式場のロビーで、ソファに座っていた。通りかかる人々は皆、スーツやドレスで着飾っている。今日一日で、何組ものカップルが式をあげているようだ。

　凜香の家に向かったあと、一同は、凜香の式場予約のキャンセルにつきあっていた。

　もっとも女の子たちの目当ては、結婚式場を一目見たいってことらしい。建物に入った瞬間、みんな目をキラキラさせて、式場見学に行ってしまったのだ。

　それで一人残された将しよう悟ごは、あくびをしながら待っているところだった。

「やぁ将悟くん。どうしたんだい？　将来に備えて、結婚式場の下見かな？」

　話しかけてきたのは、礼服のスーツに身を包んだ衣い楠くすだった。

「衣楠！　どうしたんだよ、こんなところで。また何か活動してるのか？」

「今日はボクの知りあいの、そのまた知りあいの披露宴に呼ばれてるのさ。ボクはこう見えても、礼節を重んじるたちなのでね」

「男のふりしてスーツ着るのは、礼節を重んじてるのかな……？」

「ここもなかなか立派な式場だ。しかし将悟くんが晴れて結婚する暁には、ぜひ『帝みかど野のブライダル』での挙式をオススメしておくよ。最上コースでは、帝野ホテルのスイートルーム宿泊券つきだ。最高の部屋で、新婦との愛の一晩を過ごすことができるだろう」

「か、考えておくよ……」

「ところで、少し話があるんだが……」

　衣楠は将悟の隣に腰を下ろし、真剣な表情になった。

「今回の厳げん田だ理事のことだが、妙だとは思わないか？　彼は、どこから将悟くんの妹の噂うわさを聞いたんだろう」

「確かにな……。どこかから、噂が漏れたってことだよなぁ」

「以前、大衆週刊誌が噂を嗅かぎつけたこともあっただろう。こうも立て続けに噂が飛び火するのが、どうも気になってしかたないんだ。――これはあくまで推測なのだが」

　衣楠は目を細め、ためらいがちに言った。

「何者かが、意図的に噂うわさを流しているとは考えられないだろうか？」

　――意図的に……噂を流している？

「誰だれかが俺おれの妹の存在を、悪用しようとしてるのか……？」

「まだわからないさ。その可能性もあるということだ」

「だとしたら、なおさら本当の妹が誰か、捜さなきゃな……」

　もし衣楠の言葉が当たってるのなら……単にＤＮＡ鑑定をして『妹じゃない女の子』を見つけるだけではダメだ。

「俺の本物の妹を見つけ出し……彼女を守ってやらなきゃいけないんだな」

「おっと、披露宴の時間だ。じゃあ将悟くん。ボクは行くよ」

　衣楠は立ち上がり、披露宴会場のほうへ向かう。

　ふと、途中で思い出したように振り返った。

「将悟くん！　ボクと結婚するときは、ぜひ『帝野ブライダル』を選んでくれたまえ！」

　――頼むからそういうことは、せめて女の子の格好で叫んでくれ……。

　周囲の人々の注目を浴びながら、頭を抱える将悟である。

「しかし俺、ほんとに、誰と結婚できるんだろう……」

　――まちがっても、血のつながった妹とだけは、結婚なんてしちゃいけない。

　そのためにも、必ず本当の妹を見つけ出さないと。

　決意を新たに、将しよう悟ごは一人、うなずいた。

「将悟さ～ん。お待たせしました～」

　心こ乃の枝えの声に、将悟は振り返った。

「お、やっと戻ったか……って、お前ら……なんだ、その格好!?」

　将悟の目の前に、雅みやび、凜りん香か、愛ま菜な、芽め依い、そして心乃枝が立っている。

　五人の女の子はみんな、純白のウェディングドレスで身を包んでいた。

「ウェディングドレスの体験コーナーがあったんです。どうですか、将悟さん？」

「えへへ～、将悟、似合う～？」

　心乃枝と雅が駆けてきて、両側から将悟の腕を取った。

「わ、わたしは別に、試着などするつもりなかったのですけどっ」

　凜香は花嫁姿のまま、ぷいっとそっぽを向いた。

「愛菜も、一度着てみたかったの～」

「さすがのわたしも、ウェディングドレスのコスプレは初めてだぞ」

　愛菜はウキウキとドレスを揺らし、芽依はなんかかん違いしてる。

　将悟があきれていると、女の子たちの向こうで、三脚にカメラをセットしている男性がいた。式場のカメラマンらしい。

「写真を一枚サービスなんですって。将悟さん、一緒に撮りましょう」

「ちょっと鶴つる眞まさん！　一枚だけなんだから、あたしが撮ってもらうの」

　将悟は花嫁姿の女の子に囲まれ、両腕を組まれ、身動きすらできなかった。

「こら、みんな落ちついてくれってば……」

　女の子たちが騒ぐ中、凜りん香かは一人堂々と立って、将悟をまっすぐにらみつけた。

「帝みかど野のセンパイ！　妻はわたしだけで充分です！」

　その叫びに、一瞬、全員がシンと静まりかえった。

「は……？　国くに立たちさん、もう恋人のふりしなくてもいいってば」

「誰だれが『ふり』などと言いました？　言ったはずです。わたしは嘘うその恋人で両親を騙だますようなマネはできません。ですから、やっと心が決まりました。わたし、将悟センパイの妻になります。そもそも口づけするなど、妻として認める証ではありませんか！」

「なな、何を言ってるんですか！　わたしが将悟さんと結婚するんです！　わたしだってキスしてもらったんですから！」

「違うわよっ！　あたしが将悟のお嫁さんになるんだってば！　チューしたんだから決まってるでしょ！」

　心乃枝と雅は両側からぐいっと将悟の腕を抱え……

「帝みかど野の、お前にはキス三回分の貸しがあるんだぞ！　忘れるな！　今は利子が積もりに積もって、一晩中ベッドの中でイチャイチャだからな！」

　芽め依いは将しよう悟ごの背中に胸を押しつけ……

「愛ま菜なも将悟くんと結婚する～。毎日お風ふ呂ろでチュッチュしようね～、ダーリン」

　愛菜は無理やりだっこしてもらおうと、将悟の首に両腕をまわしてきた。

　そんな将悟を、凜香はキッとにらみつけ……。

「ま、まさか帝野センパイは、全員と結婚するつもりなのですかっ!?」

「ままま、待て、待て、みんな何を言ってるんだぁ!?」

　その瞬間、パシャッとフラッシュがたかれる。

　今ここに、将悟と五人の花嫁の記念写真が、見事に撮影されたのだった。
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　その日の夕刻、将悟は自室のベッドで横になりながら、ぼんやりと女の子たちのことを思い浮かべていた。

　心こ乃の枝え、雅みやび、芽依、愛菜、凜りん香か……。

　笑っていたり、泣いていたり、怒っていたり、学生服だったり、私服だったり、メイド服だったり、下着姿だったり、裸だったり……。

「うあああっ、ま、またエロい姿想像しちまった……」

　思わず叫んで、ガバッと跳ね起きた。

　出会って以来、将悟の前で見せた彼女たちの姿や、触れてしまった手や唇の感触が、今も頭にこびりついている。

　部屋の机を見ると、昼間、結婚式場で撮ってもらった写真が飾られていた。

　将悟を囲む、五人の花嫁姿の少女たち。

「まさかみんな……本気で俺おれと結婚するつもりだったりして……」

　彼女たちとの新婚生活が頭に思い浮かんで、つい顔がニヤけそうになった。

　が……。

「しかし……もし彼女たちの中に、俺と血のつながった妹がいたら……」

　考えて、将悟はゾッとした。

　そしてベッドから起き上がり、机の引き出しを開けた。

　そこには一台の携帯電話が入っている。凜香から渡してもらった、ボイスチェンジャー機能つきの携帯電話だ。

「やっぱり、心乃枝に頼んで返却してもらうべきだよなぁ……」

　しかし……手放したら、また誰だれかの手にわたってしまうんじゃないか。

　そんな不安がして、なんとなく将しよう悟ごがあずかったままなのだ。

「本当に、俺おれの妹って誰なんだろう……」



　　　§



　同じころ、ある場所の、ある部屋。

　電灯もつけず薄暗い部屋に、一人の少女が座りこんでいた。

　床にチェス板を置いて、チェスの駒こまで遊んでいる。

　白い駒はポーン、ナイト、ルーク、ビショップ、クイーンの五つ。五つの駒が、中央に置かれた黒のキングを取り囲んでいる。

「お兄さまったら、あんなにたくさんの女の子と仲良くして……。いくらわたくしでも、嫉しつ妬としてしまいます」

　少女は指先で、白のポーンをはじき飛ばした。

「でも、しかたありませんよね。お兄さまって最高に魅力的ですもの。深み流りゆう院いん学園に編入したら、こうなることはわかっていたこと。予想の範囲内です」

　少女は次々に白の駒をはじき飛ばし、残った白のクイーンを、キングの正面に置いた。

「だからお兄さま。今だけは、女の子のことを知るの、許してあげますね」

　少女はほほ笑み、黒のキングを指先でつまんで持ち上げる。

「でも、お兄さまが最後に選ぶのはこのわたくし。お兄さまは、わたくしの心と体が一番だって、気づいてくれるはずですから」

　そして少女はキングの駒に、静かに口づけをした。



　その一時間ほどあと。

　すっかり夜になり、将悟の家の前にある細い道には、人通りもなかった。

　そこに場違いにも思える、一台の黒塗りのハイヤーが止まった。

　後部座席の扉が開いて下り立ったのは、一人の少女だ。白い、ドレスのようなワンピースを着ている。幼さを残しながらも、清せい楚そさと気品の香り漂う女の子だ。

　もし将悟がここにいたら、気づいただろう。

　彼女は理事会の視察の日、理事たちと一緒に深流院学園を見学していた少女だった。

　そよ風におかっぱの髪を揺らしながら、少女はじっと、正面の古アパートを見つめた。

「ふふ……。これから、とっても面白くなりそう……」

　人形のように整った顔の口元に、不敵なほほ笑みを浮かべた。

「――一緒に楽しみましょうね、将悟お兄さま」



    

  
    
      
あとがき



　よく、妹をテーマにした作品について、こんなふうに言われることがあります。

「妹に萌もえるだなんて、妹がいない人間の妄想だ。実際の妹はそんないいもんじゃない」

　……なるほど、それはそれで一つの真理かもしれません。

　ですが私は声を大にして言いたい。あなたがたに、妹がいない人間の気持ちがわかりますか？　どんな苦難に満ちた人生を歩んできたか想像できますか!?　……と。

　もちろん私には、遠い昔に生き別れた美少女妹がいます。いるはずです。ですが、一人っ子として育てられてきたのもまた事実。もし家族に妹がいれば、どんなに素晴らしい人生を送れただろうと、考えない日はありません。

　例えばもし私に妹がいたら、家で対戦ゲームを一緒に遊び、ゲームがもっとうまくなっていたことでしょう。

　昔、私がゲームセンターで対戦格闘ゲームをしていたら、ほかのプレイヤーに乱入されてボコボコに負かされたことがありました。妹がいなかったから、対戦を鍛えることができなかったのです。たいへんくやしい思いをしました。

　また、もし妹がいたらケンカもするでしょう。口ゲンカに強い人間になったはずです。

　以前、私がインターネットの掲示板で「そんなことも知らないのかよバーカバーカ」と人を挑発したところ、「百年ＲＯＭってろ」と書かれ総スルーされたことがあります。

　妹がいなかったから、口ゲンカすら負ける弱い人間になってしまったのです。

　もし妹がいたら、学校の成績も比べられるから、熱心に勉強したことでしょう。

　そうすればハーバード大学に入ることも夢ではなく、今ごろは偉い学者か政治家になっていたはずです。でも現実にはなれていない。

　妹がいなかったから、マジメに勉強できなかったのです。

　さらに先日、五千円入ったサイフを落としてしまいました。

　妹がいなかったからです。

　ただ妹がいないだけで、いかに苦難の道を歩まねばならないか――妹がいる皆さまにもわかっていただけたでしょうか。



　引き続きイラストを担当してくださいましたＣＵＴＥＧさま。表紙の凜りん香かの表情、とてもかわいいです！　担当の児こ玉だまさまをはじめ編集部の皆さま、本作に関かかわってくださいました皆さま、今巻でも大変お世話になりました。

　そして何より今回もおつきあいくださいました読者の皆さま。謎なぞの妹が正体を現すときまで、楽しんでいただけるよう、今後もガンバってまいります。

二〇一一年一月　田た口ぐち　一はじめ



    

  
    
      　著者

　田口一（たぐち・はじめ）

　　名古屋出身の東京在住。『魔女ルミカの赤い糸』で第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の佳作を受賞。他に『黒姫のユズハ』シリーズ、『三流木萌花は名担当！』シリーズ（ともにＭＦ文庫Ｊ）を刊行。



　　先日、趣味でイラスト描くのにも使っているパソコンを大幅にパワーアップさせました。これであと３年は戦える！



　イラスト

　ＣＵＴＥＧ（カム）

　　美少女、甘い物が大好きなフリーイラストレーター。

　　ゲームのイラストや、ライトノベルのイラスト、漫画を描いたりしています。



　　ＨＰ：‥*Strawberry Pink*

　　http://cuteg.exblog.jp/



    

  
    
      この中に1人、妹がいる！３



著者名……田口一
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